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日本の英語教員養成を考える

一一ーロンドン大学教育研究所 ・ソ連研修旅行に参加して一一

田島富美江

I 

私は. 1982年10月より約9ヶ月にわたり， ロンドンで生活する機会を得

ることができた。生活の場となったロンドン大学教育研究所の寮は，各国

からの留学生が多く ，まさに世界の英語が一堂に集まったといって も過言

ではない。そこでは， 日本の学校(中 ・高 ・大学〉で使用されているテー

プなどから流れてくるよ うな純粋な英語は，僅かなイギリス人を除いては，

全く聞かれない。奇妙な発音やイントネーション，間違いの多い文，それ

に加えてスピードの速さ，そのような話し手とのコミュニケーションは，

非常に苦 しいも のである。そ して，毎日彼等の英語にt~ しつつ，時々日本

に目を向けると，現在の日本における英語教育 〈学習〉の効率の悪さが，

あらためて浮き彫りにされるのである。

日本の教育の中に埋没していると，いわゆる木を見て森を見ぬ生活に追

われてしま うのであるが， ロンドン滞在中は特に時間を設けて，イ ギリス

内外の多くの学校や教育施設を見学する計画をたて，あたかも， 宇宙から

地球を眺める如く ，日本の教育，特に英語教育について熟考することがで

きたのは，非常に幸運であった。

本稿は. 1983年4月，当教育研究所内の Departmentof Comparative 

Educationの企画になる “AcademicTour to the USSR" に参加して得

られたソ連の教育事情のうち，特に，英語教育の部分を中心に紹介し，そ

れにより，日本の英語教育を再考しその改善への道を探ろうとする もの

である。本題に入る前に，今回の AcademicTourの内符とソ連の教育事

情について，見たまま，聞いたままを述べさせていただくのも意味あるこ

とと思われる。
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今回の研修旅行の参加者は，イギリス人15名をはじめとして，各国から

の留学生を含めて40人から成るもので，そのほとんどが教職に携わる者で

あり，専門は音楽・美術から，生物学・心理学等に至るまで多様であった。

9日間(1983年 4月9日から16日まで〉という短かし、ものであったが，教育

施設の見学，大学や特別英語学校訪問， ソ連の教育者達との質疑応答やデ

ィスカッショ‘ノ，絵画 ・彫刻にオペラやダンス観賞，それにモスクワ， レ

ニングラードの観光，とスケジュールはハードで筏度の濃いものであっ

た。参加するに当って，ソ連の事情を理解するために，十数冊の本がリス

トアップされていたが，すべての参加者は，それぞれ専門分野が異なるの

で，各自の疑問をも解消するため受け入れ側にも十分準備してくれるよう

要求が出されてあったようである。私も， レニングラ ード大学の英語教育

の専門教官である Ms.T. Kuzmichevaと而談の機会を得られるなど充実

した企画で・あった。

私達はまず. 4月11日10時にモスクワの TheAcademy of Pedagogical 

Sciences(APS)を訪れた。APSとは，教育政策や教育刷新のための“Brain

Center"とも言われる重要な位置を占めるものであり.13の institutesが

これに所属しているとし、う。文部省を代表して Prof.Gafonovaをはじめ，

いくつかのinstituteの中から数名が加わって私達を出迎えてくれた。Prof.

Gafonovaはソ連の教育システムをはじめ，テキス ト編集や 15のソヴィエ

ト共和国との関連などを説明されたが，その中で，7歳から始まる10年1sI]の

ordinary school (普通教育学校〉と並行して.specialized sch∞1 (特別学
校〉が存在するこ とをのべられた。これは， ある特定の分野に興味や才能

のある生徒たちのための学校で. 1つのものへの興味や才能を効率的に伸

ばそう というのが，その存在理由である らしい。英語かはじめ，フランス

語， ドイ ツ語，化学，生物，物理の 7つのタ イプの特別学校の他， 美術，

芸術，スポーツなどの特殊学校〈パイオニアパレスなど〕が設けられてい

るよう である。 ソ連には言語の特別学校だけでも約1α氾校あり，英 ・独 ・
仏などのヨーロ ッパ言語に加えて中国語とヒンディ語も教えられていると

し、う。そのうち41校がレニングラ {ドにあり， さらにその中の'2:7校が英語，

6校がフランス語.4校がドイツ語ということからも，ソ連においても英
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語学習人口がし、かに多いかが明瞭である。

私達が訪問した中で，英語教育に関係ある施設としては，特別英語学校

No. 4 Cモスクワ〉とNo.61Cレニングラード〉であって，そこでは教職員の

みならず，全生徒による歓迎を受けた。いずれの学校においても，教師は

十分な英語力を備えていたが，歓迎の挨拶や学校の沿革などの説明はロシ

ア語で行い，高学年の生徒に通訳させたり，校内の museum の説明を生

徒に任せるなど，生徒の speakingの力のすばらしさに大きな自信をもっ

ていたようであった。生徒の英語は，同行のイギリス人やアメリカ人も驚

くほど， 発音やイントネーションは正確であり， しかも訪問者の質問に

対しても，正しい英語で自信をもって答えている点などは，ソ連の英語教

育の成功を物語るものといえよう。確かに，特別英語学校の生徒だけあっ

て，彼等は才能があり敏感で，しかも一生懸命勉強に励んでいるようであ

った。教師と生徒の接触のしかたなど，情意商の教育に対する基本的方針

においては，この2つの学校には大きな違いがみられたが，学校教育のカ

リキ ュラムは全国的に統ーされているということであった。特別英語学校

においては，英語を除く 科目は普通教育学校におけると同一時間数である

が，それに加えてかなりの時聞が英語に当てられているこ とは，下に示し

た表で・明らかである。

ソ述の学校における週当りの英語学習H寺間数の比較

ミャ学~__I 1 1 2 1 3 1 4 卜 1 6 1 7 1 8 1 9 1 10
校 11114131312121111

月l 語学校 1131416161615151514 

1授業H寺聞は普通45分， 1クラスの生徒数は，他学科においては30"-'42名

であるが，英語のクラスのためにそれらは出または山に分けられ，事実

上12"20名であった。教室内の机はLL式で，各ブースはフルラボ CTV

を除く〉式の設備がなされている。教室後部にリモ コン式フィルム ・スラ

イドプロジェクターが，教室前部に黒板，その前にスクリー ンが自由に上

下可能であり，真中の教師の机に向って左似IjにLL用のコンソールとプロ

ジェクターのリモコン装置が設置されている。壁にはポスターや英語で書
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かれた標語等が所せましと貼られている。

指導法に関しては大部分の学校が，国の推奨する 1つの方法にしたがっ

ているということであり， 先の Ms.Kuzmichevaは次のようにのべてい

る。

“入門期として定められた期聞は普通教育学校で、6週間，特別英語学校

で2ヶ月半であり，この聞は，いわゆる OralMethodで行い，本の使

用や知識としての文法指導は避け， もっぱら実物や絵，それにテー プ使

用により，口頭で身近かな物の名前や簡単な文型(例えばThisis 

That is...…. )などを覚えさせる方法をとる。教材には簡単な詩を多く

取り入れるなど工夫している。

入門期が終ると本を使用しながら.次第に文法事項を扱うようになる

が，視聴覚教具をフルに使い，特にテープによる hearingと，教材の徹

底的な暗記.そしてそれを基にしたQuestionsand Answers (以下Q&A)

が，ソ連の英語教育の柱となっている。宿題は諜するが，高学年になっ

ても新教材の予習は不要である。"

生徒にとって興味のない学習は最低限度に留め，反対に興味や才能のあ

るものに対しては，それを有効に伸ばすよう効果的な指導法を徹底的に研

究し時には教師がチームを組み，また11寺には学校が一体となってその指

導法を推進する姿勢が非常によくうかがえる。これがソ連の休質であり，

ロシア人の国民性に由来するものであろうが，実際にソ連の教師連と核し，

教育施設を訪問することにより，日木やヨーロッパでは経験出来ない何か

特異な気迫がひしひしと感じられたものであった。

m 

日本の英語教育の成果については，各方面からさまざまな定、見が出され

ている。大学を出ても英語が使えない，という財界の意見をはじめと して，

特に話す能力の欠けているこ とが指摘されている。渡部昇一氏と平泉渉氏

との「英語教育大論争」も，話せない英語教育に対する外部からのいらだ

ちがその発端であろう。これらの意見は，私のように英語を教える立場に

ある人聞にとって，一方では，非常に痛いところをついた意見と して拝聴

すべきことであると思うが， 一方では， 日本とし、う環境の下での英語教育

がし、かなるものかをよ く知らない人達の勝手な意見であるとも 考えてい
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る。と いうのは，日本の学校における英語教育は，財界や商社のために，

あるいは，観光旅行のためにのみあるのではないからである。

英語を専攻しても，英語を生かす職種の少ない日本の社会，そして，大

部分の日本人にとって英語を実際に使用する機会のほとんどない日常生活

等を考えると，中学 ・高校の段附において，主と して日常会話のような英

語を学習させるこ とは，さらに進んだ読み書きの能力養成という点から考

慮して，無駄なことである と思われる。 しかしまた， r英文を正確に読む
とL、う知的訓練にこそ意義があるJと唱える渡部昇一氏の意見も，それだ

けでは口頭発表への応用が不可能ではないにしても，きわめて困難である

ことは否定できない。それでは，日本の中学 ・高校における英語教育の目

標はどこにおけばよいのであろうか。

文部省指導要領 ・外国語編の「目標」のうち，技術面を要約すると，中学

校においては， r初歩的な英語を用いて，聞き話し読み書くの 4技能の学
習を行うJ， と述べられている。高校においては，その3年聞を通じて，

それらr4つの基礎的な能力を養うとともに，英語をijl.解し， (積極的に〉
表現しようとする態度を育てる」ことを基調としさらに高校2・3年に

おいては， r(l)聞き話す基礎的能力， (2)読む基礎的能力，(3)書く基礎的能

力，に分けて，それらを選択履習させ，それぞれの能力を一層伸ばすよう

積極的態度を育てるJことが望ましいと述べられている。この目標を見る

限り，中学・高校の 6年間に一貫して強調されているのは hearing(以下H)，

speaking (S)， reading (R)， writing (W)のパランスのとれた基礎的能

力の養成であり，さほどの困難を伴わずに， oral cOll1ll1uni伺 tionとwritten

comll1uication が可能な域にまで到達させる ことであると解釈してよいで

あろう。 しかも，文法的基礎が一応終了した高校2年からは， 生徒各自の

興味にしたがって，それぞれ得意とする技能の養成を選択学習させるなど，

細かL、配慮が表れている。

今日の日本の社会においては，外国人と接して英語を駆使する必要のあ

る人間の数よりは，仕事のため，教養のために専門書や教義書を読み，か

つ， 書く人間の方が，はるかに多いことは事実である。 したがって，基礎

とは，その上に建てるものの使用目的により，その範囲や強度が決められ

るものであるから，英語学習の場合，特に将来H'Sを必要と しない， あ

るいは，望まない学習者に対してH・Sを基礎的学習の中に含める ことは

- 5一



どうであろうかとし、う疑問が当然起るであろ う。 しかし次の節でのべる

ように日本の英語教育において， H. Sを軽視することは，学習の非能率

化を招くものである ということができる。したがって，文部省が， 4技能

のいずれかに偏ることなく，それらを平均的に伸ばすことを英語学習の基

礎と定めたことは， 言語学習の本質と，日本の学習環境を考慮した適切な

ガイドラインで-あるということができる。

母国語学習からも明らかなように. 外国語の学習も音声ltu. すなわち

H.Sとい うi聴覚的方法から始めるのが合理的である というのが一般論で

あり，単なるコミュ ニケー ションと しての英語学習であれば，少々乱暴な

言い方ではあるが，聴覚的方法のみで可能である。 しかし 日本の英語教

育を考える場介には，日本の学習環境と学習者のニーズとが十分に考慮さ

れねばならないであろう。それまで書物による勉強に馴れて来た日本の中

学生にとっては， I瞬時に消滅する音声面のみの学習は，かなり不安感を抱

かせるものである。その不安感の解消のため聴覚的学習を， RおよびW，

すなわち視覚的学習により隊認し，強化する作業は欠かせないものであろ

うし，文字を媒体と した学習の方が，はるかに受け入れ易いのである。日本

の学習者の大多数が最終目標とするのは，読み書く力の向上であることを

考慮するならば， 視覚的方法も比絞的早期から採用することが重要であ

る。

英語学習の基礎的能力というのは，文科 ・理科をはじめとするさまざま

な学問分野から，翻訳 ・通訳あるいは単なる教i'itや実用会話等に至るまで，

将来いかなる道に進むとしても，その道の能力を養成するに足る基盤を築

くこ とである。例えば， R.Wをその段終目標とする学習者であって も，

基礎的能力養成段階において，亘要な文法事項や主要な文構造等を， く

り返し口頭作業によって蓄偵し，応用する訓練ができていれば，それは，

後のR・Wの能力養成の段階で能率的に作用するものである。また逆に，

H・Sを目標とするものであっても， R.Wの基礎的文法の力がついてい

ればあとはH・Sの訓練をするこ とにより，より正確なH.Sの能力を能
率的に養成していくことができる。要するに，両者は相補的に英語学習の

基礎を築く重要な技能であり，この 4技能がパ ランス よく学習されて，は

じめて英語学習の堅固な基礎が形成されるのである。

英語の基礎的能力養成段階とは，基本的言語材料の扱われている中学1
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年から高校1年までを指してよいと思う。先にも述べたように.日本の教

育現場では， 学習者の安心感と受け入れ易さが 1つの原因となり，どうし

ても R.Wに偏りがちであるが，パランスのとれた4技能の養成の必要性

を考える時，この聞はH・Sの訓練，すなわち，基本的な言語材料の口頭

練習に，より多くの時間を費やし，英語の運用能力の習熟を目指すことが，

今後の大きな課題であるといえよう。ここに述べた口頭練習とは，いわゆ

る日常会話の練習とは全く異なるものであって，それは H.E. Palmerが

その特性を明確に規定した ConventionalConversationを基本とする練習

であると考えるのが適切である。

lV 

日本の英語学習のうち，HおよびSの養成を阻む1つの原因として， し

ばしば大学入訊があげられる。実際，それも 1つの原因であることは確か

であろうが，それでは，中学 ・高校の教師達は，入試を改善しさえすれば，

H. Sの能力が向上するよう 指導できるだろうか。私には，そうは思えな

いのである。結論から言えば，中学 ・高校の教師達の英語力の不足と指導

力の不足が，大きく影響を及ぼしているように思われる。

現在，英語のクラスの中で， どの程度の口頭練習が行われているかにつ

いての実態は明確ではない。が，中学の入門WJからしばらくの聞は， 口頭
で行っている学校の数は増加しつつあるこ とは確かである。これは教師の

英語力が，次第に向上してきたことを示すものであろうが，まだまだ不十

分である。昭和57年4月19日の朝日新聞は，関東7都県の中学2年から高

校1年までの約960名を対象に，中学での英語の授業に対するアンケート

調査を行った(英語不得意者同盟による〉。そのうち 「英語が話せるように

なるとし、し、な。」と思う生徒が87%にものぼったとし、う。生徒の側にこれ

だけの readinessがあるにもかかわらず，それをうまく利用できずに4技

能のバランスがくずれて しまうのは何故だろうか。私は， 日本の英語学習

のパランスを失わせるものが何であるかを，ソ連の英語教育見学中に見出

すことができたように思うのである。

H.Sの閣で， ソ連の英語教育を成功に導く特色は数多くあげることが

できる。例えば， 学習開始年令が低いこと，時間数が多いこ と，1クラス

の生徒数が少ないこと，教育機器の設備が充実していること， 等々 であ
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る。 しかし私の考えによれば，それらは英語教育を成功させる絶対的条

件とはなり得ないものである。何故ならば，それらはすべて 「適切な指導

法」を伴って，はじめて効果を発揮し得る ものだからである。

では， ソ連の英語教育，特に聞き話す能力の養成に非常な成果をあげて

いるその原動力は何であろうか。それは

A.授業中の豊富な口頭作業

B.教師のすぐれた英語駆使能力と指導力

である，ということが出来る。以下，私が， レニングラードで参観した英

語のクラスを基に，上の 2つの特色について述べてみたい。

A.授業中の豊宮な口頭作業

( i ) 徹底的暗記

Ms. Kuzmichevaによれば， ソ連では指尊法に関しては，国が推奨

する 1つの methodがあり，普通教育学校であると特別英語学校であ

るとを問わず，その methodが一般的に実施されている， ということ

であった。中でも出来るだけ多くの学習材料を徹底的に附記させるこ

とが，その特徴であることを特に強調されていた。そのことばの通り，

教宗での暗記の指導はきびしいものであった。 教材は歴史で Review

の部分は， レーニンの少年時代から革命に至るまでの彼をとりまくさ

まざまな内特を腐り込んだかなりの長文であった。宿題と して課した

部分であったため，すぐに数名の生徒が次々と指名されたが，途中で

つまずくと教師は助けるが，I儲記が完全にできるまで行わせるという

徹底ぶりであった。

(ii) Questions and Answers 

H青記のあとは，その内容やその他のことについての英問英答が執勘

に行われる。内科に関する質問が次々 と出され， 生徒の反応も活発に

すすめられていく。ここでの特徴は，内容理解のみに留まらず，何を

どう思うか，のように，答となる文をできるだけ生徒自身に構成させ

る方向に指導していたこと，そして同時に，文法的誤りや発音 ・イン

トネ ーションにも 1つ1つ即時訂正を与えていたこ とである。

(iii) 口頭英作文の重視

ソ連の生徒達にとって新教材の予習は不必要であり，すべてがゼロ

から始められる。新教材の提示は教師のリモートコント ロールによ る
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フィルムプロジェクターの映写によりすすめられた。一連の絵の横に

はロシア語の説明が付され，それを英語で言わせる方法がとられてい

た。その中で新語，新文型を教え，発音，イントネーションまでが扱

われるのである。プロジェクタ ーを使用する授業であるため，スクリ

ーン以外は見えないこ とと，次々と指名されることとで，生徒は高度

の緊張と注意集中力を要求され，また，教師の1l[IJにもかなりの量の口

頭作業が強いられる。

( vi) Pupil-pupil dialoguesとその応用

新教材導入後のLL学習で，教師は教室内のコンソールを通 して指

導に当る。約10分の練習のあと， 2名ずつ組ませて， これまでの学習

内容について， discussionをさせる。この段階で，生徒の時間の使い

方に無駄が無かったかどうかをチェックするため，2'"'-' 3組の生徒を

前に出して demonstrationをさせ，教師はそれを聞きながら，内容や

!Axのチェックを したり discussion のすすめ方や会話の技術まで指
導する。

B.教師のすぐれた英語駆使能力と指導力

ソ連の教師のすぐれた点として先づ第ーにあげられるものは， 何と

いって も堪能な英語力ということができる。その英語は，レわゆる日

常会話の技術ではなく，英語教師として， クラスでのし、かなる種煉の

口頭作業をも停滞するこ となく指導できる程の実力である。

教授法に関 しては，定められた方法にしたがっているということで

あるが，その中に各種の教授法の長所がうま く取り入れられ，しかもそ

れらを何の抵抗もなくスムーズに駆使できるということは，教師自身

が各教授法を十分に研究し尽していることの証拠である。例えば， 2 

人の生徒を前に出してレーニンの生涯についてディスカッションをさ

せていた時のこと，たまたま一人の生徒の発言が長々と続いたため，

相手の生徒は，ただ聞いているだけであったが，その時教師はすかさ

ず， iそんなに長く話させては議論にならないから，途中で上手に口

をはさみ自分の意見を言 うように」と，相手の話の途中への入り方を

指導していた。これはCommunicativ巴Approachにもとづいて告かれ

たテキストの中にも含まれているものであって，これにより Notional-

Functional Approachも，ソ連ではすでに十分研究され，授業での活
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用の段階に至っていることを物語っている。

学習迎!論の研究の度合いも， 質問の仕方や指名のしかたを観察して

いる とよく判るし視聴覚教具の使用に関しても，単にあるから使う

というのではなく，意味ある使用の仕方を十分わきまえた上での利用

であった。

最後に，授業のきびしさも印象深いものでめった。私は.ロンドン

滞夜中に， ロンドン周辺の comprehensiveschoolや privateschool 

を数校，訪問する機会を得ることができた。それは， 日本の英語教育

と類似の学習環境にあるイギ リスの modernlanguegesの教授法を見

学したかったためで、ある。が，そこに共通してみられたものは，楽し

みながら学習をすすめていこうとする教師連の配慮、であって，机こそ

きちんと花んでいるが，教師も生徒も非常に|土1El:1で，余裕のある雰囲

気であった。その理由として，ある教師は次のように話してくれた。

1， 今や英語は世界訴となり，イギリス人にとって外国語ができな

くても不自由しないこと

2. イギリスの中学生にとって，かなりフランスやドイツとの交流

があること(例えば，夏休みなどを利用して数週間の語学研修や

ホームステイが可能である〉

3. ー炎瓶と， フランス語 ・ドイツ語の関係が，英語と日本語ほどの

相違がないために，比較的簡単に話せるようになること

外閑ttf教育に対しては，教師自身がこのよ うに気楽な考えであるため

に，木当に究剣な態度がみられたのは， 僅かに A level examination 

(大学進学の資格をとるための試験〉の受験生のクラス位のものであ

っTこ。

これに反し， ソ連のクラ スでは，授業のi品-初から最後まで生徒が真

剣に学問していたこ とに，私達訪問者は驚県の|恨を見はったものであ

った。生徒似IJにみられるこの真剣さは，ソ連のfI-会的，教育的事情を

調べていくにつれ，必ずしも生徒自身のi'111t.的学習意欲から生じたも
のではなく，多分に他律的な学習意欲によるものであることが次第に

明らかになって来る。その点，日本やヨーロ ッパの教師連にとっては

疑問ではあるが，自律的にせよ他律的にせよ，生徒の抱く 学習意欲を

最後まで保持させる ことができるのは，教師のすぐれた指導技術の 1
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つといってよいであろう。例えば，新教材の理解のあとのLL作業に
おし、て，教師の熱.c，なmonitoringやその後の pupil-pupildialogu巴邑 の

チェックの仕方などは， どうしても真剣にやらざるを得ないように生

徒を仕向けているようである。

全体と して教室内での雰閤気は，教師が生徒の能力に1';せて授業を

)長/JI~するというよりはむしろ，教師が中心となって生徒をぐんぐん引

っ張ってL、く意気込みに溢れたものであった。

以上，ソ連における英語教侵法の長所と，教師のすぐれた資質について

述べたものである。そして，日本の中学 ・高校の英語教育においてH・s
の能力長成を阻むものは，大学入試ではなく ，実に， 教室内における上述

の2つの要素の不足にある，と私は考えるのである。

V 

日本の中学における英語の授業では，宿題として学習事項のIItt記が課さ

れ， 授業の最初に行う Review の際~~-， 11i"i記のチ ェックやその内燃につい

ての Q&Aを扱 う教師が多いと思われる。11古記，すなわち， 学習事項の

大脳への蓄積は，それを"去移させ応用へと導く言語学習上もっとも重要な

作業の 1つではあるが，われわれ日本人が最も不得手とし，かつ，教室以

外では練習の機会を十分得られないH.Sの養成をも含めて， 4技能を平

均的に学科させるためには， 111'1記の段附に留ま らず，ソ.iiliのクラスで見ら

れたように，それに基づいた広範な Q&Aの訓練が必要なのである。 し

たがって，中学の教師は， In~'記や各種の Q&A を自 l主i に行い，生徒連の

話したいという希望を卜分に111-えられる程度の英語力を，そして，高校の

教師は，生徒の多憾な発話にも難なくその誤りを即時訂正しつつ，授業を

すすめられる程度の英語駆使能力を備えることを，最低の条件としなけれ

ばならない。

教師の英語駆使能力をいかに向上させるかは，非常に大きな問題である

が，次の 2つの方法が考えられる。

(1) 現在，教職にある者の再訓練

(2) 教員養成大学のシステムやカリ キュラ ムの改善

このうち(1)に関しては，国や都道府県において，不十分ながら種々の研

修の機会は図られている と思うので，ここでは触れないことにする。また，
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(2)の教員養成大学以外の一般大学や短期大学の教員免許状取得希望者に言

及することは，問題が余 りにも大き くなりすぎるので，今回は扱わないこ

ととする。

日本の英領教員養成を考える場合，ソ連の教育大学のカ リキュラムは非

常'に参考になると思われる。1977年4月より15回にわたって英語教育誌上

に掲載された，黒川泰男氏の「ソ述英語科教育」 は， ソ連の教育大学のカ

リキュラ ムおよび学習内特を，克明に調査研究されたものであるが，それ

によると大学5年間のカリキュラムは普通教育学校で学習したことの大部

分が，新しい教材で繰り返されていて，ことば(英語〉の教育が最後まで

rtかれているようである(1978・2)。教育大学で使用されるテキストに扱
われている内科も，微に入り制に在るものであり，練習問題の虫も， 日本

では考えられない程膨大で・あるとし、う。以下，~ ，f;¥川氏が記載された，ソ連の

10年制普通教育学校の英語教民と しての資料を取得するための必修教科を

そのまま紹介させていただくと次の通りである〈括弧内はH寺間数を示す〉。

Inlroduction to linguistics (80)， Latin (60)， Methods of teaching 

foreign language(120)， Phonetics of foreign language( 438)， Grammar 

of foreign language(578)， Practice training in spoken foreign language 

(854)， Analysis of texts and written practice( 476)， Translation(70λ 

Lexicology (64)， History of language(72)， Literature in the foreign 

language studied(96)， Second for巴ignlanguage(800)， Recent history 

of countries of language studied (36)， Special training (48)， 

Practical training in audiovisual tcchniques (76)， Teaching practice 

(16 w巴巴k心

「英語教FfJ 1977年4凡汚・p.81 

英語の specia lis t 養成がその t(~ ・の 円 標であるため，必修1'+nには pra-
cticalな英語力養成の科目が多いが，文学や教授法などもロシア請による

講義ではなく ，英語による連続的問題解決形式で， 膨大な量をこなすこ と

により，英語ということばの理解と運用へと導く方法がとられているよう

である。見川氏はさ らに「 ・ソ連の大学用英語教科書は，その記長楽量がtl¥

t幼きわまり ないものであるが，その苦労に耐えさえすれば一定の学力が保

障される よう に作られている」と述べている。
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このようなソ連の教育大学の方法が最良であるかどうかについては，さ

まざまな意見があることと思われるが，とにかく， ソ連の英語教師の英語

駆使能力は，実にこのような道を通って得られた賜であり，普通教育学校

や特別英語学校の教壇に立つ前に，英語のクラスでの口頭作業が，自由に

行える程度の実力がつけられているのである。

一方，日本の教員養成大学においては，4年間で英語そのものの allround 

な訓練に当てる時聞は比較的少なく， 主と して英文学 ・英語学を研究する

かたわら practicalな英語を学ぶというやり方をとっている点， ソ連とは

大いに異なるところである。教員免許法に規定された日本の中学 ・高校の

英語教員免許状取得のための必修単位数は次の表のようになっている。な

お，上の数字は単位数を示し，括弧内は，単位数を，教室内および教室外

の学習11与間数に換算したものである。

免許状の郡好i

rj:J学校 1級
普通免許状

高等学校2級
普通免許状

l免許状の酬(教育原理|塑淵翻|営学芸|類 |協調合計

ZZ覧会談I( 1 3~) I ( 1 3~) I (利引 (96)I (4~) I (品
|説明設I( 1 3~ ) I ( 1 3~) I (l3~) I I _ ~品)I必 |ぷ)
以上のように，英語そのものの習得に当てるH寺間数を単純に比較 しただ

けでも大きな相違がみられるのである。 しかも日本では，担当者によって

も異なるが，理論よりは実際の訓練が必要である科目においても， しばし

ば， 日本語による理論の講義で終るこ とがあり，また，英作文にしても手n
文英訳が多く探用される傾向がみられ，いわゆる口頭英作文，自由英作文
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を常時実施している大学はいくつあるだろうか。 一部の大学を除いては，

どの科目をみても，口頭による practice が行われていないのが現状であ

る。そ して教員養成大学の大部分の卒業生がH・Sの能力がつかないまま，

教壇に立つことになり，中学 ・高校においては， どうしても訳読中心の授

業にならざるを得ない仕組みになっているのである。

日本と ソ連とでは国情が異なり， したがって，教育に対する姿勢も，国

民性も異なるのは当然のことである，教授であれ，学習であれ. 1つの目

標を定め(られ〉たら，わき目もふらず一致団結して目標に到達すべく努

力するこ との出来るソ連の国民性が作り上け'たものは，指導法に個性が重

んじられ， 一致協力やティームティーチングの余りうまくし、かない日本の

教育には，そのまま当てはまる符はないし，日本には日本独自の教育方針

が有ってよい筈である。

1978年7月，朝日新聞の述救記事「アメリカ人のソ連観」で，ハリソン・

ソールズベリ一氏の「ロシア人は自由を知らないし，そんなものは， もと

もとロシアの伝統に存在しないし 一部のロシア人のインテリが求める自

由は，決してあの国にルーツを持つものではない。」 ということばは，そ

のままロシアの教育にも適合するものであった。例えば，テキス トや視聴

覚機禄などが充分設1iiliされた中で，それらをフルに使いこなせる実力をも

った教師と，自律的であれ，他律的であれ，意欲的な生徒達とがー休とな

って，英語教育，英語学習に没頭する姿は，やはりソ連ならではの悲恰感

のようなものがただよっていたことはたしかである。

したがって，私は，英語に堪能な教師の育成を望むあまり， 日本の教員

養成大学 ・英語科も， ソ連の如く ，その大部分を practicalな英語教育に

徹するべきであるとは考えていない。それどころか， 日本では，円満な人

間形成のために，多様な一般教養科目の履習を必要としており，また， 学

生個人の興味にしたがって，文学 ・言語学 ・心理学等々の学問の研究にす

すむことも重要であるとみな している。しかしながら，将来英語の教師と

なるための準備としては，高校の授業においても，各種の口頭作業が苦労

なく出来る程度を目標に，教員養成大学での 1時期を，徹底的な英語習得

に当てるべきであるというのが私の考えである。教員養成大学の学生が，

教壇に立つ古iiに真の英語力を身につけるために，抜本的な改革の手を加え

ると同時に，教員養成大学と しての特殊性をうちだすべき時がきていると
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考えるのである。そこで次に，私の持っし、くつかの改善案よりその 1つを

述べてみたい。

日本とソ連の教育大学におけるカリキュラムの比較からもわかるように，

日本の英、語教師の英語力の不足は，practicalな英語を習得する科目や|時間

数が非常に少ないことが大きな原因である ことは明らかである。 したがっ

て，この点から改善の手を加える必要があると思われる。そのためには，逆

に英語そのものの習得を目標とする科目や時間数を大幅に増加し，それら

を大学入学当初の 1年間に集中的に実施することにより， 1年の終りには

高校英語のH・Sの指導が十分可能な域にまで，英語力を向上させること

を条件としたい。科目は必ずしも 口頭練習の手法によるものばかりでなく，

日本人学生には精読による読解力の養成や，速読の訓練も，必要不可欠の

ものであろう。書くことに関 しては，和文英訳はもちろん悪いことではな

いが，最終的には日本語の助けを借りずに，内容も英文も，学習者自身の

構成になる英作文を目標と し， そして，そこに至るまでは，口頭英作文の

手法を大いに取り入れるなど工夫すべきである。とにかく第一学年は，文

学論，語学論などの理論は practicalな英語習得に役立つもの以外は扱わ

ず，終始 practicalな英語学習に徹することを義務と し， 大学側はその習

熟度をきびしく チェッ クして， 一定の基準に達しない学生には，容赦なく

再履習を諜するなどの，大学イJIIJ.学生側の両者に真のきびしさがほ しいも

のである。 2年以降は practicalな語学学習を漸次減少させ，教科教育法

を含む教育学や心理学をはじめ，各学生の希望する研究へと進めるようカ

リキュラムを改善していくよ う提案するものである。

以上のように， 中学 ・高校の教師と して必要な英語力を早期に集中的に

獲得することは，学生自身にとっても，その後の原書講読や英語による講

義の聴きとりや discussion さらには英文のレポートや論文作成にも抵抗

なく 取 り組むことを可能にするものであり，その後の学生の英語力はさら

に加速度的に進歩するものと思われる。第一学年に practicalな英語学習

を設置している大学は，国際基督教大学にその例がみられ，成果をあげて

いるが，ほとんどの教員養成大学においては未だ実現されていない。

教員養成大学においても現在の英語教育を憂い，その改善方法を模索す

る教官達は数多く ，上に示した私の提案と同様の意見らすでに大分前か

ら出されてきたかも知れない。しかしながら，それが実現されないのは何
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放であろうか。少な くとも 3つの理由があげられよう。

(1) 大学教官の中にも practical な英語学習を軽蔑する教官がいまだに

存在すること

これは，現在の教員養成がほとんど英文学科の傘の下で行われているこ

とに原因があると考えられる。純粋な英文学研究にはH・Sは不必要であ

るのかも知れなし、。しかし それでは教職科目を何単位履習しても，中学

・高校の英語教師と しては不適当である。英語教育は英文学が不必要であ

るというのではないが，英文学研究と英語教育研究とは全く別のものであ

る。 しかも，後者は，他の学問に比べて学際的度合いが大きいことは事実

であるが， 1つの学問として成立するだけの内科を十分そなえているので，

英文科から独立させ，英語教育を十分研究した人達を中心にカリキュラム

を改善 してし、く努力が必要である。 そして，独立しない限り H・S.R・w
の効果的学習のためのカリキュラムは組めないであろう。

また，文学出身であれ，語学出」きであれ，現在英語教育に携わる教1¥達

は practicalな英語学習は日常会話の訓練ではないというこ とを認識して

ほしいものである。

(2) 教宵向身に学生を指導できるだけの英語力がないこと

教官自身の英語力の不足は，現夜のところ致し方ないが， ;t';- ~、教nなど

の自己研修を兼ねて担当させ，practicalな力をつけさせるのも 1つの方法

である。また私は，LLなどの教育機擦を安易に使用することは好ま しい

とは思わないが， うまく 利用できれば教'r'iFI身の英語力の不足をある程度

カバーできると考えている。

(3) 教rr数の大幅な増加に伴い'l~用がかかること

これまでも，かなり の改革案のために，多額の費用がかけられて来たが，

そのほとんどが小手先のものであったため，効果がみられないところに外

部からのいらだちが集中しているというのが，英語教育の現状である。よ

りよい結果を得ょうとするには板本的な問題にメスを入れることが，何よ

りも解決の早道であり，枝葉末節的事柄にふり廻されることなく，白木の現

状と英語教育のおかれている立場や社会的要求などを正しく見きわめなけ

ればならない。教員養成大学のカリキュラムを変えるだけでもさらに多額

の費用を要する ものである。従来より行われて来た多くの無駄を早急に繋

理すると同時に，慎重審議の結果提出された改善案に対して費用を惜しむ
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ことは却ってマイナスである。教育に関心を寄せるならば，次代の指導者

となるべき人達の教育のために，多額の出費は覚悟せねばならないであろ

う。

現在の教員養成大学のカ リキ ュラ ム改普について，その大筋を考えて来

たのであるが，若しこれまで‘述べて来たように改善されるならば，毎年僅

かづつではあるが，中学 ・高校の教室の中で口頭練習をうまく指導するこ

とのできる教師が増えていくことになるであろう。数ある教授法の中から

いずれを採用するか， また，どの部分を自分の授業に取り入れるかは，教

師個人の研究に委ねるべきであるが，教師自身英語を駆使する能力を持っ

ていれば，Oral Methodの Introductionof the New Materialの段階も

それほど負担にならないであろうし やり方によっては真に生徒の興味を

ひくものとなろう。また， Oral Approachをとるならば，Twaddellのい

う言語学習の 5段階の履後のものである Selectionをも難なくこなし，英語

学習を単なる mindlesspattern practiceに終らせることはないであろう。

さらに， 1970年以来次第に広まって来た CommunicativeApproachの手

法も閥時授業に活用することができると思われる。要するに，教師がL、か

なる教授法を構成するにしても，教師の英語力が豊かであればあるほど，

授業中の言語活動は多くなり，授業を活発にし 生徒の抱いている「話し

たい」とし、う希望を少しでも満足させる方向にもっていくことは確実であ

り，H. Sの学習を促進させることになろうと思われる。 それにより， R 

.wのみに偏しない 4技能のパランスのとれた基礎英語力を身につけた生
徒の数も次第に増加していくであろう。 しかしこれは非常に時間のかか

る問題である。英語教育に直接携わる人聞はもちろんのこと，一般の人々

にも満足のいくような英語教育が実現するには，恐らくこの先何年何十年

かを費やすのではないだろうか。

1983年10月，中央教育審議会は，教員養成制度の改正を発表した。それ

によると，教員免許状を細分化し， 大学院修士課程を修了 した学生に，特

修とし、う免許を与え，高校の教師として配属させる方針であるら しい。し

かし高校の英語教師に関しては，現行の英文学や英語学の大学院に，教

l餓科目や口頭英語の時聞が果してどれだけ設けられるのであろうか。とに

かく，基本的には英語の4技能に堪能であることをきびしく義務づけてほ

しいものである。従来通りの大学院のカリキュラムで，申し訳け程度の教
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職科目を履習しただけでJ工，高校生に 4技能のバランスのとれた語学力を

つけることは望むべくもない。こと，英語教師に関する限り，特修を設け

ても英語教育全体の問題が解決するとは思われない。

VI 

ソ連で見聞した英語教育を基に，日本の英語教育を考え，改善のための

1つの提案を行った。差し当り，教員養成大学についてのみ言及したが，

やがてこれが一般大学の英語教員免許状取得希望者にも波及することを願

っている。

私は，ソ連の英語教育を 1∞ パーセント認めているわけではない。何故

なら，日本には日本の事情があり，日本の英語教育の観点に立つと， ソ連

のそれはいく つかの欠点をも っているからである。例えば，教室での指導

法をみる限り. RとWの指導が，おろそかにされているきらいがあるのも

その 1つである。しかしながら，非常に長くなってしまったが， ソ連の教

室英語をやや詳しく述べたのは，基本的に重要である口頭練習の中に，日

本の授業で参考にできる商が数多く見られたからである。今後の英語教育

はH.Sの商をさ らに重要視し，英語学習の基礎的段階にある学習者に，
文字通り H・S.R・W の4技能のパランスのとれた英語力をつけさせるこ

とに反対する者はいないであろう。

これまで，海外から数多くの教授法が紹介されて来た。縁近は Commu-

nicative Approachがかなり研究されているようであるが，私は.H・S

の能力養成と称して，英語学習の基礎的能力養成段階において，会話の訓

練をすることには不賛成である。何故ならば，日常的場而，例えそれが，

教室の中で人工的に創られた場面であっても，そこでのコミュニケーショ

ンには余りにも多くの文法的要素が一度に入り込み，学習者はそれを処理

しきれずに混乱するばかりだからである。 しかも教室外では同様の場而に

道遇しても，英語を使用する必要のない社会では忘却も著しい。 日本にお

いては，文法事項の学習は 1時間に 1項目から数項目を目途に，段階的に

配列し それらについて，定着と応用を目標と した十分な口頭練習を含む

学習指導を行う方が，すでに論理的思考が可能な年令にある日本の中学 ・

高校生には能率的な方法であると考える。 したがって余談ではあるが，永

住のため，あるいは仕事のために英語使用国にやって来た，ある程度基礎
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の出来た英語学習者のために開発された教授法などは，その理論的根拠は

うなづけるが，そのままの形で日本の英語教育に適用しよう とすること自

体，無理というものである。

また，accuracyよりfluencyということもよく 言われている。たしかに

native speakersにと っては当然の要求かも知れない。 Englishspeaking 

society で生活していれば，例え間違った英語を話しても，英語以外の要

素がその間違いを理解可能にしてくれるため，コミュニケーションにはさ

ほどの支障をきたさず，スムーズに会話が流れていく ことはしばしばある。

又，間違いをしても，自分の話し相手からばかりでなくその雰囲気からも

knowledge of resultや immediatecorrection， reinforcementのような学

習を促進する心理的要素が常に得られるため，間違いはそれほど深刻な問

題とはなり得ないし，間違うことによ って，よ り早く正しい英語が身につく

という利点もあるわけである。 しかしそのような心理的要素が存在しな

い日本の社会ではど うであろうか。英語のクラスで，生徒の誤りに厳格す

ぎることは避けねばならないし生徒が誤りを気にせず話すよ うに仕向け

ることは，教師にとって大切な技術であるが，やはり正 しい英語を1つ1

つ覚えさせていく方が，日木の中学 ・高校での学習者には， 後の転移，応

用のためにも効率的な方法である。また，たとえ英語使用国に留学するに

しても，そこで仕事をするにしても必要なのは，本や文書を読み， レポー

トを書き，討論する場合の英語であって， やは り正しさを要求される。 し

たがって，間違いはあっても普通の速さでコミ ュニケ ーションができれば

よいという教授法は， 日本には不適当であると言えよう。正確さを目標と

した英語学習により到達した英語力が， 日常生活のコミ ュニケーションに

支障をきたすことは先づないであろう。それに，有能な教師であればH.

Sの能力養成の中で，会話の技術を適宜織りまぜた指導が可能である。実

社会では余り接するこ とのない英語を，授業中だけでもふんだんに聞かせ，

言わせるように仕向けて，英語学習の雰囲気をうまく作り出すこ とができ

るのも，最低限，堪能な英語力を身につけ，それに加えて 十分な教授法研

究を行った教師にだけ実現可能て‘ある といえるであろう。

日本と同様の学習環境にあるソ連において，存， 日本より環境はきびし

いかも知れないソ連においてのH・Sの成功は， 実に，教師向身の英語力

養成に始まることを物語るものであった。日本においては制度の改革より
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は中身の改善が重要であり，先づ，教員養成大学から埴能な英語力を身に

つけた教師を輩出するよう努力することにより，より理想的な英語教育へ

と近づけていきたL、ものである。最後に私の参加した研修旅行の日程をご

紹介し， この稿を終りたい。

1. Midnight: arrival in Moscow by air from London 

2. Morning: visit to the Kremlin 

Afternoon: sight-seeing tour of Moscow 

Evening : tour of the Moscow underground 

3. Morning: The Academy of Pedagogical Sciences 

Afternoon: The Exhibition of Economic Achievement 

Evening : Tchaikovsky Concert Hall: The Ukrainian and Dance 

Company 

4. Morning: visit to the Specialized English Secondary School No. 4 

Afternoon: visit to the Central Pioneer Palace 

Evening : departure for Leningrad by train 

5. Morning: arrival in Leningrad -sight-seeing tour of the city 

Afternoon: visit to the Hermitage Museum. 

Evening : Maly Theatre: works by Rakhmaninov and Shostakovich. 

6. ルforning: visit to the Specialized English Secondary School No. 61 

Afternoon: meeting with teachers in the House of Friendship. 

Evening : Reception for the Soviet hosts in Hotel Moskva 

7. Morning: The University of Leningrad : session with the Pro-rector， 

Professor Zelenev. 

Afternoon: conducted tour of the Fortress of Peter and Pual 

Evening : Kirov Theatre : The Barber of Seville by Rossini 

8. Morning: free for shopping 

Afternoon: departure for Lonclon 
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Nichiren's“Opening the Eyes" 

Translated by Kyotsu Hori 

There are three people w hom everyon巴 shouldrespect. They are 

the lord， teacher， and parents. There are three categories of learning 

which巴veryoneshould study. Th巴yare Confucianism，1 Buddhism， and 

heretic schools in Jndia.2 

The Three Emperors，3 Five Rulers，4 and Three Kings5 are called 

the Honorables Under Heaven in Confucianism as they are regarded 

to be th巴 headand bridge6 of the p巴ople. Prior to th巴 timeof the 

Three Emperors， people did not know who their fathers were and 

acted in the same way as birds and beasts. However， since the time 

of the Five Rulers they knew their parents and acted dutifully toward 

them. King Shun， for instance， tr回 ted his stubborn and ignorant 

father respectful1y;7 the Duke of P'ei， having ascend巴dto the throne， 

continued to rev巴rehis father， the Grand Duke;8 King Wu had a wood巴n

statue made of his late father， the Chief of the West;9 and Ting-lan 

had an image of his mother四 rved.1O Thes巴 areexampl巴sof filial 

pl巴ty.

Foreseeing the downfall of the Yin dynasty， Pi-kan11 dared to 

r巴monstrateagainst his sovereign and was beheaded. A man named 

Hung-yen died when he cut open his own stomach in order to insert 

the liver of his slain lord， the Duke of 1 CYee).12 These are examples 

of loyalty. 

I-shou was the teacher of King Yao; Wu-shih was that of King 

Shun; T'ai-kung-wang was of King Wen;1S and Lao-tzu， of Confu-

cius. These were the so-called Four Sages， in front of whom even 
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the I-Ionorabl巴sUnder H巴av巴nbow巴dand all th巴 peopl巴 h巴ld th巴lr

hands togeth巴r111 veneratlOn. 

These sages wrote some 3，000 ro11s of books including the Records 

of Three Enψerors， Records of Five Rulers， and Three Histories，I4 

but what they expounded were nothing but the Thr巴eMysteries. 

The Three Mysteries mean， first of a11， th巴“Mystery of Being" 巴x.

pound巴dby the Duke of Chou; in the second place the“Mystery of 

Non-being" by Lao.tzu; and finally the “Myst巴ryof Being and Non-

being" by Chuang-tzu. Mystery means darkness. Looking into our 

past before our parents were born， they said that life stemmed from 

th巴 originalspirit， and that one's position in society， happin巴ssand 

sorrow， right and wrong， and gains and loss巴swere all natural 

Although they established such beautiful theories as these， they 

knew nothing of the life in the past or in the futur巴. Mystery means 

darkness and subtlety. Therefore， their teachings wer巴 called Mys-

teries. They se巴medto know only th巴 present.They insisted that in 

this world w巴 hadto protect ourselves and pacify our country by 

establishing benevolence and righteousness; otherwise we would bring 

ruin to our clans and families 

These wise and holy men might hav巴 beensages， but th巴y wer巴

ignorant of the past just as unenlightened l11en could not see their 

back. Th巴ycould not s巴ethe futur巴 justas blind l11en could not see 

in front. Having simply manag巴dtheir houses， performed filial acts 

and practiced the Five Virtuesl5 in this world， they came to be rever巴d

by their fellow men， and their fame spread so widely in the land that 

wise kings invited thel11 to be their l11inisters， relied on th巴111as their 

teachers， or even bestowed the throne upon them. Even the Heaven 

came to defend and assist them. Examples of this: the so-called Five 

Eldersl6 who served King Wu of Chou， and the tw巴nty-eightconstel-

lations which became Twenty-Eight Generals of Emperor Kuang-wu 

of the Later Han. 

Having been ignorant of the past and future， however， they could 
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not help th巴 futureliv巴sof their parents， lords， and teachers. They 

did not repay what they had owed; they were not really wise and 

holy. Therefore， Confucius said，“Th巴re never were wise and holy 

men in China， but there was a man called Buddha in the land to th巴

west. He was a sage." He thus regarded Confucian writings to be the 

first steps toward Buddhism. 1t will be easier for one to comprehend 

the concepts of Discipline， Meditation， and Wisdom16 if he first learns 

the Rituals and Music19 before going into Buddhism. Therefore， Con-

fucius taught royal subjects to respect their sovereigns， children to be 

filial to th巴irparents， and students to obey their teachers. 

Grand Master Miao-1020 said，“Th巴 Dissemination of Buddhism 

indeed depended on the spread of Rituals and Music followed by the 

op巴ningof the True Way."21 Citing the Sutra 01 the Golden Light，22 

T'ien-t'ai said，“AII that is good in the world stems from the scripture. 

Those who truly know the worldly matters know the laws of the 

Buddha."23 T'ien-t'ai also stated in his Great Concentration and 

Insight，24 “The Buddha sent three sages to convert the people in 

China." Citing the Pure Practicing the Dharma Sutra， Grand Master 

Miao-Io said in his commentary on the Great Concentrations:“Bodhis-

attva Moon-Light was called Yen-hui over there; Bodhisattva Pure 

Light， Confucius; and Bodhisattva Kashyapa， Lao-tzu. 1n 1ndia China 

was referred to as over there."25 

Next concerning the heretic schools in Jndia， two gods， three-eyed 

and eight-armed Siva and Vishnu， were considered to be the compas-

sionate parents and supreme lords of all the people. Three masters 

Kapila， Uluka， and Usabha， who lived about 800 years before the 

time of the Buddha-were called the Three Hermits. The teachings 

of these Three Hermits， expounded in the Four Vedas， were 60，000 

words long. Thus， at the time of the Buddha's birth， the Six Heretic 

Masters， who had studied these heretic scriptures， had becom巴 teachers

for kings all over in 1ndia.26 Their branch schools numbered in the 

90's，巴achof which further split into many sub-branches. Each c1aimed 
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to be the highest-higher tban the Highest Heaven27-and stuck to 

its own contention， wbich was firmer than metals and rocks. Pro. 

foundness and exquisiteness of tbeir ideologies could not be simulated 

by Confucian masters. They could see through two， three， or even 

seven lives and 80，000 kalpas in the past. Tbey also foresaw 80，000 

kalpas in the future. Th巴irinnermost theologies maintained，“Effects 

lie in causes，"“Effects do not lie in causes，" or“Sometimes they do 

but otber times tbey do not." These were the secrets of the heretic 

scbools in lndia 

Among tbe heretic schools in lndia， the better ones observed the 

Five or Ten Disciplines，28 practiced meditation， though illusory， and 

reached the top of the World of Form and the World of Formlessl1ess.29 

They climbed inch by inch like a measuring worm up to the High巴st

Heaven， which they took for the World of Nirvana. As SOOI1 as they 

reached the Highest Heaven， however， they all plunged into the Thre巴

Wretched Worlds30 at the bottom， leaving nOl1e il1 the heaven. N巴V巴r-

theless， they thought that those who reached the heavel1 remained 

there forever. 

Because each of these schools stubbornly insisted on what it 

inherited from its master， they 巴ith巴rbathed in the Ganges River 

three times a day in th巴 midstof winter， pulled out hairs， threw them. 

s巴Ivesagainst rocks， roasted themselv巴sin fire， or burned their limbs 

and head. And some of tl】巴m stayed naked， claimed that a number of 

hors巴ssacrificed would bring about happiness， burned grasses and 

trees， or worshipped巴verytree. These evil teachings wer巴 numerous

in number， and their teachers were rev巴redas respectfully as King 

Shakro31 was by heavenly bodies and an emperor by his subjects. 

Among the 95 heretic schools， w hether good or bad， none had ever 

left the cycle of life and death. Those who followed good teachers fell 

into Wretched Worlds after two or three lives， while those who fol-

lowed bad teachers plunged there in the life immediately following 

the present. 
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After all， the most important thing for th巴 h巴reticschooJs was to 

prepare the way for Buddhism. Some of them maintained that the 

Buddha would be born 1，000 years Jater， whiJe others insisted on 100 

years later. The Great Nirvana Sutra32 says，“What has been said in 

all the heretic scriptures in the world are all t巴achingsof the Buddha 

and are not the teachings of th巴 her巴ticschools." It is said in the 

Lotus Sutra，33 “My disciples pretended to have been contaminated 

with the Three Poisons34 and showed an appearanc巴 ofhaving poor 

ideas as an expedient to save the people."34 

In tbe third place， tbe Greatly Awak巴ned and World Honored 

One35 is the gr田 tleader of all the people. He is for them tbe great 

eyes， bridge， skipper， and fertile rice paddies. The so-called Four 

Sag巴sof Confucianism and Three Hermits of heretic schools， despite 

their worthy names， actually were unenlightened men unable to g巴t

rid of tbe Three Illusions.36 Altbough their names suggest that th巴y

were wise people， in reality they were as ignorant as infants， who 

kn巴w nothing of the principle of田 useand effect. How could people 

cross the sea of life and d巴atbaboard tbeir sbips? It is impossibl巴 to

make tbem the bridg巴 tocross ov巴rthe winding streets of the Six 

W orlds. 37 Our gr巴atteacher had already crossed tb巴 lifeand death of 

th巴 enlightened，not to speak of those of tbe ignorant. H巴 hadalready 

extinguished the roots of the Fundamental IlI u sion s，3~ not to speak of 

trivial illusions of the un巴nlightened.

Throughout His life-50 years sinc巴 obtaining the 巴nlightenment

at the age of 30 till His deatb at th~ age of 80-this Buddha expounded 

His boly teaching. Each one of His lett巴rand word represen ted the 

trutb. There was not a sentence or line tbat was untrue. Even sages 

and wise men of heretic schools never uttered false words which did 

not speak of their minds. How much more so with the words of 

the Buddha， who had been the man of true words since th巴 timeof 

innumerable kaJpas past? Therefore， what He preached during His 

life of 50 years were greater as a vehicle39 of salvation compar巴d to 
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th巴 teachingsof non-BuddhisL schools in China ancl India. lt musL 

have been the true words of a Great Man. What He preached， since 

His first attainment of Buddhahood till the巴veningof His death， were 

all true and genuine 

How巴ver，considering 80，000 Buddhist scriptures40 expounded by 

Him for 50 years， we find differ巴ncesamong them， such as those 

b巴tweenthe Lesser and Greater V巴hicles，41provisional and ultimate 

sutras， exot巴ricand esoteric teachings， gentle and rough words， and 

genuine and exp巴di巴ntopinions. The Lotus SI/.tra alone represents 

th巴 truewords of the Lord Shakyal11uni Budclha. It is the true 

words of various buddhas who reside everywh巴r巴 throughout the 

past， present， and future. The Greatly Awakened ancl World Honorecl 

On巴 statedthat various scriptllres expollndecl cluring the first 40 odd 

y巴ars，though as n1ll11巴rousas sands of the Ganges River， did not r巴veal

the trl，lth， which would definitely be 巴xplained 川 theLotus Sutra 

clllring th巴 followingeight years. At this mOl11ent Many-Treasures 

Buddha，42 el11erginεfrol11 the earth， attestecl it all to Lhe truth， ancl 

various budclhas in replica43 cal11e crowdecl together ancl stllck Ollt 

th巴irlong tongues44 that reach巴clth巴 Brahl11a，the Creator in Heaven 

What the BlIdclha meant by this is shiningly clear-brighter than the 

slln in the bllle sky and the fllll moon at l11idnight. Look lIP ancl pllt 

your faith in it. Prostrate yOllrself before it ancl think hard abollt it 

How巴ver，there are twenty important l11atters in this sutra， even 

the names of which sllch sects as KlIsha (Chu-she)， Jδjitsll (Ch'eng-

shih)， Ritsll (Lu)， Hossδ(Fa-hsiang)， and Sanron (San-lun) did not 

know. Two s巴ctsof Kegon (HlIa-yen) and Shingon (Chen-yen) pla-

giarized th巴111in l11aking their own fllndamental strllctllre. The three 

thollsand-worlds-in-one-l11ind concept45 is hidden between the lines of 

the chapter on“The Life Span of the Tathagata"46 in the Hommon47 

section of the Lotus Sutra. Althollgh Nagarjllna and Vasubandha4B 

knew it， they clid not expollnd it. Only our Grand Master T'ien-t'ai 

did it. 
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Th巴 conceptsof three-thousancl-worlds-in-one-mind was bas巴don 

the mutual possession of the Ten Worlds.49 The Hossδand Sanron 

Schools， being ignorant of the Ten Worlds， establishecl the Eight 

Worlcls.50 How clicl they know of mutual possession of the Ten Worlds? 

Kusha， Jδjitsu， and Ritsu Sects were based on the Agama Sutras， 

which enunciatecl the bottom six worlds， but ignored the remaining 

four. It ignored the existence of the one and only Buddha in the 

worlds in ten directions or th巴 existenceof a buddha in replica in 

each worlcl. How could it speak of every living being having the 

Buddha nature? It clicl not recognize that man has the Buddha nature. 

Neverth巴less，s巴ctssuch as Ritsu ancl Jδjitsu spoke of the existence of 

buddhas in the worlds in ten directions or of the Buddha natur巴 in

man. It must have been that scholars after the death of the Buddha 

plagiarizecl the Greater Vehicle co.ncepts to the advantage of their own 

sects. Among the Chinese and Indian heretic schools， for instance， 

h巴reticsin India befor巴 th巴 timeof the Buddha was not too egoistic 

Thos巴 afterthe Bucldha， however， were the most crooked， in that 

they， learning from Buddhism and realizing their own shortcomings， 

cunningly stole Buddhist concepts and utilized th巴m to the advantage 

of th巴irown schools. They were the so-called Buddhists assisting 

heretics and her巴tics stealing Buddhism. The same can b巴 saidof 

Confucian studies in China. Confucian and Taoist scholars before 

Buddhism was introduced to China were as free and vain as infants. 

However， since the time of the Later Han dynasty， teachings of the 

Buddha回 meto China and gradually spread after th巴 initialcontro-

versies. Then there appeared Buddhist monks who returned to secular 

life due to their violation of the Buddhist commandments， or simply 

adopted Buddhist teachings into Confucianism and Taoism in response 

to popular demands. 

It is said in the fifth part of the Great Conceηtration and ln-

sight: 

Nowadays there are many evil monks who， having abandoned 
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the Buddhist disciplines， have returned to secular lives and， being 

afraid of ostracism， have gone back to teaching Taoism. Seeking 

fame and profits， they boastfully talk about Chuang-tzu and 

Lao-tzu， utilizing Buddhist concepts in interpreting evil classics， 

forcibly taking the high for th巴 low，crushing the honorable to 

mix it with the humble， and lev巴lingthem all to be equal. 

The Annotations elaborates this: 

There were some Buddhist monks who destroyed Buddhism. Or 

men like Wei Yuan-sung51 abandoned the Buddhist disciplines， 

s巴cularizedthemselves， and wrought havoc upon Buddhism while 

being laym巴n. They plagiarized Buddhism to bolster evil clas-

sics. What was meant by “Forcibly taking the high for th巴

low..." is that they， with the heart of Taoist masters， equated 

th巴 twosystems of teachings， th巴 rightand the wrong. There 

was no justifiable reason for doing so. Having been in Buddhist 

l11inistry， they plagiarized the right teachings to back up the 

false ones， and forcibly attached the 80，000 holy teachings in 

twelve s巴ries52 to the base teachings of 5，000 words in two 

roJls53 in order to expound their false and base classic. This is 

what was l11eant by “crushing the honorable to mix it with th巴

humble." 

We should understand these int巴rpretations，which are essential1y the 

same as what have been said above. 

The same thing happ巴nedto Buddhism. COl11ing to China in the 

Yung-p'ing 巴ra54 of the Later Han period， Buddhism defeated the 

false classics and established itself. Three southern and seven northern 

schools developed within Buddhisl11 its巴lfcompeting with each other 

for supremacy as though orchid and chrysanthel11um flowers bloomed 

at once. They were al1 defeated， however， by Grand Master T'ien-t'ai 

during the time of Ch'en and Sui dynasties， and Buddhisl11 was revived 

as the savior of all living beings. Afterward， Fu-hsiang (Hossδ) and 

Chen-yen (Shingon) sects were transmitted from India， and Hua-yen 
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(Kegon) school also sprang up. These sects， especially Fa-hsiang， were 

against T'ien-t'ai， opposing each other like water and fire. However， 

Venerable Hsuan-tsar】g55and Grand Master Tzu-en56 seemed to have 

surrendered to T'ien-t'ai in heart as they r巴adhis interpretations 

carefully-although th巴ydid not abandon their own sects lest their 

own false theology should fall apart. 

The Hua-yen and Chen-yen sects were originally expediential. 

Grand Venerables Shubhakarasimha and Vajrabodhi plagiarized T'ien-

t'ai's concept of three-thousand-worlds-in-one-mind， which they made 

the basis of their own sects. They added to it the symbolic finger 

signs and True Words to make themselves appear superior than 

others. Those scholars who did not know the fact believed that the 

Grιat Sun Buddha Sutra57 had had the three-thousand-worlds-in-

one-mind concept from its beginning in India. As for the Hua-yen 

school， although people did not realize， Ch'eng-kuan58 stole the concept 

of three-thousand-worlds-in-one-mind and read it into the words of 

the Flower Garland Sutra59 saying “mind is like a skillful painter." 

The Six SectsGO such as Hua-y巴n(Kegon) were brought over to 

our land， ]apan， before T'ien-t'ai (Tendai) and Chen-yen (Shingon) 

sects. Hua-yen， San-lun (Sanron)， and Fa-hsiang (Hossδ) sects con-

troverted one another like water and fire. Then， Grand Master D巴n-

gyo6l emerged in this country， and he not only silenced the fallacy of 

the Six Schools but also decisively proved that Shingon Sect had pla-

giarized T'ien-t'ai interpretations of the Lotus Sutra in order to make 

up its own secret principle. Casting aside opinions of various masters 

in various schools and basing solely on Buddhist scriptures， Grand 

Master Dengyδwon in polemic against high priests of the Six Sects-

eight， twelve， fourteen， and three hundred odd in number-as well as 

Grand Master Kδbδ.62 Everyone in ]apan without exception surren-

dered to Tendai School， and the Six Sects of Nara， Eastern Temple，63 as 

well as the temples in the entire land of ]apan became subordinate to 

Mt. Hiei.64 It became clear also that founders of various Buddhist 

- 29ー



schools in China had surrendered to T'ien-t'ai， enabling thems巴lvesto 

avoid the charge of slandering Buddhist laws. 

Afterward， as the world degenerated and wisdom of the people 

declined， fine theology of T'ien-t'ai was no longer studied. As other 

sects grew stronger in devotion， Tendai， reduced by the Six or Seven 

sects，65 steadily grew weaker until it was no longer equal even to the 

Six or Seven Sects. D巴feated by Zen and Pure Land sects， which 

were not worth mentioning， lay members of Tendai began moving 

over to those false schools-at first gradually， but in the end even 

revered high priests all left Tendai for these false schools to bolster 

them. Meanwhile， farms and fiefs of the Six Sects and Eight Sects6s 

were all destroyed， and the true dharma disappeared. Such great and 

righteous guardian deities as Goddess Amaterasu， True Hachiman， and 

Mountain King do not seem to accept the delicacy of the true dharma 

As they left the land， making room for wicked evils， the country was 

about to crumble. 

Now in my humble opinion， ther巴 aremany differences between 

what was preached by the Buddha during the first forty-odd years 

and that of the last eight years，s7 but what scholars consider to be the 

most important， which 1 certainly agree with， are the attainment of 

Buddhahood by two categories of men called shravaka and ρratyeka-

buddhas8 as well as the revelation of the Eternal life of the Buddha. 

It is revealed in the Lotus Sutra that， Shariputra is the future 

Buddha of Flower-Light; Kashyapa， that of Light; Subhiiti， of Beauti・

ful Form; Katyayana，of Gold-Light; Maudgalyayana， of Tamalapatra-

candana-Fragrance; Piirna，of Law-Brightness; Ananda， of Mountain-

Sea-Wisdom-Supernatural-Power-King; Rahiila， of Stepping-on-Flow-

er-Of-Seven-Treasures; 1，200 male disciples， of Universal Brightness; 

2，000 of those who are learning and who have nothing to learn， of 

Treasure-Form; female disciple Maha-Prajapati， of Gladly-Seen-By-

All-Beings; and Yashodhara will be the Emitting-Ten-Million-Rays-

of-Light Buddha in the future. 
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These people appear respectable in the Lotus Sutra， but are often 

disappointing in scriptures expounded before it. For the World Honored 

Buddha was a man of true words， and that was the reason why He 

was called a sage or Great Man. Wisemen and sages of Confucianism 

and heavenly hermits of h巴reticschools in India must have r巴presen-

ted reality. The World Honored One must have been called a Great 

Man because He was sllperior to all these people. This Great Man 

declared，“He has come to this world for the purpose of carrying 

out solely one important task." He also said that the truth，“which 

has not yet been revealed，"“was about to b巴 r巴vealedat long last，" 

and that“He was about to 回 staside all the expedients." These 

words of His were attested to be true by Many-Treasures Buddha， 

and buddhas in replica who gatherecl together to prais巴I-lim，sticking 

out their tongues.s9 Under the circumstances who could cast c10ubt on 

the words that Shariputra was the r uture Flower-Light Buddha ancl 
Kashyapa was the Light Buclclha? 

Nevertheless， it is also true that scriptures expounclecl prior to the 

LOlus are also worcls of the Bucldha. It is saicl in the F/ower Gar/and 

Sutra:10 

There are just two places where the Great-Meclicine-King Tree， 

representing the wisclom of the Bucldha， is unable to grow : a large 

chasm where two categories of people， shravaka ancl pratyeka-

buddha who practice non-action， hacl fallen; ancl a great body 

of water contaminatecl with poisonous greecl and attachment， 

where those unworthy who c1estroyecl whatever merits they ac-

cumulatecl were drownecl. 

The meaning of this sutra is as follows: There is a hug巴 treeon 

Himalaya Mountains， the roots of which are said to be expancling 

without bOllncls. Called the Great-Meclicine-King Tree， it is the su-

preme king of all trees in the entire world， measuring 168，000 yojana71 

in height. AII trees ancl grasses in the whole worlcl have roots in it， 

and they bear f10wers and fruits according to the conclition of this 
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giant tree's branches， leaves， flowers， and fruits. This tree is a simile 

of His buddha-nature as all of the trees and grass巴sstand for all the 

people. However， this giant tree cannot grow in a burning pit and in 

the water. The state of mind of shravaka and pratyekabuddha is 

likened to a burning pit， and heart of thos巴 unfitfor obtaining Bud. 

dhahood is to a body of water. That is to say these two kinds of 

people will never become buddhas. 

1t is said in the Sutra 01 the Great Assembか:72

There ar巴 twocategories of people， who are the same as being 

dead because after all they are unable to feel grateful to what 

they owe and repay it. They are the so-called shravaka and 

pratyekabuddha. They are like a man who has fallen in a 

chasm， unable to help himself and others. Having fallen in a 

pit of freedom，73 shravaka and ρratyekabuddha are unable to 

help themselves as well as other p巴ople.

1n the final analysis， 3，∞o odd rolls of Confucian writings boil 
down to two: filial piety and loyalty. Loyal subjects also come from 

filial families. To be filial means to be high; the heaven is high but 

it is not at all higher than filial piety. 1t means thickness， too; the 

earth is thick， but it is not any thicker than filial piety.74 Both sages 

and wise men come from filial families. How much more should those 

who study the Buddhist dharma know and repay the kindness they 

receiv巴?Disciples of the Buddha should not fail to feel grateful of 

Four Favors75 and repay them. Moreover， shravaka and ρr叫yekahud.

dha such as Shariputra and Kashyapa were those who kept the 250 

Commandments，76 lived with dignity in accordance with 3，000 rules， 

exhaustively studied Triple恥1editation77and the Agama Sutras， and 

extinguished illusions of the unenlightened78 in the Triple World.* 

They must have been examples of knowing and paying favors received. 

ln spite of all this， the Buddha condemned them for not realizing 

what they had owed. The reason for this is that it is for the purpose 

of saving parents that a man leaves his parents' hOllse and takes a 
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Buddhist vow; and that although shravaka and pratyekabuddha might 

think that they have obtained their own freedom， they lack the merits 

of helping others. Even if they help others a little， they are still to 

be blamed for not repaying what they owe their parents so long as 

their parents are permitted to wander in the path with no possibility 

of obtaining Buddhahood. 

Jt is said in the Vi11lalaklrti Sutra :80 

Vimalakirti also asked Shariputra，“What is the seed of Buddha-

hood ?" Shariputra responded:“Those with all the illusions are 

the seeds of Buddhahood. Even if they commit Five Evils81 to 

go to the worst Hell of 1ncessant Sllffering，82 they still have a 

longing for this Buddhahood." Shariputra also said， .‘For instance， 

beautiflll and fragrant bllle lotlls flowers do not bloom on a dry 

plateau land， bllt they do bloom in muddy fields;" and “Those 

who have already achieved complete freedom from all craving 

and call themselves arhats are unable to striv巴 forBuddhahood 

and achieve the Buddha's dharma. 1t is just as those whose five 

sensory organs are damaged cannot have an advantage of enjoying 

the Five JoYS."83 

This means that even if the Three Poisons of greed， anger， and 

ignorance become a seed of Bllddhahood; even if the Five Evils such 

as murdering father become a seed of Bllddhahood; and even if the 

blue lotus plants grow on a clry plateall lancl， shravaka orρratyeka-

buddha will never be a huddha. That is to say， in comparing good 

deeds by shravaka and ρratyekabuddha against evil acts of the unen-

lightenecl men， even if th巴 lattercleserve to be budclhas， the former 

do not. While Hinayana sutras remonstrate the evil and praise the 

virtuous， this one slanders the virtlles of shravaka and ρratyekabud-

dha and praises the evils of the unenlightened. This sOllnds like a 

heretic teaching rather than that of Bucldhist sutras， but it must have 

been said in orcler to stress the impossibility of ever obtaining the 

buddhahood by those two c日tegoriesof people. 
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It is recorded in the Dharani Sutra :84 

Bodhisattva Manjushri asked Shariputra:“Would you say that 

dead trees bloom， rivers go back to mountains， pieces of a 

broken rock become whole， and toasted seeds ever germinate?" 

When Shariputra answered，“No，" the bodhisattva said to him， 

“1f these cannot happen， why have you been joyful to hear that 

1 was guaranteed of obtaining buddhahood in the future?" 

This means that as dead woods will not bloom， river waters will 

never go back to the original mountain， broken rocks will never be-

come whole， and toasted seeds will never germinate; two回 tegoriesof 

people-shravaka and ρratyekabuddha-will never obtain buddhahood 

日stheir seeds of buddha nature have been toasted 

The Larger Wisdom Sutra says:85 “Those in the World of Heav-

en， who have not yet gotten the longing for the perfect enlightenment， 

will have it someday， while those who have reached the highest of 

shravaka will never aspire to have the perfect enlightenment because 

such people have isolated themselves f rom life and death." It means 

that we should not admire those in the world of shravaka and ρratyeka-

buddha because they will never strive for the perfecl enlighlenment， 

but we should admire those in the World of Heaven because these 

people will 

The Sut1-a of the ResoLute Meditation says :87“Even lhose who 

committed Five Evils will be able to oblain the buddhahood if lhey， 

upon hearing about the Resolute Meditation， wish to attain the perfect 

enlightenment. Oh， World Honored One， those arhats who have got-

ten rid of all illusions are like a broken utensil; they do not deserve 

this meditation." The Vimalakcrti Sutra says :88“Those who give 

alms to you are not a rich paddy of happiness; those who support 

you will plunge into the Three Wicked Worlds." It means that those 

in the Heaven and Human World89 who supporl saintly monks such 

as Shariputra and Kashyapa never fail to plunge in the Three Wickecl 

Worlds. 
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With the exception of the Buddha Himself， these saintly monks 

were considered nothing but the eyes of those in the Heav巴nand 

Human World and leaders of all the people. Despite that， it was 

repeated in the presence of those in the Heaven and Human World 

that those saintly men would never obtain buddhahood. This must 

have been lamentable for them. Was the Buddha trying to punish 

His disciples to d回 th?

In addition， citing nllmerous parables sllch as cow's milk and 

donkey's milk，料 ceramicsand golden utensils，林* and fireflies under 

the sun，**** the Buddha harshly condemned shravaka anclρratyeka. 

buddh.a. He c1icl so not in a few words， not for a few days or months 

or years， and in not a few scriptures. As the Buddha relentlessly 

condemn巴dthem for more than forty years， in numerolls scriptures， 

and before crowds of numerolls meetings， everyone， you and I and 

heaven and earth， knew that He was not joking. It was not one or 

two persons but hundreds， thousands， and tens of thousands of people 

who knew it. Those of the Triple World-various heavenly on伐

c1ragons and demons; those from all over India， Four Continents，90 Six 

Heavens of the World of Desire，91 Worlds of Form and Formlessness; 

as well as those heav巴nlyand hllman beings， shravaka andρratyeka. 

buddha， and great bodhisattvas who gathered together from the worlds 

in ten c1irections all heard of it. Upon retllrning to their own lancls， 

they tolcl what they heard in the Saha Worlcl92 to everyone in their 

respective lands. Therefore without exception everyone in the entire 

world， expancling limitlessly and in ten directions， knew that Kashyapa 

and Shariputra woulcl never achieve hlldclhahood 111ld ，hat thcy sholllcl 
not be sllpported. 

evertheless， the Bucldha suddenly retracted his words ancl stated 

in the Lotus Sutra， preachecl in the last eight y田町 thatthe shra"t叫 as

anclρratyekabuddhas woulcl obtain budclhahoocl. How could a great 

crowcl of those from J leaven ancl IIuman Worlcl believe in that? 

Fincling it difficult to belicvc， ，.hey began to cast c1011bt about all the 
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sutras and what He preached over印 y白 rs. They wondered whether 

or not it was really said in the sutras that the truth had not been 

revealed during the first forty odd y伺 rsof His preaching， and whe-

ther or not it was a heavenly devil who appeared to be the Buddha， 

expounding sutras the last eight years. While they were wondering， 

the Buddha seemed very serious and proceeded to define the times， 

places， and names of the shra.vaka， and ρratyekabuddhαas future bud-

dhas， that is， in which land and how many kalpas later they would 

attain buddhahood. He even designated the disc】plesthey would have 

then. The Lord Buddha appeared to have double talked and con汀a-

dicted himself. It was for lhis reason that heretic schools accused Him 

of being a big liar. 

Being questioned of th巴 contradiction by the disturbed crowds 

from the Worlds of Human as well as Heaven， Lord Shakyamuni 

Buddha tried in vain to clispel their cloubts explaining thcm away one 

way or another. Just when the Buddha was having a clifficult time 

Many-Treasures Buddha of Treasure-Purity World to the east emerged 

from the earth， aboard the gr阻 tStupa of Seven Treasures， 5∞yojana 
high and 2印 yojanawide， and went up high in the sky. ft was as 

though the full m∞n appeared over the mountain range in the east in 
the miclst of a pitch-dark night. From this gr回 tStupa of Seven 

Treasures， hung in the sky without touching the earth or sky， sounded 

a resouncling voice of confirmation :93 

Thereupon a loud voice of praisc was hearcl from within the 

Stupa of Seven Treasures:“Excellent， excellent! You， Shakya・

muni， the World Honored One， have expoundecl the Sutra of 

the Lotus Flower of the Wonderful Law， the Teaching of Equaト

ity， the Gr回 tWisdom， the Law of Bodhisattvas， the Law pro-

tectecl by the Buddhas， to this great multitude. This is it， this 

is it. What you， Shakyamuni， the World Honorecl One have 

expoundecl is all true... 

Thereupon the World Honored One displayed His great super-
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natural powers in th巴 presenceof the multitude， which included 

not only the many hundr巴dsof thousands of billions of bodhisat-

tvas who had lived in this human world， headed by Manjushari， 

but also.・・ men and non-human beings. He stretched out His 

broad and long tongue upward until the tip of it reached the 

World of Brahma. Then He emitted the rays of light.. .. 

He sent back the buddhas in replicas， who had come from the 

worlds of the ten quarters， to their hom巴 worldsand said，“May 

the stupa of the Many-Tr回 suresBuddha be where it was." 

When the Greatly Awakened and World Honored One obtain巴d

the buddhahood for the first time， various buddhas appeared in the 

worlds of ten directions to comfort Him. In addition， they sent great 

bodhisattvas over to Him. Expounding the Wisdom Sutra， the long 

tongue of Shakyamuni Buddha covered three-thousand worlds，94 and 

thousands of buddhas appeared in th巴 worldin ten directions. Wh巴n

He preached the Golden Light Sutra， four buddhas of the worlds in 

four directions emerg巴d; when He preached the Amitabha Sutra， 

tongues of buddhas in the worlds of six directions covered three-thousand 

worlds; and when He preached the Sutra 01 the Great Assembか，

various buddhas and bodhisattvas gathered together in the Great Temple. 

Considering these against th巴 backgroundof the Lotus Sutra， 

they are like yellow rocks against gold nuggets， white clouds against 

white mountains， white pieces of ic巴 againslmirrors of silver， black 

color against blue color， which those poor-eyesighted， crooked-eyed， 

one-eyed， or evil-eyed may not be able to distinguish. Having been 

expounded first， the Flower Garland Sutra had no preceeding words 

of the Buddha to compare with. How could there be any s巴rious

doubt about it? It was for the purpose of chastising the shravaka and 

pratyekabuddha of Hinayana sutras that the Buddha， upon expounding 

such sutras as the Great Assembly， Larger Wisdom， Golden Light 

and Amitabha， explained the Pure Lands in the worlds of ten direc-

tions， causing the unenlightened and bodhisattvas long for the Pure 
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Lands， and making shravaka andρratyekabuddha worry th巴mselves.

Tt was for the purpose of making distinction between the Hinayana 

and Mahayana sutras that the Buddha cxplain巴d in th巴 Mahayana

slltras such things as bucldhas appearing in ten clirections， bodhisattvas 

clispatched from ten directions， expollnding of the same Mahayana 

sutras also in the worlds of t巴ndirections， buddhas gathering together 

from the ten clirections， Shakyamuni Buddha covering three-thousand 

worJds with his hllg巴 tongue，or various buddhas also sticking Ollt 

their long tonglle:". This mllst have been soJely for the purpose of tear-

ing apart what was said in th巴 Hinayanaslltras that th巴rewas only 

one Buddha in the worlcls of ten directions. It was not as serious as it 

was with the Lotus Sutra， which rev巴aledth巴 fllndamentaldiff巴rence

from other Mahayana slltras expollnded before it， making men of 

shravaka and ρratyekabuddha wonder wh巴th巴ror not it was a devil 

pretending to be the Bllddha. Nevertheless， those poor-eyesighted 

follow巴rsof the 1く巴gon，Hossδ， Sanron， Shingon， and Pure Land sects 

saw no difference between their canons and the Lotus Sutra. Their 

eyes must hav巴 beenpoor indeed ! 

During the life tim巴 ofShakyamuni Buddha， th巴remight have 

b巴巴nthose who cast aside sutras expounded during th巴 first forty odd 

years， siding with the Lotus Sutra. After His death， however， it mllst 

have b巴巴ndifficuJt to pllt faith in this sutra. For one， whiJe there 

wer巴 manysutras expounded before the Lotus， the Jatter was just 

one; whiJe the former were preachecl many years， the latter was just 

eight years; th巴 Buddhaappeared to many a big liar， who could not 

be trusted. They believed in， if at all， not the Lotus Sutra， but those 

expounded before it. AJso it appears today that everyone puts faith in 

the Lotus Sutra， but not really. This is why they willingly put 

faith in those who see no distinction between the Lotus Sutra on one 

hand and the Great Sun Buddha Sutra， the Flower Garland Sutra， 

or the Amitabha Sutra on the other; but not in those who differentiate 

them. Even if they did， they did so reluctantly. This is why nobody 
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believes in me， Nichiren， who has b巴en saying that it was Grand 

Mast巴rDengyδalone who read the Louts Sutra during the 7∞odd 
years since the introduction of th巴 sutrato Japan. 

Howev巴r，it is stated in the Lotus Sutra :95 “It is not difficult to 

grab the Mt. Sumeru96 and throw it over to any of those numerous 

Buddha lands...， but iti s inde巴d difficult to expound this sutra in 

this decadent world after th巴 deathof the Buddha." 

My stubborness is matched by th巴 sutra. What would you say 

about a line in th巴 NirvanaSutra， an amplification of the Lotus 

Sutra， that says，“Th巴 slanderersof the dharma in the latter age 

of decay are countless just as the soil of th巴 worldsin ten directions 

is immeasurable; those who keep the right dharma are few in number 

just as a bit of soil in a dirty fingernail is small in amount? Please 

think deeply whether or not various p巴oplesin Japan represent a bit 

of soil in a fingernail， and Nichiren the soil of the worlds in ten 

directions. Reasons win under the rule of a wise king， and unreasona-

bleness gets the upper hand under the rule of an unwise sovereign. 

You must remember that it is in the world of saintly people that the 

true meanings of the Lotus Sutra are reveal巴d.Regarding this theology， 

comparison betw巴en the first half of the Lotu.5 Sutra and sutras 

expounded before it makes the latt巴rappear superior. If th巴 sutras

before the Lotus are superior， those shravakas and praりekabuddha

such as Shariputra will never be able to attain buddhahood. How 

regrettable would it be for them! (to be continued) 
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NOTES 

1. Including Taoism. Nichiren appar巴ntlydoes not dif(erentiate Confucianism 

from Taoism in writing this essay 

2. Literally， outer and inner ways 

3. First series of legendary rulers in China (Fu-hsi， Shen-nung， Yellow 

Emperor) 

4. Series of five legendary sage ru¥ers (including Yao and Shun) succeeding 

the Three Emperors 

5. Founders of the ear¥iest three dynasties in China: King Yu of Hsia， King 

T'ang of Shang (Yin)， and King Wu of Chou 

6. What is indispensab¥e to cross over the river of life and death， that is， in 

¥ife 

7. King Shun， the last of the so-called Five Rulers， js said to have never 

slighted his father， who repeatedly tried to kill him in favor of the younger 

son， Shun's half-brother (Shih-chi， Wu-ti pen-chi) 

8. Han Kao-tze， Founder of the Former Han dynasty， kept on treating his 

father with reverence even after Kao-tze became the emperor 

9. According to the Shih-chi， King Wu， founder of Chou dynasty， went to 

the battleground against the Shang army， carrying a woαlen name tablet 

of his father (Chou pen-chi) 

10. A man of the Later Han China， he is said to have his mother's statue 

made and treated it r巴spectfullyas though it were his real mother so that 

it eventually began to speak 

11. Uncle of the ¥ast King of Yin (Shang)， Chieh (Shih-chi， Yin pen-chi) 

12. Duke 1 (Yee) of Wei， a typical bad last ruler， was killed by northern 

barbarians， who cannibalizecl him， leaving only his liver on the street 

Returning from a politiα¥ mission， Hung-yen picked it up and cut his 

own stomach to insert it (Shih-chi， ¥νei K'ang Shu shih-chia) 

13. Father of King Wu of Chou. See note 9 

14. The first two do not exist today， ancl there is no agreement as to what 

the last refers to 

15. Five virtues of Confuciarusm: benevolence， righteousness， politeness， wisdom， 

and fidelity 

16. King Wu hacl five assistants including Duke of Chou and T'ai-kung-wang 

(Lu-shih ch'un-ch'iu， 25) 

17. 1t is said that the 28 generals who h巴Ipedrestore the Han dynasty wer巴

manifestation of 28 constellations (Ho-Han-shu.) 
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18. Three fundam巴ntalconcepts of Buddhism 

19. Two fundam巴ntalpractices of Confucianism 

20. Also cal1ed Chan-jan， he is given credit for the revival of the T'ien-t・ai
school in T'ang China 

21. Mo-ho-chih-kuall-fu-hsi/lg-chuall-hulIg-chueh (Annotations on乱10-ho-

chih-kuan) hereafter r巴ferredas HU/lg-chueh (Annotations)， Book 6， cited 

in Taishδshishu daizokyo (hereafter referred as TT)， vol. 46 

22. Suvarllaρrabhasotta-ma-raja-sutra 

23. Mo-ho-chih-kua/l by T'ien-t'ai (TT， vol. 46) 

24. lbid 

25. HU1/g-chueh， see n. 21 

26. Literal1y， five lndias， i. e.， East， West， South， North， and Center of lndia 

27. Hisδtell or Hiso Heaven which is the highest region of the world of un・

enlightened men 

28. Buddhist commandments 

29. The world of unenlightened men is cal1ed Triple World because it consists 

of three regions: World of Desires， of Forms (without desires)， and of 

Formlessness (without physical forms) 

30. Bottom three of the Ten Worlds. According to the T'ien-t'ai theology， the 

world consists of， in ascending order， hell; world of hungry spirits， beasts 

and birds， anger， human beings; heaven; worlds of shravaka，ρratyeka-

buddha， bodhisattvas， and buddhas. 

31. Shakro Devanam Inclrah， one of the two main guardian deities of Budclhism 

32. Mahaρari/lirvalla siitra (TT， vol. 12) 

33. Chap. 8 

34. Greecl， anger， and ignorance 

35. The Buddha 

36. lI1usion of unenlightened men in reasoning as wel1 as feeling， il1usion pre-

venting bodhisattvas from saving others， and fundamental il1usion prevent-

ing bodhisattvas from attaining the fundamental enlightenment 

37. Bottom six of the Ten Worlds， in which the souls of Iiving beings trans-
migrate ftom one another. See n. 30 

38. See n. 36 

39. Teaching to save al1 the people 

40. lt is said that th巴reare altogether 84，000 Buddhist scriptures in 12 series 

41. Hinayana and Mahayana. 

42. Prabh白taratna(Taho) Buddha 

43. The Buddha assuming various forms as a means of saving various people. 
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44. Attesting it to be true and praising it (LOIIIS Sutra， chap. 21) 

45. Ichillell sallzen in Japanese， i. e.， T'ien T'ai doctrine saying that all phe・

nomena in this world are included in one thought which human beings 

think in their daily lives 

46. Chap. 16 

47. The first half of the Lotus 5ulra is called shaklllltOIl while the l a~t half 

IwlJtmoll 

48. Two lndian Buddhist scholars having great influenc巴 on Chine~e ancl 

Japanese Buddhism 

49. T'ien-t'ai c10ctrine saying thatωch of the Ten Worlcls (~ee n. 30) contains 
the other nine. 

50. Bottom 8 of the Ten W orlcls 

51. Of Northern Chou， who b巴camea leacling anti -Buclclhi ~t activist largely 

responsible for the imp巴rialedict of 574 A. D. by Emperor Wu prohibiting 

Bucldhism and Taoism 

52. Buclclhist scriptures. See n. 40 

53. Tao-te-chillg， the Taoist canon 

54. Most widely acceptecl date for th巴 introductionof Buddhism to China is 

10th year of the Yung-p'ing era (67 A. D.) 

55. (600 -644 A. D.)， founcler of the Fa-hsiang sect in China， spent 26 years 

traveling in lnclia in pilgrimage 

56. (632 -682)， disciple of Hsuarトtsangand thc second primogenitor of the 

Fa-hsiang 5巴ctin China 

57. j¥;falwvairocalla-sutra， basic sulra of Chen-yen (Shingon) School 

58. (738 -839)， 4th primogenitor of the Ch巴n-yenSect in China 

59. .4 vaUl1l/saka-sutra (Hua-yen-ching)， th巴 basictext of the Hua-yen (Ke-

gon) Sect (TT.， vol. 9) 

60. Six Sects of Buddhism during th巴NaraPeriod: Kusha (Chu-she)， Jyojitsu 

(Chen-shih)， Kegon (Hua-yen)， Sanron (San-Iun) Hosso (Fa-hsiang)， and 

Ritsu (Lu). 

61. Also called Saicho (767 -822)， founder of lhe Tendai S巴ctin Japan 

62. Founder of the Shingon Sect in Japan 

63. T凸jiof Kyoto belonging to the Shingon Sect 

64. 1. e.， Enryaku Temple on Mt. Hiei founded by Dengyo 

65. Six S巴ctsof Nara and Shingon Sect 

66. Six Sects of Nara as well as Shingon and Tendai 

67. According to T'ien-t'ai the Lotus Sutra was expoundecl by the Buddha 

c1uring the last eight years of His life. 
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68. Literally two vehicles， meaning vehicles of shravaka andρratyekabuddha， 

that is those striving to achieve enlightenment for themselves， without 

thinking of others. See also n. 30 

69. Nn. 42 -44 

70. TT， vol. 10 

71. Yojalla， a unit of m田 surementin length in ancient lndia. The exact length 

is not known， but it is said to be the distance of a day's journey by a 

king's chariot 

72. Daishutsu Sutra (TT.， vol. 13) 

73. Vimukti: gaining freedom from th巴 bondsof sufferings and illusions 

74.“On" pronounciation of Chinese characters for fililal piety， h巴ight，and 
thickness are all pronounced “ko." 

75. Favors of parents， all living beings， sovereign， and thr巴巴 treasures(Buddha， 

dharma， and samgha) 

76. Requirements for monks of Hinayana Buddhism 

77. Three stages of advancement in the practice of meditation or :::ell 

78. Literally， illusions in thinking and feeling. See. n. 36 

79. N. 27 

80. TT.， vol. 14 

81. Killing father， 1110ther， and arhat; injuring the Buddha; and disrupting 
peace among Buddhist monks 

82. There are many hells， that of lncessant Suffering being the lowest 

83. Joys of color， voice， fragrance， taste， and touching 

84. TT.， vol. 21 

85. Malzaρrajnaρaramita-sutra (TT.， vol. 8) 

86. One of the Ten Worlds 

87. Shuramgama-samadhi-sutra (TT.， vol. 15) 

88. TT.， vol. 14 

89. 2 of Ten Worlds 

90. The world where humans live was considered by anci巴ntlndians to have 

consisted of four continents 

91. World of Desire was thought to be cover巴dby the 6 layered heaven 

92. The world inhabited by men 

93. Chap. 11， 21， 22. (Senchu Murano， The Lotus Sutra， pp.165， 265， 271) 

94. Worlds numbering the third power of one thousancl (one billion)， conceived 

to be the Buddha's domain 

95. Chap. 11 

96. Thought to stand at the center of the worlcl， according to ancient Indian 
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tradition 

本 Seen. 29 

料“Thoughthey are alike in color， when they are fermented， cow's milk 

will become milk-wine but donkey's milk will turn to manure." (Maha.. 

ρrajna.ρaramita.sha.stra， 18) 

本本* The Sutra of Boddhisattva Manjushahri's Pure Disciρlilles says that 

ceramic utensils look like golden ones if th巴yare gilded with gold; 

however， difference between ceramic and golden utensils becomes clear 

when polished. Likewise， disciplines of Mahayana and Hinayana are 

fundamentally different although they may sound alike. (Ichiro Kobayashi， 

Nichiren Shonill ibωI dai-koza， p. 109). 

材料 “Youαn't compare a cow's footprint with the great ocean; you can't 

compare a firefly agaist the sun." (Vimatakirti Sutra， cited in Shok凸

Kabutogi， '‘Kaimokusho，" p. 340). 
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Begin +後続動詞群の深層構造

(The Deep Structure of Begin + to) 

清 水純ゴ

(0)序
He began his work.や Hebegan working. における hiswork や

workingのような，名詞句，動名詞を伴う begin の場合の文の深田構造

は各々 [S[NP[N heJJ [VP[V beginJJ [NP[Det h吋 [NworkJJJ， [S 

[NP[N heJJ [VP[V beginJJ [NP[N workingJJJ のようになり， begin 

に後続する名詞句，動名詞は名詞句 (NP) と解釈され，これらの場合の

深層構造に関しては疑義はない.しかし，beginの後に toを含む動詞群

を伴った場合の深層構造に関しては， 自動詞的 (intransitive)，他動詞的

(transitive)，準助動詞 (semi-auxiliary)+前ji1詞句 (PP)， の解釈があ

る.そこで，ここでは，beginは相 (aspect)をあらわし F，R. Palmer 

(1974) のいう連鎖詞 (catenative) として， 即ち， 形式的には木illiJ詞

(full verb)として， さらに意味の観点から法助動詞 (modalauxiliaries) 

にも似た特徴があるところから 立味上準法助動詞 (semi-modal)として

も解し， begin及び後続の toを伴った動詞群からなる動詞句 (VP)の深

層構造として，自動詞的，他動詞的，準助動詞+前置詞句，とは興った深

層構造を提唱する.

(1]諸説

よく取りあげられるのが Perlmutter1 (1970) の学説である.文主語

(abstract subject)をとる場合，即ち.(1)， (2)のような文の場合は begin

はseemや happenのような intransitiveverbと解され，(3) ((2)のD.S.)

のような深層構造(D.S.)を有し，生物主語 (animatesubject)及び，深

層において はで置き換えられる補文 (complement)をとると考えられる

(4)の場合， beginは try，condescend， refuseのような働きをする と考え
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られtransitiveであるとし， (5)のようなD.S.となる.また， (4)のよう

な表層構造を有し，無生物主語をとる場合，及びその受動化の場合の D.S 

は (6)のような解釈が可能であるとする.

( 1) It began to rain. 

( 2) There began to be a commotion. 

(3) 

~ 
//¥b| 

~ 

ムbeム on

( 4) Zeke began to work. 

(5) 

/へ¥

I /'ヘ¥

b|//¥s 
/へ¥

I I 

(6) 

~ 
/へ'" I 

~ 

zle wjrk 

Newmeyer(l969)は(3)，(6)のような intransitive2のD.S.を主張する.

happenのような動詞に似た特性があり transitive と解釈した場合に必

要な類似主語制約Clike-subjectconstraint)を認めず， そのため，ホJohn

began for Bill to go.のような非文が出来てしまうというようなことから

もD.S.においては intransiti刊 のみの解釈があるとする.

また Langer】doen(1969)や Huddleston(1976)も(7)のD.S.を (8)，

(9)のD.S.を(10)に示すように intransitiveと解している と考えられる

(7) 1 began to wonder whether anyοne was interested凶 me.
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(8) 

~ 
I I 

/¥vp belan 
I~ 
乙~ I 

乙ご込

( 9) The sugar began to dissolve 

(10) 
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他方，中島 (1982)は(11)の受動態は(12)，(13)ではなく ，(14)のよう

に受動態は不定詞句内で・つくられ beginは無変化である ことから， begin 

を準助動詞と見，準助動詞は(15)のような構造をもっと している.

(11) The noise began to annoy Joe. 

(12) *To annoy Joe was begun by the noise. 

(13) *Joe was begun to annoy by the noise. 

(14) Joe began to be annoyed by the noise. 
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(15) 

(2) 連鎖詞 (catenative)begin 

Palmer， F. R.(1974)は “thereis a much ‘tighter' syntactic and seman-

tic relationship between the catenative and its following verb;" 

と連鎖詞 (catenative) と後続の動詞との聞に密接な関係があることを強

調しているように，伝統文法や Perlmutter，Ross， Kiparskey， P.，がし、う

ように NPが beginに後続しているのでもなく，Newmeyer，Langendoen， 

Huddleston，梶田がし、うように， beginの後に何も後続しないというので

もなく， toを含む後続動詞群と catenativeである beginは緊密な関係に

あると考える.

(A) (16) What did she begin ? 

(17) She began (learning) Chinese. 

(18) Sh巴 beganjogging at six o'clock 

(19) She began to arrange f1owers， when the phone 

rang. 

(20) What do you want? 

(21) 1 want a Harley Davidson motorcycle 

(22) 1 want to see an old friend. 

(16)の返答として，(17)， (18)のような返事が理解しやすく好ま しいが，

特別な状況 (situation)のもとでは(19)もあり得，(20)の返答として(21)

はよく理解できるが， (22)は特殊な場合にのみ可能というのが informants

の判断である.この観察から(16)の質問に対しての返答 (17)，(18)及び

(20)の質問に対しての返答 (21)の Chinese，jogging， a Harley Davidson 

motorcycle は名詞句 (NP)と断言できるが，(19)， (22)の toarrange 

f1owers， to see an old friendはNPであると明言することは難しい.

C B) (23) *What did he begin to? 
(24) What did he begin to do? 
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(25) He began to put his toys away. 

(26) *What does he want to? 

(27) What does he want to do? 

(28) He wants to watch T. V 

(23)， (26)のような疑問文は存在しないが，(24)， (27)の疑問文は認容

できる (acceptable).(24)， (27)のような質問に対しては必ず(25)，(28) 

のような返答が得られる.(25)， (28)のように beginや wantの後に to

を含む動詞群が続くような答を期待するときは. (16)， (20)のような疑問

文でもなく .(23)， (26)のような疑問文でもなく .(24)， (27)のように

begin to do， want to doが一体となって各々が一つの動詞句 (VP)の働

きをしている場合が認察可能なのである. このことから begin と後続

の toを含む動詞群の結びつきは緊密であるということができる.

c C) (29) *What he began was to work 
(30) What he began to do was to work. 

(31) What he liked was to see a movie. 

(32) What he hoped was to be well. 

(33) What he wanted was to become a doctor. 

(34) What he h3ted was to tell a lie. 

Palmer (1974)は，ある動詞が目的語として不定詞をとり，他の動詞の

場合は目的語としての不定詞ではないということを示すために，擬似分裂

文 (pseudo-c1eftsentence) を用いてテストしでも有益ではないとして，

“it is very difficult to draw any c1ear lines where pseudo-c1efting is or 

is not possible." (p. 179)と述べているし， 又 Perlmutter(1970) の注

に “GeorgeLakoff has agreed that the lack of grammatical pseudo-

c1eft sentences like *What Zeke began ωas toωork. is also not a valid 

agreement against noun phrase complementation with such verbs，. 

とあるように，動詞に後続する toを含む動詞群が NPかどうかを調べる

ためのテストとしては問題があるようである。 ここで pseudo-c1eft sen-

tenceを用いているのは，beginの後の toを伴った動詞群が NPであるか

どうかをテストするためではなく . pseudo -c1eft sentence を用いて認

容可能となった場合の begil1 と後続の to付動詞群との関係を観察した

いためで、ある.即ち (30)の pseudo-c1eftsentenceの場合.begin to do 
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によ って認容できる文となっているのは， beginと後続の to付動詞群は切

り離せない密接な関係にあることを示している.他の catenativesである

like， hope， want， hate，との比較において， like， hope， want， hate，の場

合は todoを伴わずして pseudo-cleftsentencesをつくることが可能であ

る.このことから，同じ catenativesでも beginの方が後続の toを含む

動詞群との関係の緊密度が高いのではないかと思われる.

C D J (35) He never washed his clothes， but in 1980 he began to 
(wash)3. 

(36) He did not learn a lot of English last year， but he wants 

to. 

(37) Did she receive fan letters? 

No， but she is beginning to 

(38) Did she go to Niagara Falls? 

No， but she wants to. 

(39) a. John will want to go if Mary wants to. 

b. John will want to if Mary wants to go. (Bresnanア

次に省略する場合を考えてみる. (35)においては，he began toの後に

wash his clothesが省略されており，(36)では learna lot of Enlgish， 

(37)では receivefan letters， (38)では goto Niagara Fallsが省略され

ている.即ち動詞句 (VP)が省略されているが，beginにせよ want5 に

せよ toを伴っていることに注目したい. この省略のされ方より， to wash 

his clothes， to learn a lot of English， to receive fan letters， to go to 

Niagara Fal!sが NP ではないということも明確であり，(36)， (38)， 

(39)より wantと to，(35)， (37)より beginと toの結合は密接であ

ることを明示 している.

C E J (40) *John began at ten o'clok to work at midnight 
(Newmeyer) 

(41) *John b巴gannastily to work merrily. (Ib.) 

(42) John began to work at ten o'clock. 

(43) John began to work nastily. 

Newmeyer (1969)は“Jalso agree that intransitive subject-embedd・

ing verbs cannot co-occur independently with adverbials." と述べてい

- 51ー



るが， (42)， (43)のようにいうことができるにもかかわらず，(40)， (41) 

において beginと toを切り離してしま っていると ころに問題がある.従

って非文 (40)，(41)からも beginと toの聞にはいかなる単語も介入さ

せない密接な結びつきがあるということを示 している.

以上 (A}'{E)より begin に続く toを伴う動詞群は NPではない

ということと， beginと toは緊密な関係にあり， Palmerのいうように

beginは catenativeであるということができる.

(3) S→Comp S (an embedded自entencewith for-to) 

(2)で述べたように， toを伴った後続の動詞群の部分が NPではない

ということになると，深層構造ではこの部分はどの ように扱われるべきな

のであろうか

Garcia (1967)6“All that is needed is to regard begin and its group 

as verbs taking sentences not as their obiects， but as their subiects. 

In other words， they can be thrown into the class of happen， seem7， 

and appωr." と述べているが，注目したL、のは，後続動詞群を文扱いし

ている点である.

(44) H巴 beganto work 

(45) H巴 began[S he workJ. 

このことから(44)のおよその深層構造は(45)と考えられる.これは次の

OEの例からも理解できると思う

(46) Ond Ongann hine biddan 

=and began to ask himself (Apollonius of Tyre) 

(47) Da ongann seo abbudisse clyppan 

=Then the abbess began to honor (Ib.) 

(46)， (47)の biddan，clyppan の bare-infinitive として使われていた

部分は， (45)のような補文 (complement)をもっていて，今日と同じよう

な意味理解がなされていたのではないかと推測する.この complementに

for-toの補文化子配置 (complementizerplacement)がなされ補文主語削

除 (complementizersubiect deletion)，即ち EquiNP deletionによ って

to workが残る ということになる. この際(48)のような非文が起らないよ

うにするために，類似主語制約Clike-subiectconstraint)を適用すれば，
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即ち ibeginはその主語とその補文の主語が同ーでなければならない.Jと

いうことになり， (49)のような文は生成されないことになる.従って(45)

の complementの部分を樹形図 (treestructure)で示すと (50)のように

なる.

(48) *John began for Bill to go. (Newmeyer) 

(49) *He b巴ganfor {me， her， us} to work 

(50) 吉

co〆¥50
I /ヘ¥
for-to NP VP 

I I 
N V 

中島は beginに続く動詞群を(15)に示したよう に，前置詞句 (PP)と

して扱っている.これは Jespersen(19釘70的〉が

shown t出ha抗tthe infinitive in prehistoric times waおsa fully i泊nf泊fle配ct旬巴d

verbal substantive. In OE the ending was -an， the only inflected form 

of which was th巴 dativein-enne， which under the influence of -an 

became -anne; this form was used after the preposition to." (~10. 11) 

といっているように，不定詞は本来は動詞起源の名詞で，OEにおいても

-anとか -enneというような名詞屈折の名残りがあり， 元来名詞の与格

の -anneは前置調の tδ あとに置かれたということから， 起源的な見方

で，前置詞 tδ+名詞与格 -anneと解し，前置詞 +NPで PPとなると

解釈しているのではないかと思われる.一つの解釈としては考えられるが，

深層構造において，即ち意味の真意として， PPと解し，表層の (45)He 

began to workが生成されるかどうかは，現在の筆者には明確で‘はない

C4J 本動調 (fullverb)，準法助動詞 (semi-modal)

( i )本動調

Palmer (1974)は“Ithas already been assumed that catenatives occur 

in complex rather than simple verb phrases， involving subordination， 

though it has been stressed that these complex phrases stiU share some 
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of the characteristics of the simple phrases. As such they are clearly full 

verbs， not auxiliaries." (p. 168)と， 本動詞扱いとし，次のように動詞，

助動詞を分類している (P.16). 

( 1) Primary auxiliaries BE， HA  VE， DO  

( 2 ) Secondary or modal auxiliaries 

WILL， SHALL， CAN， MA  Y， MUST， OUGHT， DARE， 

NEED 

( 3 ) Catenatives KEEP， W ANT， LIKE， SEE and many 

others 

( 4) The remaining full verbs 

form full verb begin 

(3rd person I He telJs a story (51) He begins to telJ a 
story singular 

present) 
-s form 
-ing participle I He is tell叫 (52) He is beginning to 

tell a story 

(past participle) 

infinitive 

quest10n 

ImperatJVe 

TelJing a story， he shed 
tears 

(53) Beginning to tell a 
story， he began to smoke. 

He h直stold a story. (54) He has begun to tell 
a story. 

A story is told by him. (55) *A story is begun to 
tell by him 

T ld h b t t l σ6) *Begun by Jim， the 
010 a sω恥 eburst out j ，. ;~ng -b~~~~' UI;P-;;仰 lar
ymg 

1 Toω11 a st町 is (5η T 0 begin some出 n号
interesting. as soon as you think of 

doil1l! it is to succeed 
in life 

He had no chance to telJ I (58) lt is the tim巴tobegin 
a story. the meeting 

He ωme here to tell a I (59) He gather官dmen in 
story. order to begin a new 

c∞omp仰any

| … 旬凶凶山11a山…1a川as 
a story? 

TelJ a story. I (61) Begin to telJ a story. 
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ここでは catenativebeginの動計!としての特性を形式 (form)にも

とづいた機能の観点から観察することにする.

(51)から (61)において，beginが形成上不成立なのは， (55)の受動態

と(56)の分詞構文で，それ以外は catenatlves以外の本動詞と同じ用法を

有しているといえる.この観点から， 一応本動詞とみなしてよいのではな

いかと考える.しかし，他の本1.Y) ~日!と全く同じ取り扱いをすることはでき

ない. (55)のよ うな受動態は不可能であるが，後続動詞の受動化が可能な

場合もある.次に，後続動詞受動化8が成立する場合，不成立の場合の各々

について調べることにする.

( ii) 準法助動詞 (semi-modaり

中島は(11)の受動態は(14)で，この場合 beginが受動形にならずそのま

まであるところから，準助動詞 (semi-aux)と見ているが，次の観察から

主語指向 (subjectoriented)の法助動詞 (modalauxiliaries)に似ている

ということができる.

(63) Sh巴 beganto love the book 

(64) The book was loved by her 

(65) *The book began to b巴 lovedby her 

(66) Bill began to eat the apple-pie. 

(67) The apple-pie was eaten by Bill. 

(68) *The apple-pie began to be eaten by Bill. 

(69) John began to kick Jim. 

(70) Jim was kicked by John 

(71) *Jim began to be kicked by John 

(72) The tough question began to confuse Mr. Reagan. 

(73) Mr. Reagan began to be confused by the tough question. 

(74) The old woman's trouble began to tire the doctor. 

(75) The doctor began to be tired with the old woman's trouble. 

(76) Something began to lift her body. 

(77) Her body began to be lifted by something 

(65)， (68)， (71)の文が認容されない (unacceptable)のは，(63)， (66)， 

(69)における主語が行為を引き起す動作主 (agent)9であるために受動化

が不可能なのであって，主語が agentではない (72)，(74)， (76)の場合
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は (73)，(75)， (77)のような受動化の文が可能である.(68)という受動

化が不可能な(66)の場合， Billの意識で動作を始める(も し行為が続いた

場合は意志によるとする.)のであって，:(68)では Billの意識による動

作行為が theapple tree が主語になることによって， 表現されず，(66) 

での意味をと どめていない.即ち(66)とは異った意味の受動文(68)は，意

味が変って しまったために，理解されない文となって しまっているのであ

る.このような現象は，主語指向 (subjectoriented)loの法助動詞(modal

aux.)の willや canの場合も起る.

(78) John will meet Mary. (Palmer) 

(79) Mary will be met by John. (Ib.) 

(80) Tom will meet Sue. 

(81) *Sue will be met by Tom 

(78)， (79)の willは単なる未来を表わしており，受動文に しても意味は

かわらず，能動文 (78)と受動文 (79)の意味は同じ(主語がかわる ことに

よる多少の意味差違はあるが，およその意味は同じである. )である.一

方(80)の willは意志の willであるため，認容されない(81)のような文が

生じてしまう 即ち， (80)の主語である Tomの意志(volition)によって，

Tomは Sueに会うのであるから，(81)のように主語が Sueになると，

Sueの意志で行為がなされることになり， (80)の意味とは違った受動文と

なり，(81)は非文となってしまうのである.

次にVPを省略する観点から見ると，(35)と(82)，(37)と(83)，のよ うに
類似した contextの中で，又は全く 同じ contextで， begin toと modal

auxが使われることができる. このことは begintoが modalaux に似

ていることを示しているのではないかと考える.

(35) He never washed his clothes， but in 1980 he began to 

(82) He does not wash his clothes， but he should. 

(37) Did she receive fan letters? 

No， but she is beginning to. 

(83) Did she receive fan letters? 

No， but she may. 

以上の考察より， begin toが modalauxに似ている点もある というこ

とで， 準法助動詞 (semi-modal)と呼ぶことも可能ではないかと考える.
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(iii) 動詞指向 (verboriented) 

(84) Begin to beat the drum 

(85) Begin to sing a song. 

(86) Begin to read the book. 

(87) *Begin to see a dog. 

(88) *Begin to dream at midnight. 

(89) *Begin to tremble. (not in the theater) 

(90) You will b培into beat the drum. 

(91) *You will begin to see a dog. 

(92) He began to see a dog. 

(93) He began to dream at midnight. 

(94) He began to tremble. 

(61)においては，成立する命令文の一例だけをあげたが，命令文の場合

も，成立する場合と成立しない場合とがある.

(84) '"'-' (86)までは， beginに後続する beat，sing， readは，主語の意志

(volition)によって行為を行うことができる動詞(+volitive)であるが，

(87)'"'-'(89)においては，後続の see，dream， trembleは主語の意志によっ

て行動を起すことができない動詞(-volitive)で、ある. (84}......(86)のbegin

は後続の(+volitive)の動詞の，(87)'"'-'(89)のbeginは後続の(-volitive) 

の動詞の影響を受けていると考えることができる.なぜならば， beginは

始動相 (ingressiveaspect)を表す点動作相 (point-actionaspect)でCurm

(1965)によれば点動作相とは，“Thepoint-action aspects call attention， 

not to an act as a whole， but to only one point， either the beginning 

or the final point."で更に始動相を“directsthe attention especially to 

the initial s飽geof the action or state."と説明している.即ち beginに

後続する動詞の行為，状態のはじめの一点を表すということになる.従っ

て後続の動詞の行為，状態の一部を表すことになり， (84}......(86)の begin

は後続の(+volitive)動詞の行為のはじめの一部を， (87)'"'-'(89)の begin

は後続の(-volitive)動詞の行為のはじめの一部を，表出しているという

ことになるので， (84)'"'-'(86)の beginは(+volitive)で (87)'"'-'(89)の

beginは (-volitive)といえる. 一方， (92)'"'-'(94)は後続の動詞の行為

の一部分を表しているとし、う意味で，理解できる文である.
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ところで (84)，(87)の深層機造は (90)，(91)であるが，深層において，

主語 you のxi:志 (modalauxの willが深間にある〉によ って行為が行

われなければならないことを意味している 主語の意志によって行動する

ことができる動詞は(+ volitive)動詞であるから，深層の youwillの後

には(+volitive)の動詞が使われなければならないことになる.従って表

照の (84}""(86)は(+ volitive) begin to beat， begin to sing， begin to 

readが使われており，認容される文となっている しかし，(87) '"" (89) 

の beginto see， begin to dream， begin to trembleは (-volitive) の

行為を表しており，深層の youwillの後には(+ volitive)の動詞が続か

なければならないということに反し， (91)のように深閉において，認容さ

れず，従って，表層の(87)も非文になり，(88)， (89)も同様の理巾で認容

されないこ とになる.

(95) 1 asked him to listen to the lecture. (Anderson) 

(96)吋 askedhim to hear" the lecture. (Ib.) 

(97) 1 asked him to try to listen to the 1巴cture.(Ib.) 

(98) 1 asked him to try to hear the lecture. (Ib.) 

(99) 1 asked him to begin to listen to th巴 lecture.(Ib.) 

(100) *1 asked him to begin to hear the lecture. (Ib.) 

Anderson (1968)は“beginmeets the condition imposed by αsk， but 

th巴 conditionis still in forc巴 onany following verb. Begin is trans-

parent to the condition where try is not."と askの beginに，児に後

続の動詞に及ぼす影響を述べている.即ち，方法は呉るが， (十volitive)の

askと beginと後続の(+ volitive)の動制 listenと(-volitiv巴〉の h回 r

の関係を観察 している と解釈することができる.命令文のH寺に解説したよ

うに(+volitive)の askの後には(十volitive)の動詞が後続しなけれ

ばならず，その条件を満たすのは(+volitive)である beginto listenで

あって， (-volitive)の beginto hearではない.放に(99)は認容され，

(100)は後続条件の(+ volitive)に反しているため，非文となっていると

考えられる.

命令文にせよ，Andersonの例文にせよ，begin は point-action aspect 

の ingressiveaspectで，後続の勤前jの行為， 状態の一部である一点を表

すため，後続の動詞の特性を begin も担うことになり， 意味上後続の動
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詞の begin~こ及ぼす影響は非常に大き いということができ，従っ て begin

は後統の動詞指向 (verboriented)の特性があるということができる.

以上より， (i)で、述べたように，形式的には本動詞と解釈でき， (ii)， 

(iii)の準法助動詞，動詞指向の特性は意味上，助動詞的ともいうことがで

きる.従って本稿でt主形式上は本動詞，意味上は助動詞的と して扱う こと

とする.

(5) 深層構造 (thedeep structure of begin) 

伝統文法や他動詞説などでいわれるような名詞句 (NP) が， beginの

後に続いているということはありえないということは，以上の考察から明

白と思う.また (2)で‘述べたように beginとtoは緊密に結びついた本

動詞 catenativeであり，かつ semi-modalであり，beginの後の動詞群

は embeddedsentence Sであるということより，次のような (45)の深

層構造が考えられる.

(101) 
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Not四

informantsとして，東京立正女子短期大学，非常勤講師二世Kaekor、!akashima
他， 3名のアメリカ人の御協力を得た.

1 Ross (1972)は Perlmutterの説を支持し， Kiparskey， P.が M.1. T.での

class lecturesで， ドイツ諮の例をあげ検証したとしている 例えば一例あげ

ると，
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Es hat (*damit) (angefangen ) zu schneien 

l begonnen ) 

Max hat (damit) (angefangen ) ， den 5chnee zu schaufeln 

l begonnen ) 

で da+mitが transitive の anfangen，beginnenの場合に可能であるとし、う

のである.

2 梶田 (1974)も (1-a)，(l-b)のような文に対し，(2 -a )， (2-b )のよう

な深周における概略の構造を示しているこ とから intransitive の解釈をして

いると考えられる.

(1-a) Cubans began to arrive. 

(1-b) John began to attend political meetings 

(2-a) [NP [5 Cubans arriveJJ began 

(2-b ) [NP [5 John attend poJitical meetings JJ began 

3 washを使うことを望む informantあり

4 Bresnanは意味の点で次のように述べている.

In (39-a) Mary wants toαn be interpreted as“Mary wants to go.' 

But in (39-b) John will want to is interpreted as mωning something 

other than “John will want to go." 

5 省略の時には，want以外の catenatlvesの場合も，例えば，hope to， like to， 

try toのように toを伴う

6 Garcia (1967)の treestructureは次のようである

“In the case of Tom bef5an 10 be killed by John， we start from Fig. 5a， 

and then embed， obtaining Fig. 5b. This passivizes finally into Tom began 

to be killed by John. 

pa 
pD
 

F

A
 

e

p

 

n
 

-
n
el--B

，v
d
 

¥

a

L

υ

 

¥
M
 

p
入
j
i
p
i
-
-
m

、二V
パ
|

|
N

引

、

，

l

、

f

l

i

M

l

i
 

、:
〆

k

p
¥

/
p
i
l
l
Lm
 

、v
l

/

N

l
i
-
-品

、

〆

n

、

〆

a

s
へ

v
l
1
同

/
p

u

h

 

N
1
l
h
 

FIGURE 5a 

-60ー



百
M

旬

、
寸
岬
|
l
M
M

¥

/

l

叩

S
円

，

V
I
I
I
M

/

民/P

M

 

N
I
-
-
h
 

7 Palmer (1974)は seem を‘subjectcomplementation' verb として扱ってし、

るが， この seemと全く同じように扱えない動詞と して beginをあげている

(P.187) 

“There are a few verbs that seem to follow the pattern of SEEM as well 

as that of the more usual pattern of the other catenatives， eg. BEGIN in 

John began to read a book 

The rain began to destroy the flowers 

For the first sentence cannot be passivized but the second can : 

本Thebook began to be read by John 

The flowers began to be destroyed by the rain. 

8 catenativesでも後続動調受動化が可能な場合，不可能な場合がある.

John wants to meet Mary. (Palmer) 

! Mary wants to be met by John. (Ib.) 

John happened to see Mary. (Ib.) 

Mary happened to be seen by John. (Ib.) 

Palmerは happen のように意味をかえない passivization の場合を vQlce

neutralityと呼ぴ，“‘Voiceneutrality' is a characteristic of the ‘subject 

complementation' catenatives， wluch are almost 'pseudo-modal…(p. 99)， 
即ち happenや seem は擬似法助動詞 (pseudo-m吋al)であるというのであ

る.

9 Fillmore (1968)では agentは animateとなっているが，生物の動作主でも，

一般的な場合の (1 )に対する (2)や，動物の場合の (3)に対する (4)

は受動化は可能なようであるが，informantsによれば (4)はあまり使われな

いということである

( 1) Everybody began to read the book 
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( 2 ) The book began to be read by everybody 

( 3 ) A big snake began to climb the tree 

( 4) The tree began to be climbed by a big snake 

beginは， 後続の動詞が (+ volitive)の場合，後続動詞の行為，状態のはじ
めの一点を主認が怠殺することにより，行為が行われると考えるので，個人の

意識にあまり関係のない一般人称や動物のよ うな生物の場合には，受ifv;化が成

立するのではないかと考える.

10 談話指向 (discourseoriented)の modalauxである shall，may等の場合は

passivizationが可能である.

John shall meet Mary. (Palmer) 

Mary shall be met by John. (Ib.) 

John may meet Mary. (Jb.) 

Mary may be met by John. (Ib.) 

11 Anderson(1968)によると，この hearの意味は ‘Thejudge will hear the case 

next week'の場合のような ‘listento in order to judge'というよりも 'sense

by the ear'という:苦味に解している.
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幼児・ 学童期に£、ける

安全能力に関する一考察

一ーその 2一一

A Study on Infants' and School Children's Safety Ability 

杉江つま

原 田寿子 (立正大学短大)

一一ーはじめに一一ー

幼児および学童期は人間の一生の中でも，心身の著しい発達をとげる時

期であり，将来彼らが成人として健康で安全な豊かな生活設計をめざすた

めの基礎作りのl時期であるといえる。発達途上にあるこれらの時期は，身

体の諸機能が未成熟であるために，自らの力で生命を維持することは困難

であり，とりわけ事故に対しては無防備同然である。

近年わが国において医学の著しい進歩や，高度経済成長などによって，

幼児の疾病による死亡率は低下を示している。 しかし一方幼児 ・学童を取

巻くさまざまの生活潔境は，年々悪化の一途をたどり，社会構造的に危険

を生み出す必然的状況にあるといえる。その実態の一端を示す資料と して，

厚生省の人口動態統計によれば，交通事l&をはじめとするいわゆる 「不慮

の事故」による死亡や負傷件数は，増加傾向にあることが報告されてい

る。

児童憲章 (1951.5. 5制定〉第一項に「すべての児童は，心身共に健や

かに生まれ，育てられ，その生活を保障される」と明記されているように，

すべての子どもは豊かな健康生活が十分に保障されるべきであり，そのた

めの環境設定がなされるべきである。そして，彼らは未来社会の担い手で

あり，社会の宝物と し、う認識で養育されるべきものであると考える。 しか

し今日の社会ほど子どもたちの発達のゆがみが大きな問題となったこ とは
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なく，彼らの生命と身体危機は深刻化している。本来子どもたちは，心身

の発達をたゆまず継続し得る可能性を持ち，この時期の子どもの生命や身

体への侵害は極めて重要な健康問題である。この時期の子どもの生命なら

びに健康維持は， もっぱら養育者の手にゆだねられ，これらの仲介者の教

育や健康管理への取り組み方が，子どもたちの健康生活に大きく反映され

ている。その意味でこの期の健康問題を左布する安全教育が，重要な課題

のーっとされている。

安全教育の領威でも安全能力の開発，その向上がポイントであることは

いうまでもない。事故を防止ーするためには， 問らの安全を守る能力を高め

ておくことが必要となる。

安全能力とは生命の尊重ならびに心身の健康状態の維持 ・増進を基礎に

して，生活環境の中で生ずるさまざまの危険を事前に予測し的確な判断の

もとに行動するとい う観点から，発達段|併に促した知識や技能の習得をは

かるべきである。これらの安全能力は幼稚園および保育所 ・学校と家庭と

が連携して相互の積極的な取り組みの中で達成されるものであり，あらゆ

る機会を活用 し，安全なE治監や安全教育を実践し安全に対する関心をこ

の時期から喚起することが大切なことである。

たとえ危機に直面しても，自身で身体のメカニズムを知り，し、かにした

ら克服できるかという認識まで高めていく ，つまり生の営みの原動力の中

心的役割を果たす大脳の{!勤きを学ぶことが必要となる。

原点に立ちもどり，人間の子どもらしい，真に生き生きとした，たくま

しく，思う存分学び遊べる健全な子どもの育成をはかるべきである。そし

て幼児期から常に安全に対する関心を持たせることが大切であり，そのた

めには，人間の本性としての動きづくりや，生活のリ ズムといったものが

大切となる。

子どもは本能的に危険を感ずるが，その行動は安全を意識したものでは

なく，認識行動パタ ーンがある程度とれるようにするためには， 日常生活

の中での訓練をとおして，自己の行動の安全を理解し，判断し危険に対処

していくことのできる実践的能力や，態度を育成することが課題となる。

そのためにはどうしたらよいのか? とし寸疑問を出発点に昭和58年

(1982)より本テーマに取り組んだ。

子どもたちの生活は遊ひ'が生活ともいえるわけで，自然、に無斑のない形
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で日常生活の遊びを主体とした中での安全能力開発が可能か否か? また

体育的指導の中で， どの発達年齢にどのような運動処方を子どもに提供し

たらその能力助長がなされるのか?など安全能力開発のための今後の研究

の一端として役立てて行きたし、。

一一事故発生のメカニズム一一

安全教育の必要性を考えるにあたり，事故とは何か?その発生のメカニ

ズムについて考察してみる必要がある。

自然界の脅威から人聞を保護していた時代の科学進歩とは異なり，現代

における高度に進んだ科学の進歩および技術は，自然界の生態系のサイク

ルを無視し人工的な環境を作り出すことにある程度成功し， 今それら文

明社会からのつけとして，健康や安全を侵害されている状況である。公害

や交通事故などはその好例といえる。便利さを捨て，以前の社会状態にも

どすこ とが良いか否かは別として，危険にみちた現在の状態からの打開が

先決であろう。その意味からも事故や災害について考察してみることは大

切なことである。

事故，災害のとらえ方については，さまざまである。例えば我国の場合，

日本学校安全会の災害給付や，労使関係から生ずる労災補償などの法的規

定があり，その他運転者教育に対するもの，教育現場など適応目的により

その表現や範囲に多少のちがし、があることはやむを得ないことである。

般に事故や災害に対してどのようにとらえられているのであろうか。

国語大辞典によれば 「事故とは思い出来事。特に人の意図によらずに起っ

た，正常な活動でそこなわれるような事態J(小学館〉とあり，さらに「災

害に対しては， 異常な自然現象や人為的原因によって人聞の社会生活や人

命の受ける被害J (広辞苑〉とある。 また 1L 0 (International Labor 

Organization) (国際労働機関〉は「災害とは突然予期しないで発生した外

部のできごとで，負傷，欠陥または不具を結果するもので，産業災害は雇

主および使用人の契約関係に由来する災害である」としている。 (生活の

安全大修館P19) 

一方須藤春一氏は 「事故とは人間の身体的能力や，人の知能，知識，性

格，情緒，モラルのような精神的能力の未熟や過誤に基づいて発生する異

常な事態を意味する」とし「災害とは事故がもたらした人的ならびに物的
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なt員害を意味するJ (保健学習序説 p266)と定義づけている。であるか

ら事故の結果，災害に発展することもあるしそうならないこともあると

いうわけである。事故も災害も全く非情なものであり，その発生が全く予

測していなかったような形で突発的に起こるものであり，結果的には大き

な不幸を招くことが多し、。事故は大抵の場合種々の要因がからみあって，

起こるべくして起こったものであり，決定的な事故の破局に至るまでには，

諸要因の時間的経過があるはずである。すなわち偶然や不可抗力によって

事故は発生するわけではない。であるから危険の程度が人聞のコントロー

ルの能力の範囲内であれば，ある程度安全は確保されるしその能力の範

囲をこえれば事故につながると考えられる。

近年では疫学的方法を適用し，非伝染性疾患や健康，事故災害などの分

析にも応用されるようになってきた。その草分け的存在であるゴルドン

(Gordon， J. E)は1949年はじめて疫学的手法を用いて事故の疫学について

論文を発表した。すなわち伝染病が発生ないし流行をみるのは，宿主(主

休)，感染源(要因)，環境のそれぞれの条件が完全に成立した時に，伝染病

の発生や流行をみる。とすると発生防止のためには，それぞれの要因に対

して対策をたてればよいとする考え方である。事故災害防止のための改善

策を疫学的分析により試みようとするものである。

我国では須藤春一氏が疫学的考え方にも とづき，潜在危険論の考え方を

発表した。(1969安全教育の科学)rし、っさいの事故は原因あっての結果，
すなわち因果律に支配される現象と考え，その原因を潜在危険と名づける」

と述べ，潜在危険の分野を心身の状態，環境，人間の行動，服装の 4つの

類型にまとめ，事故発生ーまでのプロセスを連続的にとらえている。これら

の各々の潜在危険が小さく未成熟の場合は， 事故には至らないが，それら

が段々に成熟しその結合により次第に事故発生に至るとされている。同

氏は潜在危険を未成熟の事故としそれらの放置に警告を与え，その早期

発見および、除去は事故を防止する上に重要であると指摘する。同氏の理論

は，潜在危険と，事故の関係を明瞭にし，理解しやすいもので，広く利用

されている。

豊原恒男氏も指摘するように， 我国では，事故発生のメカ ニズムを考え

る際に，ともすると人間的原因が重視されすぎ，環境要因が比較的見すご

されているきらいがある。事故原因を明確にする場合，良11個人の責任問題
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に転嫁しやすいのはそのあらわれであり，本当の意味での事故原因分析に

はならない。事故を起こした人も問題であるが，事故を起こしやすい状況

の分析，つまり環境要因の分析がもっと重要といえる。

こと事故に関する|浪り人的要因のみを切り離しても意味がない。つまり

人の心は環境や彼が受けた教育により大きく左右されるものであり，その

観点から今後人と環境と安全教育のシステム化をはかる必要がある。

環境整備がなされるとはいっても大多数の人々に適するであろうと思わ

れる最大公約数的なものであり，そこに安全教育という而が伴わなければ

環境の効果は期待できない。

安全教育は生涯通じてなされるべきものであろうが，特に幼児期におけ

る早期実施は安全能力開発にとって効果が大である。安全教育における安

全とは安らかで危険のない状態ということであり生活環境の場における障

害と人間の行動とのかかわり合の程度により危険の程度が決ま ってくる。

この危険の可能性をいかにとりのぞくかということが安全にかかわってく

る。その能力を安全能力と解する須勝氏らは安全能力の要素として次の四

項目をあげている。

「身体 ・運動Jr知能 ・知織Jr情緒 ・性絡Jr規範 ・道徳」である。(19
69安全教育科学〉 いずれの項目も安全な行動をする上において重要な要因

と考えられ，これらの養成のためには，幼稚園 ・学校 ・家庭などが一体と

なり推進されなければその効果は期待できなし、。

《身体 ・運動》

身体の形態や機能の開発を意味する。人の行動は，内外の球出状況を感

覚穏を通して，情報として受符し，それを大脳で知覚し，理解，認識し，

それを基盤に情報を判断し運動総に対して適切な指令を下して行動が起こ

る。これらのことから考えると身体の健康を保持し安全に行動するために

は，敏捷性，巧敏性，平衡性などの総合的な力，調整力および握力などの

筋力を高めることは重要なことである。各種の感覚を理解し，知覚し身体

に知識の形で覚え込ませることが必要となってくる。

また運動機能は日常生活の中からは勿論，体育活動の中にも意図的に行

なわれることが望ましい。

《知能 ・知識》

他の生物と異なり，考えることが出来るのは人間の特性である。安全な
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生活を営む上にも各種の情報を理解し，認識し判断を下すとし、う行動パタ

ーンからみても安全能力において大切な要素の 1つといえる。それが単に

安全のきまりや，行動パターンを理解するのみにとどまらず，行動時にお

いて危険を予測しどのよ うに行動するのが安全なのか考える能力すなわ

ち洞察力を高めるこ とも必要となる。

《情緒 ・性格》

他の教育分野においても重要な要素であるが， とりわけ安全教育におい

て，安全な行動を生み出すために重要な要素で‘ある。子どもらをとりまく

教育環境の全てを動員して望ましい性格形成，情緒の安定をはかることが

必要となる。

《規範 ・道徳》

社会のルールを守る とし、 う態度を定着させ，他人に対して迷惑をかけな

いとし、う価値観を育成するこ とが大切で、あり，それが自 ・他の安全を守る

上で大切な条件となる。

集団遊びなどを通して学ばせるこ とも一方法であろう。

我々の本テーマもこれらの理論におう部分が大であり，その 1，その 2

も安全能力開発の要素である 「身体 ・運動」という項目に着目 し， 実験を

試みた。

一ーその 1の結果一一

調査目的は幼児期jから学童期にかけての発達年齢のうちどの年齢が安全

能力(敏捷性 ・反射能力テスト実施〉が助長きれるのか，また運動処方の

効果の比較検討を行った。

調査方法

調査期聞は昭和57年4月20日"-'7月20日。

。質問調査について

調査方法は全対象者の父兄に対して， 子どもの住居環境，遊びの環境，

健康状態の各項目にわたって，調査期間最後に実施した。

。運動処方について

幼稚園，小学校ともに，運動グループと，非運動グループを設定し， 2 

集団聞の比較検討を行った。
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調査対象

l 運動グループ | 非道動グループ i 

↓一ヰ
口 79 60 139 

0山梨県敷島町立敷島北小学校

令 | 五回Jグループ | 非迎動グ/レープ l 

|jlj|j l 
44 

79 

22 

145 

。運動内容について

幼稚園の場合

① 2m聞の往復走。20秒間に10回実施した。回数設定理由は，あらかじ

め子どもたちに10秒間の往復走を行ない，測定値の平均の80%の負荷を

課し10固と定めた。

② 2m聞を砂袋を肩からかけて， ①と同回数往復走行を行なう。砂袋の

重量は300g，大ききは15cmx 18cm，ひもの長さは90cmとした。これは

通園l時に携帯してくるバッグを想定して作った。

@ ①②の運動後なわとびを自由に10分間実施する。毎回登園直後に実施

しt::.。
小学校の場合

① 4m聞の往復走を実施した。回数は設定せず， 20秒間できるだけ早く

行わせた。

② 4m聞を通学用のカバンをかけて負荷をかけて往復走を実施した。

毎日登校直後一斉に実施させた。

- 70ー



身体反応テストについて

調査開始時と， 2ヶ月後の調査終了時に運動クソレー プ，非運動グルー プ

の2集団全員に対して，光， 音による身体反応テストを測定した。幼稚園，

小学校ともに同方法で実施した。

今回継続校の敷島北小の 6 歳~8歳までのアンケート調査の結果であ

る。

山梨県下とい うこともあり住宅環境はその大半が一戸建住宅に生活を し

比較的恵まれたE策境である。余裕のある生活空間での成長であるが， しか

しこの環境下でも自宅内遊びが多く，戸外遊びの時間も平均して 2時間足

らずである。これに付ー随してテレビの視聴時聞が長くなってきている傾向

にある。今回の調査では2.5"-'3時間位が平均的である。

筑波大の細川 ・松井両氏の実施した生活時間調査によると子どもたちが

眠りにつく時聞が午後9時台が最も多く49%，午後8時台が30%，午後10

時以降に寝るケースが21%もあり， r夜型」が幼児の世界にも増加してい
ると指摘し子どもたちの生活のリズムが乱れ，いわゆる朝から疲れてい

る子どもの増加がみられると報告している。

今回のアンケート調査にもあらわれているように，遊ばない子，夜型の

テレピッ子という問習がある子どもの現象が多くなってきていることが伺

える。

子どもらしい生活習慣を形成し，生活に実践できる子どもの育成が改め

て必要になってきていることを痛感する。

また事故傾向児のチェックを実施したが，事故傾向を示す子どもが約30

%近くもあり，情緒蘭，性格商での安定が安全に対する身体的能力と合わ

せ重要なポイントであることを物語っている。

表は身体反応、テス ト時間と年齢との関係をみたものである。

結果的には運動機能の助長されるであろうと思われる年齢は幼稚園後半

から 8歳位までであった。先回はそれ以後の年齢の実験データーがな く今

回の調査では前固有意であるとみられた年齢を含め，小学校全体で安全能

力の特に運動機能面の反射時間についての傾向を把援するために調査を実

施した。
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調査対象者

I~ 学校名 | 山梨県敷島町立 | 山梨県竜王町立 | 
~ 敷島北小学校 | 竜王北小学校 | 

学 年 、------.! (巡動グループ) I (非述動グループ)I 

33人 34人 67人

l年|女:I 44 34 78 

!男 l 34 38 72 
2 

33 43 76 

41 52 93 
3 
女 | 50 50 100 

男 | 45 45 90 
4 

38 44 82 

48 41 89 
5 

39 50 89 

40 39 79 
6 

41 46 87 

486 1，002 

一一調査方法一一

調査期聞はH百和57年10月-----1昭和58年 3月

。運動処方について

上記の期間敷島北小学校(運動実施グルー プ〉には運動のプログラムを

提供し，実施した。一方竜王北小には非運動ク'ループと して依願し，調査

初回と終了時に反応テストを実施しその間プログラムされた運動は実施

しなかった。この両校における反応時間の比較を中心に検討を行った。

。運動内容

敷島北小学校については， トレーニング期間中，先生方に安全機能増強

のための運動計画実施案をプリントして配布した。期間中，各クラス担任

の先生方を中心に指導していただいて実施した。実施時聞は休み時間，放

課後を原則として利用した。
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安全機能場強のための運動計画実施案

.実施時間帯 敷島北小学校

負 荷 17) 種 類

なわとび

A I i!¥l3回以上.iAi宜lこ。
ゲ 200回

ル ・雨天の時 毎日 、中休み

屋体でポールまわり
プ (前出)

B i凪3図、月水金の
毎日放課後、 適宜に

グ 朝のi経びの時!日1
l回実施

[ :の 1 2 l
-雨天の時、屋体でポールま

3グ)1・2.3 

4 17) 1 
わり 2回

i且3I!!I、火水士の
毎日放説H去、 i直i宣:に

朝のili:びのlI，fti¥l
2回実施

[ :の1 231 -雨天の時、屋体でポールま617)1・2
4σ) 2 

わり 2回

.尖池上の注意

・アスレチックについては、ぬれている場合は、特に注意する。

この場合、実施時間!の変更も担任の判断で行う。

B . C グループについて 、 i皮る it度は 、 111.1 人の能力や慣れを考[~しながら 、 段

|析的に地すようにしてほ しい。

ドyヂポール笑施については、場所を優先的に提供してほしい。

放談後実施の B . C グループについては、 パス通学の児輩の時間 (I~J な配慮をし

てほしい。

- ドッヂボールコー トの悶定設置(6前)

l(;;;):l|(:;;)[||(;;;)(| 

l(;;:):l 3グ)3 317)1 

( 5の3) ( 5の1)
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.アスレチックの渡りかた

一日いい一
4
一

一市打
μ

一一
4
 

凸止i t 

運動プログラムを実施するにあたり，グラウンドのすみに写真の様に丸

太，ポールを固定した。プリントに図示されているように丸太は古い電柱

を利用し組み合せたり，うめて固定したものである。 1本の電柱の長さは

30mある。またポールは20本 1.5m間隔にセ ットした。子どもたちはアス

レチック と称して運動を行っていた。

Aク。ループ (1年生〉

Bクaルー プ (2. 3年生〉

Cグループ(4. 5. 6年生〉

のように運動グループを分け，プリントに示されている様な内特を実施し

た。この運動の他，体育授業時に，先生方の裁量で鬼ごっこ形式，サ ッカ

ー教材などを含めてもらうように依頼した。
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。身体反応テストについて

調査開始時 (S57.10)と終了時 (S58.3)に敷島北小(運動実施グル

ープ)，竜王北小 (非運動ク。ループ〉の両集団全員に対して光，音刺激によ

る身体反応テスト を)実施した。

一一結果と考察一一

表 1は調査対象者の身体発達の傾向を把握するために身体計測結果を示

したものである。両校とも全国平均と比較してみでほぼ標準的な発育状況

にある。須藤氏の指摘するよ うに，し、かなる形態が安全生活のために必要

であるかの点については，今だに未解決の状態である。形態の発育は機能

発達を伴なうということが大切な要素であり，この関連からも今後の研究

テーマである。

(i)運動内科について

敷島北小の実施した内待を検討してみる。 6ヶ月間の比較的長期間に渡

る継続的なトレーニ ングであるために，調査H寺ばかりではなく ，多目的に

使用できるミニアスレチックを設定した。 トレーニングJUJ聞の終了 した現

在でも子どもたちの格好の遊ひ1易と して残っている。子どもたちの能力に

合わせ，渡る時間速度は示さず， 歩いてとか走ってとかい う表射で指示し

た。であるからクラスの傾向がかなり 出たよ うに考えられる。 しカか‘し遊び

の延長という考え方で

ポ一ルまわりはスタ一トとコゴ‘一ルラインを明f確唯にわけ，運動中の衝突な

どの事故が起こらないよ うに配出した。f政捷性を主体と したものである。

その他ドッヂボールを中心とするボールゲーム，なわとびなどは調整力

その他精神的なもの， (7"IJえばルールを守るなどを期して運動能力ならびに

体力増進を意図したものである。いずれも子どもにとって興味のない運動

の押 しつけであったり，強制にならないように配慮した。楽しくかっ自然

な遊びの中に運動機能をのばすことを求める ことは勿論であるが，体育活

動においては，実態をふまえ目的を持った系統的指導が安全能力を高める

ことはいうまでもないことである。

特にドッ チ、ボール，サ ッカーゲーム，鬼ごっこ形式の集団あそびは， 多

くの場合に多数な動きが含まれ，人や物の動きにより素早く 判断した上で

の行動が要求され，協応性や調整力の向上ものぞまれ，安全教育において，
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表 1 発育統計

項 目 1 男 | 女

|敷島小|全国 |竜王小 敷島小 |全国 |竜王小

身 長 cm l173i1 115.991 1 1581  146 115.1 114.8 

1 体
重 勿 21.11 20.91 21.1 20.4 20.4 20.1 

胸 関 cm
56757 71 

58.3 55.7 56.1 56.0 

|座 高 cm 1 64.6
1 
64.4
1 
64.8 

身 長 l 山

5

1111 
山 4
1
凶 7 1田 6

1
1四 8 122.4 

2 体 重 2323261 2314 225 228 23.0 

目旬 囲 ~5 ~6 ~7 ~ 1 ~ 1 58.3 

座 高 67.3 67.4 67.5 67.1 67. l' 67.9 

長 「

1268m11 m 126.1 126.2 

重 26.11 25. 9 26. 4 26.2 25.4 25.8 

聞 61.1 61.8 62.3 59.4 60.2 60.3 

座 高 70.61 69. 8 70. 4 69. 9 69.4 69.8 

長 133.0 132. 1 132.7
1

創

133.7 131.9 1抽 O

重 ~ 1 ~ O ~~ ~5 ~ 5 ~3 

閉 64J 642i 
座 高 72.3' 72. l' 71. 61 72.6 71. 9 72.4 

身 長 137.4 137.21 136. 9 139.3 138.2 139.0 

5 1
体 重 31.8 32. 3 32. 2

1 
34. 6 32.4 33.1 

胸 囲 66.7 65.7 67.7 66.0 65.7 

座 高 74. 73.9 75.7
1 
74.9
1 
75.2 

身 長 142.7 142.8
1 
142.8 146.0 145.0 141. 4 

6 体 重 35.1 35.9 36.1 38.0 37.3 35.5 

胸 囲 68.2
1 
69.2 69.3 70.5 69.9 66.8 

座 高 76.4 78.6 76.0 79.2 78.2 75.8 

適切な教材のように思われる。

また集団遊ひ
e
の持つ特性は，仲間を意識するということであり，その中

からルールを守るなどの精神間での発達が促進されるという一商を持って

し、るこ とである。

地域にふさわしい伝承遊びなども豊富にとり入れ，オリ ジナルな遊びを

工夫してみることも大切なことであろう。
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今回の調査においては，学校全体が子どもたちの安全能力開発のために

という目的を持ち，先生方の協力を得て実施されたものである。特に指導

者が共通目的を持ちその指導にあたる場合は好結果が得られるように考え

られる。

② 身体反応時間について

対象者全員調査開始時とトレーニング終了後の 2回，光 ・音の視聴覚刺

激に対しての身体反応テストdllJ定機で測定した。

光または音を知覚， 認識し素早 くその場にとび上がり，その反応時聞を

測定するものである。

。表2. 3は各学年における反応テスト時間の平均を示したものである。

これによると光，音両刺激に対する反応時聞は昭和57年10月の開始時よ

り，終了時の結果が短縮化の傾向を示している。これは敷島北小，竜王北

小雨校に対して共通である。その短縮時聞の内容は，運動実施校の敷島小

表 2 光刺激に対する身体反応、テス ト時間平均依

敷島北小

(辺lfi/Jグループ)

57. 10 (トレーニシグ前)
58. 3 (トレーニング後)

竜王北小

(Jド巡動グループ)

i性[???|事??||閉 |閉
別 57.101 58. 3 1 57. 101 58.3 11 57. 101 58. 3 1 57. 101 58.3 

年 li |0520制 0.496
odlj |0咽1 ~:. I ~ 1 0: 6091 0: 4661 0: SI9 0.455'1 0.659' 1 0.496 

古♀ 0.5031 0.3931 0.493 0.4014911 0.04430482901 i1 0401 0412 

2年 053338742J6司g 10378a517 
0.409' 0.4961 0.449' O. 4581 O. 408 

31:f- I 古Z 1l 003370.342 
O. 379 O. 3551 O. 407 0.36811 0.440' O. 442' O. 4081 O. 414 

O. 280 O. 402 O. 363 O. 3721 O. 358 

i i拙 O. 329 O. 462 O. 389 O. 3901 O. 399 5'下 S♀ 0.3271 O. 3161 O. 336 03130.3483781 | 0.3811 03660355 
0.349: O. 3451 O. 344 0.318 0.4381 0.402 0.4211 0.394 

6 ~年古♀ | 0. 0. 0.323 O. 304
1 
O. 329' O. 372 O. 32) O. 336 

O. 329 O. 394 O. 423 O. 357 O. 395 
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表3 音刺激に対する身体反応テスト時間平均値

敷島北小 竜王北小

(運動グループ) (非運動グノレープ〉

リー158.31引 0158.3ド7.101叫川 58.3|性|閉 |閉 l閉 |閉 l
1 年十 ♀古 0 . 66 秒9803 |11 0 4 6 3 0 . 6 1 4 0 5 0 2 1 | 0 5 秒15 l 0 55 50 91 | | 1 

2年♀O 1 0.6111 0.4421 0.6121 0.50411 0.4661 0.4011 0.4921 0.45，¥ 
0.6121 0.4381 0.6471 0.48611 0.5111 0.4271 0.5541 0.473 

♀ 古 O.3511 O. 3581 0.3941 0.40711 0.4891 0.4001 0.4501 0.449 
3年 O. 4181 O. 3851 O. 4511 0.42311 O. 5381 0.4271 0.4481 0.483 

4年 古♀ 
0.327 0.314 0.369 0.363 0.496 0.376 0.434 0.4281 
0.344 0.364 0.389 0.417 0.560 0.426 0.472 0.428 

5年 古早 8: ~~il 8: ~~~ 0.364 0.361 0.387 0.368 0.403 0.385 0.3511 0.346 0.371 0.359 0.452 0.424 0.499 0.444 

6年 12 03351809 029603500.3601| 03620353 0.350 0.3411 0.3811 0.39611 0.4131 0.423 O. 4001 O. 468 

が短縮傾向が大きく ，特に 1， 2年は男女ともに0.1"-"0.2秒の短縮効果で

ある。 一方竜王北小も加齢による短縮はみられるが，その差は0.1秒以下

でありわずかである。

図 1----4は反応時間の平均値をグラフ化したものである。

@光，音両刺激聞の比較検討

光に対する反応が音のそれよりも速いのは，視覚が聴覚よりも早く知覚

されるということで当然の結果である。

両刺激とも屋外の何も遮断する場のない場所での測定と，今回のように

体育館にての測定の場合を比較すると屋内測定の方が早いものと推測でき

る。

反応テス トを実施する際に，同じ刺激に対して， 2回ずつのテストを実

施した。

その結果は，表に4，5示す通りであり， 1回目，2回目との聞に大差

はみられなかった。
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図 1

②身体反応テスト平均時間
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図 2

⑧身体反応テスト平均時間
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図 3 図 4

⑧身体反応テスト平均時間 ③ 身体反応テスト平嶋問

ー一一一・ 57.10 -一一一・57.10
x-----x 58 . 3 x-一ー・-x58.3 

0.7ト
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前回の幼稚園児のテストとは異なり，テスト方法に対しての理解力が最

初から備わり， 2回目のテストに著しい短縮傾向は認められない。結果は，

短縮傾向，延長傾向半々ということである。

。身体反応テスト時間の分布

表 6"'-'7は身体反応テストH寺聞の各学年による分布を示したものであ

る。

光刺激に対する敷島北小男子の場合をみると，全学科ともトレーニング

後(S 58.3)の測定において短縮傾向が認められる。特に小 1"'-'2年のそ

の傾向は大きい。例えば小1の;場合 S57.10 n寺には測定H寺間秒の間にパラ
ツキがみられたものが， S58.3には0.3秒を中心に0.2"'-'0.5秒間に分布域

が移行していることをみても理解出来る。

音に関する場合も光刺激と同傾向がみられ，男氏-とも1"'-'2年生の年齢

区分に時間短縮が認められる。

竜王北小の非運動校の;場合も全体に短縮傾向はみられる。 しかしそれは

加齢によるものである。

前回の調査の場合に安全能力要素として.運動機能の向上が最も期待で

きる年総は 6歳"'-'8歳位までではないかとし、う結果が出たが，今回の追調

貨をふまえてみても同結果が得られたということである。

。反応テストl時間短縮者をさらに検討

表10はトレーニング前(S 57.10)とトレーニング後(S58. 3)の反応

時間の短縮または延長の傾向をあらわしたものである。

光，音問刺激ともに，短縮傾向が明らかである。光刺激に関 してみると，

小 1""2年の低学年は男女とも77"'-'93.9%の者がl時間短縮傾向を示してい

る。その後の年齢別変化をみるとその傾向は5分5分ということが言 え

る。

背刺激に対しても，ほぼ同傾向が得られる。

図5----8は表10をグラフ化したものである。このように今回の調査におい

ては， トレーニ ング実施校(敷島北小〉に運動効果が認められたと 言 え

る。

特に小1"'-'2年生(6 "'-' 8歳〉とし、う年齢は体格や神経系の発達と共に，

知的理解度が高まり，身体運動もスムーズになり，安全に対する能力およ

び態度もチャンスがあれば，そこを起点に強化されていくものと推測され
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8 図図
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る。このテストの結果と発達年齢との関係は，前回の調査で小 1'"'-'2年が

特に運動機能の開発の芽ばえがある とL、う結果が出たが， 今回の調査にお

いても同様の結果である。

限られた運動内容と，一部分のテスト結果であるから断定はで・きないが，

少くとも小 1"-'2年生の発達年齢は安全能力の開発の可能性を持った年代

と言える。今後と も多角的な研究を進めて行きたい。

一ーまとめ一一

子どもたちの健康生活を確立し健康を維持 ・増進していくことは，養

育者に諜せられた義務である。

発達途上にある子どもたちにとって，不慮の事故による生命および身体

に傷害を受けることは大きなマイナスである。

養育者は，家庭や学校などの子どもの生活環境を整備し，事故防止に対

して万全の策を講ずるべきであるしけがをしない子， しにくい子どもに

育てることが大切なことである。

不慮の事故を防止するためには，子どもたちの場合，事故が発生しやす

い運動遊び，通学時などの行動時の心身の機能について科学的に究明する

ことが必要である。

感覚機能や運動機能のような身体機能は，精神機能と同様に環境や主体

の要因をうけやすい。その意味においても， 須藤氏の説く潜在危険の考え

方は，未成熟の事故と事故との関係が明確になり，環境とのかかわりあい

の中で生活する我々にとって，事故防止の対策がたてやすくなっているこ

とは確かである。潜在危険になりうる要素の回避ないし，除去を考えるこ

とは，事故防止につながり うる。先回，今回と安全能力の調査を実施する

にあたり，事故とは何か，その発生のメカニズムを知ることで安全能力の

要素を細かく追求できるのではないかと考え，改めて本論文で考えをまと

めてみた。

今回の調査では先回に引き続き休育指導商での運動あそびの中における

安全能力開発及びその向上にむけて実施した。敏捷性，平衡性，調整力と

いう一部の運動機能の要素に対して検討を試み，結果的に運動実施校が効

果を示した。全体的なレベルアップをはかる と同時に，個々の運動機能，

知覚機能などの開発，向上をねらうべきであり，その意味で安全能力開発

Fhu
 

Q
d
 



のためのプログラムとして提供する運動内容は，多角的に研究すべき余地

を残している。

そして前回に引き統き実施した調査によれば小1"'2年生(歳6"'8歳〉

に関 して反応時間結果は著しい短縮を示し，安全能力開発の運動機能とい

う面からみて，一番効率のよい年齢といえる。

この年齢に対し，次回の調査は環境要因を考慮し， 日常生活で身につけ

ているカパン，その他雨天時を想定して傘，カッパ，長ぐっ等を着用させ

調査を行ってみる予定である。また生活の中で色彩とのかかわり合も深く，

安全との関連を含めて検討してみたいと考えている。

本調査に際して，心よく御協力いただきました敷島北小，竜王北小両校

の校長先生をはじめとし諸先生方に感謝致したし、と思います。

付記

本調査は~江と原岡によっ て行われたもので，こ の内科については共同

で責任を負うものであるが，本文の内容は双方の討議により，杉江が執筆

した。
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る
我
執
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
大
悟
に
つ
ら
な
る
真
風
流
の
精
神
を
体
現
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
自
立

し
た
個
の
形
成
を
め
ざ
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。

こ
う
し
た
露
伴
文
学
に
貫
流
し
、
そ
の
基
底
と
な

っ
て
い
た
も
の
は
、
東
洋
の
思
想
と
り
わ
け
儒
教
・道
教
・
神
仙
思
想
そ
し
て
仏
教
の

精
神
で
あ
っ

た
。
露
伴
は
、
文
芸

・
思
想

・
歴
史
か
ら
趣
味
の
事
が
ら
に
い
た
る

一
切
の
事
象
に
対
す
る
該
博
な
知
識
と
幅
広
い
関
心
に

も
と
づ
き
、
そ
れ
ら
を

『
因
縁
の
糸
の
牽
く
に
任
せ
一
ぷ

総

合
的
に
連
環
さ
せ
な
が
ら
省
察
と
論
評
を
試
み
て
い
る
。
特
に
東
洋
の
宗
教



(
2
〉

精
神
と
文
学
空
間
と
を

『法
縁
微
妙
、
玉
環
の
相
連
る
』
が
ご
と
く
に
融
合
連
環
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脱
俗
的
な
人
間
の
意
志
と
悟

達
の
世
界
に
住
す
る
志
想
を
作
品
に
具
象
し
た
点
は
、
函
伴
文
学
の
骨
格
を
形
成
す
る
注
目
す
べ
き
特
徴
と
云
え
よ
う
。

こ
の
小
文
で
は
、
東
洋
の
宗
教
精
神
の
う
ち
、
主
と
し
て
仏
教
と
函
伴
文
学
と
の
連
環
に
言
及
し
、
函
伴
が
い
か
な
る
信
仰
観
に
も
と

づ
い
て
仏
教
を
素
材
と
し
て
取
り
上
げ
仏
教
の
内
容
を
論
評
し
つ

つ
、
作
品
世
界
に
仏
教
を
ど
の
よ
う
に
結
品
さ
せ
て
い
る
の
か
を
考
察

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

露

伴

の

信

仰

観

東
洋
の
宗
教
思
想
を
基
盤
な
い
し
背
景
と
す
る
蕗
伴
文
学
の
特
質
を
理
解
す
る
問
題
規
角
に
立

っ
て
、
ま
ず
函
伴
の
抱
懐
し
て
い

た
信

仰
観
あ
る
い
は
宗
教
観
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
関
し
て

一
考
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

(3
〉

大
正
二
年
四
月
に
発
表
し
た

『
信
仰
と
我
執
』
の
な
か
で
、
市防
伴
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

信
仰
と
は
、
自
ら
信
ず
る
こ
と
を
き一
口
ふ
に
非
ず
し
て
、
信
ぜ
し
め
ら
れ
て

い
る
も
の
を
云
ふ
の
だ
と
考
へ
て
ゐ
る
。
私
の
信
仰
に
対
す

(
4〉

る
告
白
は
、
既
に
此
の
一
言
に
尽
き
て
ゐ
る
。

露
伴
に
よ
れ
ば
、

『
我
』
か
ら
出
発
し
た
信
仰
は

「
我
執
」
で
あ
り
、
現
世

・
来
性
の
区
別
を
た
て
ず

「
我
」
か
ら
離
れ
判
釈
を
と
り

去
り
「
全
心
全
容
の
形
」
で
信
ぜ
し
め
ら
れ
て

い
る
時
に
、
大
な
る
信
仰
に
接
し
た
心
境
に
な
り
え
る
、
と
云
う
。
す
な
わ
ち
、
真
の
信

仰
に
没
入
で
き
な
い
の
は
、

「我
執
」

と
い
う
自
己
中
心
の
計
祉
に
よ
る
妄
想
煩
悩
へ
の
執
着
が
存
在
す
る
た
め
で
あ
る
と

指
摘
し
、

「『
我
』
を
信
仰
の
海
の
中
に
、
氷
の
如
く
結
ん
で
行
く
人
は
、
所
謂
信
者
で
、

『我
』
を
溶
か
し
て
此
の
大
海
に
包
容
さ
れ
て
行
く
人
は

真
の
信
者
で
あ
る
」

と
主
張
す
る
こ
と

に
よ
っ

て
、
我
執
を
離
れ
て
信
仰
の
大
海
に
包
容
さ
れ
る
真
の
信
仰
の
あ
り
ょ
う
を
示
す
の
で
あ

(m
)
 

二
五
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(
凹
)

る

た

と

ひ

こ
れ
は
、
我
に
執
着
す
る
人
間
の
自
己
否
定
を
通
し
て
、

「仮
令
如
何
な
る
智
識
の
進
歩
を
見

『
生
き
る
為
』
の
教
の
動
揺
を
来
し
た

(
5
)
 

り
と
も
決
し
て
此
一一
の
変
動
を
見
ざ
る
大
な
る
も
の
」
を
信
仰
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の「
大
な
る
も
の
」

と
は
、

「宗
教
は
い
つ
も
其
の
奥
の
奥
に
円
融
無
磁
の
妙
諦
を
有
し
て
ゐ
る
」
と
指
摘
し
た
宗
教
の
広
大
な
包
容
性
と
連
環
性
の
具
備
し

た
世
界
を
き
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
露
伴
が
宗
教
の
本
質
を
新
し
き
生
命
と
限
り
な
き
生
命
を
得
る
点
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。こ

の
認
識
に
関
し
て
、
露
伴
は

『仙
書
参
同
契
』
の
一
節
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

宗
教
若
く
は
宗
教
類
型
の
も
の
の
成
立
の
秘
奥
徴
密
の
と
こ
ろ
を
探
れ
ば
、
其
様
相
の
差
異
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
有
限
の
人
間
の
生

命
の
中
に
於
て
無
限
の
自
然
の
生
命
を
体
得
し
た
大
讃
歎
が
其
板
基
と
な
り
源
泉
と
な

っ
て
ゐ
る
こ
と
を
見
出
す
こ
と
を
語
る
で
あ
ら

う
。
そ
し
て
其
宗
徒
の
中
の
卓
越
せ
る
者
は
、
同
じ
修
煉
信
行
に
よ
っ
て
、
同
じ
境
地
に
達
し
、
同
じ
霊
験
を
得
、
従
っ
て
其
教
の
遠

〈

8
)

大
を
致
す
に
至
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
語
る
で
あ
ら
う
。

こ
の
言
葉
に
は
、
露
伴
の
到
達
し
た
宗
教
観
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、
有
限
と
無
限
、
人
間
と
自
然
、
信
と
行
の
連
環
性
が
提
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
第

一
に
宗
教
も
し
く
は
宗
教
類
型
の
成
立
基
盤
を
、

「有
限
の
人
間
の
生
命
の
中
に
於
て
無
限
の
自
然
の
生
命
を
体

得
し
た
大
讃
歎
」
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
認
識
は
、
有
限
の
生
命
と
無
限
の
生
命
と
を
対
立
し
た
も
の
と
み
な
す
の
で
は
な

く
、
有
限
な
る
人
聞
が
自
己
の
生
命
の
内
奥
に
無
限
の
自
然
の
生
命
を
体
得
す
る
宗
教
の
本
質
と
源
泉
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、

限
り
な
き
自
然
の
生
命
に
包
容
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
人
間
の
生
命
の
有
限
性
は
永
遠
性
に
昇
華
さ
れ
て
ゆ
く
秘
奥
徴
密
の
信
仰
世
界
を

と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
自
然
の
限
り
な
き
生
命
が
「
大
な
る
も
の
」
あ
る
い
は

「
円
融
無
艇
の
妙
諦
」
と
称
し
た
新
し
い
永
遠
の



生
命
を
有
限
の
人
間
に
付
与
す
る
自
然
の
線
源
的
な
力
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
我
執
に
み
ち
た
俗
な
る
人
間
の
理
智
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
の
で
き
な
い

「難
思
燦
儀
」
な
限
り
な
き
自
然
の
内
奥
徴
密
の
世

界
で
あ
り
、
こ
の
い
っ
さ
い
の
存
在
を
包
容
す
る
円
融
無
艇
の
妙
諦
を
体
得
身
証
せ
し
め
る
道
に
人
を
歩
ま
せ
て
ゆ
く
点
に
こ
そ
宗
教
の

(9
)
 

本
質
が
あ
る
、
と
函
伴
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
聞
は
信
仰
世
界
に
我
執
を
溶
解
さ
せ
、
生
命
の
有
限
性
へ
の
凝
視
を
通

し
て
自
然
の
妙
諸
に
包
附
関
さ
れ
て
い
る
白
己
の
永
遠
性
を
身
証
し
、
そ
の
限
り
な
い
円
融
加
熱
艇
の
妙
諦
を
受
容
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

「信

ぜ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
」

自
己
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
信
仰
の
大
海
に
包
容
さ
れ
て
生
か
さ
れ
な
が
ら
生
き

無
限
の
新
し
い
生
命
を
体
得
し
た

「大
波
歎
」
を
発
す
る
姿
が
真
の
信
仰
と
宗
教
の
基
盤
を
成
立
さ
せ
て
い

る
源
泉
で
あ
る
こ
と
を
語
り

示
し
た
も
の
と
云
え
よ
う
。

第
二

に
、
こ
の
こ
と
は
一蹴
伴
が
信
仰
に
お
け
る
信
と
行
の
体
得

・
身
証
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
も
の
語
っ

て
い
る
。
蕗
伴
は
、

宗
教

(
叩
〉

は
す
べ
て

「信
先
解
後
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

仏
陀
を
信
ず
る
宗
教
が
ま
ず
仏
陀
を
信
ず
る
こ
と
を
肝
要
と
し
て
い
る
ご
と
く
、
先

に

「信」

が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

「解
」
は
そ
の
後
に
必
要
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
、

「
信
」
を
第

一
に
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

「
信
」
に
と
も
な
う

「行
」
に
よ
っ
て
信
仰
を
身
証
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
(U
〉

信
仰
の
内
奥
に
円
融
す
る
妙
請
を
体
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い、

と
函
伴
は
強
制
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
信
の
純
熱
と
行
の
精
到
」

に
よ
っ
て
聖
な
る
永
遠
の
信
仰
世
界
に
参
入
し
、
無
限
の
妙
諦
に
包
容
さ
れ
な
が
ら

「
信
」
に
よ
っ
て
聖
意
に
叶
う
こ
と
に
宗
教
の
妙
諦

が
存
在
す
る
、
と
云
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
以
伴
の
信
仰
観
は
、
明
治
二
十
一二
年

一
月
三
日
に川町
内
遣
法
が
「
幸
凹
は
仏
学
に
よ
り
て
或
る
主
義
を
定
め
た
る
も
の
L
如

(ロ
)
し
」
と
日
起
に
書
い
た
よ
う
に
函
伴
の
背
年
期
以
来
か
ら
持
続
さ
れ
、
さ
ら
に
「
信
の
純
熟
と
行
の
精
到
」
を
経
た
な
か
か
ら
告
白
さ
れ

(
川
)

二
七



八

(
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主
張
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

仏
教
に
関
す
る
評
論
と
寓
話
作
品

露
伴
の
書
い
た
仏
教
に
関
す
る
作
品
は
、
仏
典
の
注
釈
、
仏
教
寓
話
、
釈
迦
お
よ
び
仏
典
教
説
の
評
論
、
詩
歌
、
伝
記
、
仏
教
精
神
を

基
底
と
す
る
小
説
な
ど
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

仏
典
の
注
釈
に
つ
い
て
の
代
表
作
品
は
、

『般
若
心
経
第
二
義
注
』
で
あ
る
。
仏
教
寓
話
に
は
、
経
律
論
を
典
拠
と
し
た
『
宝
の
蔵
』

や
『
印
度
の
古
話
』
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
に
つ
い
て
の
評
論
は
き
わ
め
て
多
く
、
そ
の
主
要
な
も
の
を
あ
.
け
れ
ば
次
の
通
り
で
あ

る
。

ω
『一

切
経
の
伝
』
『
父
母
思
重
経
』
「
金
光
明
最
勝
王
経
」
(
『蛸
牛
庵
聯
話
』
所
収
)
な
ど
仏
典
の
流
伝
お
よ
び
内
容
に
関
す
る

も
の
、

ω妄
感
に
よ
る
小
執
着
心
と
釈
迦
の
大
執
着
心
を
論
じ
た

『犬
談
義
』
、

『
話
苑
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る

「
釈
迦
時
代
の
印
度
」

「目
連
尊
者
と
佐
藤

一
斎
と
」

「禅
宗
の
史
」
「
宗
論
」
「
難
陀
」
な
ど
の
短
評
、

ω
『
仏
教
に
現
れ
た
る
女
性
』
『
禅
と
修
養
と
に
就

い
て
』
『
寺
院
建
築
と
実
際
的
要
求
』
『
因
其
心
恋
慕
乃
出
為
説
法
』
『
末
利
夫
人
と
石
田
三
成
』
な
ど
多
面
的
に
仏
教
の
あ
り
方
を
論

じ
た
も
の
や

『読
書
礼
記
』
『
嫡
牛
庵
聯
話
』
の
中
で
言
及
し
た
仏
典
内
容
お
よ
び
弁
才
天
、
毘
沙
門
天
、
三
十
番
神
な
ど
の
由
来
に
関

す
る
も
の
。

ま
た
、
詩
歌
に
は
般
若
心
経
や
法
華
経
に
も
と
づ
く
短
歌
、
俳
句
が
あ
り
、
特
に
後
者
に
は

「寿
量
讃」

(
句
集

『江
東
集
』
所
収
)

が
あ
る
。
仏
教
者
の
伝
記
に
は

「妙
法
蓮
華
経
の
行
者
日
蓮

一
代
」
の
不
退
転
の
勇
気
と
堅
忍
不
抜
の
所
信
を
影
写
し
た
『
日
蓮
上
人
』

が
代
表
作
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

日
蓮
に
関
し
て
は
、

「
我
が
高
祖
大
士
」
降
誕
の
日
を
慶
賀
し
て
勇
気
と
歓
喜
の
念
を
ひ
れ
き
し
た

『高
祖
の
降
誕
』
と
い
う
講
述
が
あ
る
。
ほ
か
に
、
こ
れ
は
伝
記
と
は
い
え
な
い
が
、
文
章
表
現
に
関
連
し
て

『文
学
上
に
於
け
る
弘
法



大
師
』
、
「
一
枚
起
請
文
、
与
乗
信
一房
勧
信
心
決
定
書
、
念
仏
を
勧
む
る
の
章一同
」
(
『文
章
講
義
』
所
収
〉
な
ど
仏
教
者
と
そ
の
著
作
に
ふ
れ

た
作
品
が
あ
る
。

仏
教
の
精
神
を
基
底
と
し
、
ま
た
作
品
世
界
に
貫
流
さ
せ
て
い
る
小
説
と
し
て
は
、
法
華
経
方
便
品
の
説
く
十
如
是
を
作
品
構
成
に
引

用
し
な
が
ら
、

一
念
の
誠
に
よ
っ
て
仮
現
よ
り
解
脱
し
て
金
剛
不
擦
の
実
相
美
妙
の
仏
体
を
成
就
す
る

『
風
流
仏
』
、
釈
迦
を
大
い
な
る
愛

憐
熱
一俣
の
情
を
う
た
っ
た
大
歌
人
と
讃
嘆
す
る

『毒
朱
唇
』
、美
醜
を
包
容
す
る
無
我
お
よ
び
煩
悩
か
ら
解
脱
へ
の
道
程
を
描
い
た

『
対
開

銀
』
、

一
心
の
誠
に
よ
っ
て
不
朽
の
宝
塔
を
建
立
し
た
背
後
に
仏
教
の
象
徴
化
を
顕
現
し
た

『
五
重
塔
』
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
仏
教
の
精
神
を
作
品
世
界
に
結
晶
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
風
流
の
志
想
と
芸
術
美
の
理
想
を
形
象
し
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
の
う
ち
、

『
風
流
仏
』
と

『
因
其
心
恋
慕
乃
出
為
説
法
』
『
寿
量
讃
』
な
ら
び
に

『
日
蓮
上
人
』
『
高
祖
の
降
誕
』
に

つ
い
て
は
、
か
っ
て
い
さ
さ
か
論
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
仏
典
評
釈
、
仏
教
寓
話
、
仏
教
評
論
、
仏
教
精
神
の
貫
流
し
た
小

説
の
中
か
ら
若
干
の
作
品
を
と
り
あ
げ
、
露
伴
に
お
け
る
文
学
と
仏
教
の
連
環
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

ま
ず
初
め
に
、
先
き
に
あ
げ
た
作
品
の
中
よ
り
評
論
と
仏
教
寓
話
に
関
す
る
も
の
を
簡
略
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

(M
)
 

明
治
二
十
七
年
二
月
に
書
い
た

『
一
切
経
の
伝
』
と
い
う

一
文
は
、
仏
典
の
流
布
と
書
写
翻
刻
の
略
伝
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

く

せ

中
で
、
仏
教
中
の
経
律
論
秘
密
雑
の
五
蔵
の
総
称
が

一
切
経
で
あ
る
と
し
、
こ
の

一
切
経
は

『実
に
其
宗
徒
に
取
り
で
は
、
救
世
の
宝
典

め
い
し
ん

迷
津
の
巨
舟
に
て
、
局
外
者
に
取
り
て
も
亦
、
文
学
の
一
大
叢
林
な
り
」
と
語

っ
て
い
る
。

露
伴
は
既
に
明
治
二
十
五
年
頃
に
は
興
教
書
院
よ
り
刊
行
さ
れ
た
和
綴
活
版
本
の

『
大
蔵
経
』
を
購
入
し
て
座
右
に
置
き
、
こ
れ
を
繕

ハ
日

)

(
日
目
)

き
な
が
ら
経
論
の
読
諦
や
説
示
を
試
み
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
か
ら
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
、

『宝
の
蔵
』
で
あ
る
。

九

(
川
〉



三

O

(川
)

『
宝
の
蔵
』
は
、
明
治
二
十
五
年
七
月
に
学
齢
館
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
仏
教
説
話
を
収
録
し
た
肉
立
集
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、

「
世

に
も
珍
ら
し
き
宝
の
蔵
と
呼
べ
る
絵
巻
」
を
所
持
す
る
山
里
の
翁
が
里
の
草
子
に
宝
の
放
に
収
め
る
国
内
い
話
を
次
々
に
語

っ
て
聞
か
せ

る
と
い
う
構
成
に
な

っ
て
い
る
。
翁
は
、

「
間
ふ
こ
と
は
知
る
こ
と
の
初
め
な
り
」
と
述
べ
て
、
大
切
な
宝
の
蔵
を
聞
い
て
珍
し
い
話
を

か
ん
が

一苅
川り
、
不
思
議
な
こ
の
巻
物
に
よ
っ
て
宝
を
得
ら
れ
る
と
云
う
。
同
時
に
、「
思
考
ふ
る
こ
と
は
似
る
こ
と
の
初
め
な
り
」
と
諮
り
、
こ
の
物

語
を
聞
き
考
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
「
宝
の
蔵
よ
り
真
の
蔵
を
得
る
こ
と
」
を
目
的
に
悟
り
の
道
に
章
子
た
ち
を
導
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

露
伴
は
、
こ
の

『宝
の
蔵
』
の
緒
言
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
余
波
り
に
経
論
を
説
諭
す
る
の
次
、
時
日
品
物
の
説
因
縁
の
説
、
甘

ぜ
ん
み
し
ん

L
A

き
こ
と
醍
醐
の
如
く
、
而
し
て
筒
味
津
々
と
し
て
出
で
L

尽
き
ざ
る
も
の
に
過
ふ
と
き
は
、
牢
記
復
忘
る
L

あ
た
は
ず
、
飯
後
茶
聞
に
妹

等
と
談
笑
す
る
に
及
ん
で
は
、
機
に
触
れ
興
に
乗
じ
て
、
百
倫
百
縁
の
類
、
胸
臆
に
押
ぶ
も
の
一
則
或
は
二
則
を
と
っ
て
諮
る
こ
と
を
免

か
れ
ざ
り
」
。

こ
こ
に
は
、
高
伴
が
経
論
を
し
ば
し
ば
読
前
し
、
特
に
時
一
喰
と
因
縁
説
に
多
大
の
関
心
と
興
味
を
抱
い
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
仏
典

説
話
を
日
常
茶
飯
事
に
語
っ
て
い
た
こ
と
が
述
懐
さ
れ
て
い
る
。
『
宝
の
蔵
』
は
、
こ
う
し
た
函
伴
の
仏
典
説
話
に
関
す
る
姿
勢
に
も
と

づ
い
て
、
そ
の

「
百
機
百
縁
の
矧
」
よ
り
十
五
訴
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
話
伴
の
明
ら
か

に
し
た

『宅
の
蔵
』
に
所
収
さ
れ
た
十
五

話
の
題
名

・
寓
意
と
典
拠
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

ぜ

ん

が

ぜ

ん

ぱ
〈

り

ょ
う
ぜ
っ
ぞ
か
A

付
込
官
牙
獅
子
と
議同
樽
虎
と
両
舌
野
干

と

の

話

虚

偽

(

二
枚
舌
〉
の
無
益
さ
を
説
く
。
独
立
し
て
共
存
す
る
者
を
仲
違
い
さ
せ
て

自
己
保
身
を
図
る
卑
屈
で
偽
り
に
み
ち
た
誠
な
き
絞
滑
な
振
舞
い
は
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
と
も
に
助
け
あ
い
み
だ
り
に
争
わ

な
い
賢
い
知
慧
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
警

喰

誇

八

十
調
律
巻
九
、
弥
沙
築
部
和
秘
五
分
律
巻
六
〉

ふ
た
ご
・
』
る

白

鳥

と

鶏
と
の
聞
の
雛
の
話
二
念
を
持

つ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
た
教
訓

〈
摩
詞
僧
祇
律
巻
二
十
四
〉



伺
毒
箭
に
当
り
た
る
愚
人
の
話

含
経
巻
六
十
、
箭
倫
経
〉

み
づ
ら

回

猿
と

札

と

の

話

虚

偽

を
も
っ
て
人
を
欺
け
ば
他
人
も
ま
た
い
つ
わ
り
を
構
え
て
自
分
を
欺
く
こ
と
を
示
し
た
響
喰
話

本
行
集
経
巻
三
十
〉

て
ん
た
ち
ょ
う

伺
象
と
猿
と
崩
多
鳥
と
の
話
互
談
の
心
を
抱
い
て
陸
じ
く
交
わ
る
時
に
は
た
が
い
に
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
た

説
話

八
四
分
律
巻
五
十
、
摩
詞
僧
紙
律
巻
二
十
七
〉

わ
な

肘
掠
に
か
、
ふ
り
し
鹿
の
話

信
義
を
失
な
っ

て
は
な
ら
ず
、
信
義
は
人
を
感
動
さ
せ
る
と
い
う
教
訓

八
鹿
母
経
〉

伯
記
恩
野
干
と
老
獅
子
王
と
の

話

な

さ

け
は
人
の
為
な
ら
ず
と
い
う
教
訓

八
十
諦
律
巻
三
十
六
〉

判
水
牛
と
猿
と
人
と
の
話
く
だ
ら
ぬ
人
に
取
り
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
ら
ぬ
人
は
自
ら
罪
の
報
い
を
受
け
、
そ
の
罪
は
消

え
な
い
と
い
う
僻
雷
撤

八
仏
説
水
中
経
〉

同

泉

と

烏
と

の

話

怨

恨

を

解

か

ず
、
こ
れ
を
結
べ
ば
強
者
も
亡
び
る
こ
と
を
示
し
た
物
語

〈
雑
宝
蔵
経
巻
八
〉

同

他
の
普
を
助
く
る
に
勇
猛
な
る
兎
の
話

教
同
事
の
為
に
は
身
を
捨
て
て
志
を
遂
げ
る
こ
と
を
示
し
た
教
訓

〈
旧
雑
響
機
経
巻

下
、
雑
宝
蔵
経
巻
二
〉

口

狼
と
羊
と
の
話

た
だ
ち
に
為
す
べ
き
こ
と
を
為
さ
ず
無
援
の
想
像
に
耽
け
る
愚
か
さ
を
述
べ
た
教
訓

八
中
阿

八
イム

回
野
干
王
城
を
改
む
る
話

八
弥
沙
塞
部
和
臨
五
分
律
巻
三
〉

一
念
を
起
し
て
立
て
た
普
い
志
を
貫
く
こ
と
の
大
切
さ
を
述
べ
た
寓
話

身
の
程
知
ら
ぬ
望
み
を
起
す
愚
か
さ
と
実
力
な
く
し
て
多
数
を
治
め
る
危
険
さ
を
示
し
た
物
語

八
摩
詞
僧
祇
律
巻
四
〉

回

毒

蛇

と
も
黄
金
と
も
見
え
し
も
の
の
話

不
正
に
得
た
財
宝
は
毒
蛇
の
よ
う
に
忌
は
し
き
こ
と
を
示
し
た
物
語

〈
馬
鳴
菩
薩

(
山

)



(
叩
)

大
荘
厳
経
論
巻
六
〉

囚

啄
木
鳥
怒

っ
て
獅
子
王
を
篤
る
話

強

者

は

弱

者
を
軽
侮
し
て
は
な
ら
な
い
、
罵
宮
は
必
ず
鳥
富
を
招
き
暴
言
に
は
暴
言
が
か

え
っ
て
く
る
と
い
う
響
愉

八
菩
薩
現時
m
経
巻
十

一
〉

国

孔
雀
と
国
王
の
后
と
猟
師
と
の
話
慾
望
は
災
を
受
け
る
因
と
な
り
、
分
外
の
望
み
の
空
し
い
こ
と
を
述
べ

、
思
慮
な
き
言
葉

は
信
義
と
徳
を
破
る
こ
と
に
な
る
点
を
あ
か
し
た
説
話

八
六
度
集
経
巻
三
V

(
げ
)

こ
う
し
た
仏
教
の
磐
喰
お
よ
び
因
縁
説
に
関
し
て
は
、
明
治
二
十
六
年
六
月
に
書
い
た

『
印
度
の
古
話
』
に
も
利
托
阿
利
托
兄
弟
の
善

心
と
慈
悲
心
の
功
徳
を
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
華
厳
経
を
典
拠
に
し
て
善
財
童
子
と
伊
舎
那
女
に
ま
つ
わ
る
物
語
を
書
き
綴
っ
た
大
正
四

年
五
月
執
筆
の

『
伊
舎
那
の
園
』
で
は
、
善
を
志
す
人
間
生
活
に
お
け
る
、永
遠
の
美
を
あ
か
し
て
お
り
、

『道
を
一尋
ね
て
』

(
大
正
六
年

一一一
月
〉
で
は
善
財
章
子
が
弁
具
足
道
女
を
敬
礼
し
て
無
尽
福
徳
蔵
解
脱
門
を
得
る
に
至

っ
た
話
を
述
べ
て
い
る
。
大
正
三
J
四
年
に
か
け

て
固
た
び
雑
誌

『新
修
養
』
に
掲
載
し
た

「
恩
積一
経
」
に
お
い
て
は
、
釈
迦
仏
も
孝
を
重
ん
じ
た
点
を
認
め
な
が
ら
、
父
母
恩
重
経
に
三

種
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
て
「
漢
に
生
じ
た
る
の
経
」
即
ち
偽
経
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

「
偽
経
と
雛
、
勧
孝
報
恩
の
事
を
説
け
る
も

の
の
人
聞
に
重
ん
ぜ
ら
る
与
を
見
て
、
人
の
至
性
の
欺
き
俺
ふ
可
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
感
ず
る
の
み
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

仏
典
の
名
は
作
品
中
に
し
ば
し
ば
載
せ
ら
れ
、
そ
の
内
容
に
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
先
述
の

『鯛
牛
庵
聯
話
』
所
収
の
金
光
明
最
勝
王
経

に
関
す
る
評
釈
や
法
華
経
に
つ
い
て
の
作
品
も
、
こ
う
し
た

一
切
経
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
造
詣
と
仏
典
を
作
品
に
結
実
さ
せ
て
ゆ
く
姿
勢
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

〔幻
)

こ
の
よ
う
な
仏
典
へ
の
認
識
に
も
と
づ
い
て
、
仏
教
に
言
及
し
た
評
論
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば

『
仏
教
に
現
れ
た
る
女
性
』

(明

治
三
十
八
三
月
)
は
、
露
伴
が
玉
耶
教
(
経
)
に
示
さ
れ
た
仏
教
の
婦
人
観
を
語

っ
た
も
の
で
あ
る
。
露
伴
は
、
こ
の
経
が
小
乗
の
教
え



で
あ
る
が
面
白
い
事
が
書
い
て
あ
る
と
し
て
、
仏
が
婦
人
の
三
障
三
悪
お
よ
び
特
に
母
婦

・
妹
婦

・
知
識
婦

・
婦
婦

・
縛
婦

・
怨
家
婦

・

奪
命
婦
の
七
種
の
理
を
誇
々
と
説
き
あ
か
し
玉
耶
女
は
遂
に
邪
慢
の
角
を
折

っ
て
仏
に
帰
依
し
た
と
い
う
経
の
主
限
を
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た

『
末
利
夫
人
と
石
田
三
成
』

(
昭
和
三
年
三
月
)
は
、
仏
在
世
時
代
の
惰
薩
羅
国
勝
光
王
の
夫
人
末
利
の
美
と
賢
を
語
り
、
王
が
奴

縛
の
境
界
に
滋
ち
て
い
た
末
利
女
の
「
聡
明
の
智
が
有
っ
て
且
つ
親
切
な
心
の
所
有
者
」
で
あ
る
こ
と
に
感
じ
入
っ
て
王
妃
に
し
た
逸
話

を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、

『
話
苑
』

(
明
治
二
十
八
年
七
月
)
に
は
、
医
王
者
婆
の
母
が
奈
樹
の
中
よ
り
生
れ
た
美
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
か
ぐ
や
姫
の
話

を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
と
か
、
昆
陵
の
地
に
あ
っ
て
高
さ
は
日
月
の
上
に
出
る
出
品
衛
山
は
須
弥
山
の
事
と
し
て
よ
く
須
弥
山
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
と

い
う
の
は
臆
説
に
す
ぎ
る
と
か
、
仏
弟
子
の
目
連
尊
者
が
太
古
の
状
況
を
思
惟
観
察
し
て
説
い
た
話
と
し
て
、
土
地
争
い
が
続
い
た
の
で

智
徳
円
満
の
人
を
選
ん
で
人
々
の
所
得
の
六
分
の

一
を
与
え
て
王
と
し
た
の
が
大
同
意
王
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
国
王
創
始

の
説
を
述
べ
、
さ
ら
に
坪
内
遺
遁
が
か
つ
て
仏
弟
子
難
陀
を
好
学
の
士
と
い
っ
た
が
出
家
し
て
な
お
恋
慕
の
情
ゃ
み
が
た
く
女
性
を
見
て

慾
心
を
お
こ
し
た
難
陀
は
好
学
の
も
の
で
は
な
い
な
ど
と
語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
仏
教
へ
の
関
心
は
、
仏
山
内

・
仏
話
の
領
域
か
ら

「宗

(
M
A
)
 

教
の
信
仰
若
く
は
宣
伝
弘
通
よ
り
し
て
生
じ
た
る
歌
」
と
し
て
の
和
讃
の
研
究
に
至
る
幅
広
い
も
の
で
、
な
か
に
は
畳
じ
き
和
服
着
坐
様

式
よ
り
腰
掛
式
靴
ば
き
様
式
の
建
築
へ
の
展
開
を
予
測
し
た

『寺
院
建
築
と
実
際
的
要
求
』

(
大
正
六
年
四
月
〉
と
い

っ
た

一
文
ま
で
含

ま
れ
て
い
る
。

露
伴
に
と

っ
て
、
仏
典
は
特
に
こ
う
し
た
仏
教
認
識
の
根
本
と
し
て
読
ま
れ
た
が
、
病
中
に
お
い
て
も
仏
典
(
宝
光
明
経
〉
を
手
に
し

無
辺
の
恭
敬
心
を
お
こ
し
て
我
人
の
惰
慢
を
棄
捨
せ
よ
、
悪
知
識
か
ら
離
れ
て
求
法
の
普
友
を
求
め
よ
な
ど
の
語
に
励
ま
さ
れ

「
我
が
悪

あ

た

た

ん

ぜ

ん

か

つ
ぜ
ん

(
お
)

癖
に
中
り
我
が
前
途
を
指
示
す
る
者
を
見
出
し
て
、
奮
然
と
し
て
起
ち
毅
然
と
し
て
恥
ぢ
絡
然
と
し
て
安
ん
ず
る
所
を
得
」
た
と
記
述
し

〈
山
〉



四

(
山

)

た
よ
う
に
、
仏
典
は
自
己
を
激
励
し
欠
点
を
是
正
す
る
心
の
支
え
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
般
若
心
経
第
二
義
注
』
と
風
流
観

色
即
是
空
の
心
を

岩
に
砕
け
渚
に
寄
す
る
立日
は
あ
れ
水
を
は
な
れ
て
立
浪
も
な
し

空
即
是
色
の
こ
L

ろ
を

雲
と
見
へ
か
す
み
と
粉
ふ
よ
し
の
山
春
風
吹
か
で
咲
花
も
な
し

露
伴
は
、
明
治
十
八
年
七
月
に
電
信
技
手
と
し
て
北
海
道
に
赴
い
た
折
、
東
京
か
ら
携
帯
し
て
き
た
漢
籍
や
仏
教
書
を
読
み
、
余
市
の

永
禅
寺
に
詣
で
て
参
禅
読
経
し
梼
厳
経
を
ひ
も
と
い
て
い
る
。
ま
た
、

「
よ
し
突
貫
し
て
此
逆
境
を
出
で
む
」
と
の
決
意
を
抱
い
て
帰
京

(
却
)

し
た
明
治
二
十
年
九
月
末
以
降
仏
書
を
読
み
ふ
け
っ
た
露
伴
が
最
初
に
手
に
入
れ
た
仏
典
は
、
般
若
心
経
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

露
伴
は
、

『
般
若
心
経
第
二
義
注
』
の
中
で
、

「我
が
初
め
て
仏
書
を
読
ま
ん
と
し
た
る
時
は
実
に
此
経
に
縁
あ
り
て
、
折
本
に
な
り
た

る
無
注
の
も
の
を
広
小
路
に
て
得
た
る
よ
り
、

注
あ
る
も
の
を
求
め
し
に
先
づ
隆
蘭
渓
禅
師
の
注
を
得
た
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
塩
田
賛

は
、
こ
の
般
若
心
経
と
の
出
会
い
に
関
し
、

「霞
伴
文
学
に
特
別
の
関
係
を
有
す
る
に
い
た
る
仏
教
は
こ
の
よ
う
に
し
て
吸
収
さ
れ
る
の

(
む
)

で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
c

『般
若
心
経
二
義
注
』
は
、
斉
藤
八
郎
筆
写
の
写
本
を
用
い
、
明
治
二
十
三
年
八
月
二
十
日
に
書
写
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
発
表

さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
二
年
の

『文
学』

十
月
号

「露
伴
追
悼
号」

に
お
い
て
で
あ
る
。

「
謹
み
て
大
聖
教
主
を
頭
に
い
た

いふき
、
倣
慢
の
罪
を
機
悔
し

一
切
悪
念
を
放
下
し
去
ら
む
と
覚
悟
な
し、

真
実
の
道
心
を
励
ま
し
、



一ツ

は
親
戚
朋
友
の
た
め
、

一
ツ
は
障
惑
深
き
我
身
の
修
行
の
た
め
、
又
及
ば
ぬ
こ
と
な
が
ら
遠
く
は
正
法
弘
通
の
た
め
に
世
間
利
益
の

た
め
に
、
今
夜
此
宝
経
を
注
釈
せ
ん
と
お
も
ふ
」。

こ
の
書
き
だ
し
で
は
じ
ま
る
般
若
心
経
の
注
釈
は
、
言
語
文
字
を
も

っ
て
解
釈
す
る
の
で
は
な
く
「
行
為
」
を
も

っ
て
解
く
こ
と
に
よ

っ
て
未
解
の
者
を
感
情
せ
し
め
よ
う
と
の
願
い
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

露
伴
は
、

「
聖
賢
の
語
を
解
く
の
最
勝
法
は
、
無
言
の
言
即
ち
行
を
も

っ
て
説
く
の
法
な
り
」
と
諸
経
注
釈
の
最
勝
法
を
示
し
、
こ
の

立
場
に
も
と
づ
き
、

「我
が
修
行
に
よ
り
て
柳
か
得
た
る
限
光
に
て
た
す
け
/
¥
て
記
」
し
た
の
が
、
こ
の
作
品
で
あ

っ
た
。
露
伴
が
経

典
の
注
釈
を

「
無
言
の
言
即
ち
行
」
に
拠

っ
て
行
な

っ
た
こ
と
は
、
信
と
行
の

一
致
に
よ
る
身
証
を
秘
奥
の
本
質
と
み
な
し
た
宗
教
観
を

す
で
に
般
若
心
経
の
注
釈
以
前
に
も

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り

「
我
が
修
行
に
よ
り
て
柳
か
得
た
る
眼
光
」
に
映
じ
た
信
仰
内

容
か
ら
『
般
若
心
経
第
二
義
注
』
が
記
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
た

「第
二
義
注
」
の
語
は
、
風
流
観
の
再
検
討
と
解
決
を
般
若
心
経
に
求
め
た
冨
伴
が
倣
慢
の
罪
を
機
悔
し

一
切
悪
念
を
放
下
し
さ

ろ
う
と
の
覚
悟
を
も
ち
つ
つ
も
、

「
我
身
の
あ
さ
ま
し
き
故
に
、
無
言
の
言
を
も

っ
て
解
き
得
，さ
る
こ
と
」
を
痛
感
し
、
い
さ
さ
か
明
ら

か
に
体
解
し
え
た
も
の
を

「少
悟
は
多
識
よ
り
も
勝
れ
た
る
な
り
」
と
の
観
点
か
ら
記
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る。

こ
の
作
品
は
、
般
若
心
経
の
経
文
を
解
説
し
な
が
ら
自
己
の
体
験
を
通
し
て
注
釈
を
試
み
た
も
の
で
あ
り
、

「
我
も

一
年
ば
か
り
は
湯

気
に
あ
が
り
て
、

人
跡
な
き
深
山
の
笹
小
屋
に
徹
夜
の
坐
禅
な
ど
役
だ
L

ぬ
業
を
悦
び
、

酒
の
肴
に
拐
厳
経
を
読
む
な
ど
白
痴
を
尽
し

し
企

ふ

い

〈

う

〈

う

ふ

ト

〈

う

た
」
こ
れ
ま
で
の
参
禅
体
験
へ

の
反
省
が

こ
め
ら
れ
て
い
る

一
方
、
色
不
具
空
だ
け
見
て
空
不
異
空
に
限
を
と
め
ず
、
妄
念
の
た
め
に
悩

み
苦
し
み
真
風
流
に
背
い
て
き
た
慰
悦
の
念
も
表
白
さ
れ
て
い
る
。

『般
若
心
経
第
二
義
注
』
に
お
い
て
露
伴
の
と
ら
え
た
も
の
は
、
般
若
の
利
叙
に
よ
っ
て
妄
想
煩
悩
を
斬

っ
て
捨
て
愉
快
な
る
円
満
の

(
川
〉

五
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(
削
〉

し
止
し
'
へ
そ
っ
〈
う

し
企
〈
う
い
れ
に
よ

境
界
に
参
入
す
る
道
程
で
あ
る
。
ま
た
、
色
身
即
空
の
理
、
色
空

一
如
の
観
を
示
す
般
若
の
智
慧
に
よ
っ
て
意
魔
を
圧
伏
し
垢
浄
を
脱
し

た
解
脱
の
世
界
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
無
我
と
愛
の
精
神
が
語
ら
れ
、
円
満
地
の
解
脱
の
境
界
に
心
身
を
お
い
た
恋

は
必
ず
貫
か
る
べ
き
恋
で
あ
り
、
万
人
桐
坐
の
中
に
行
わ
る
べ
き
恋
、
万
年
相
結
ぶ
恋
で
あ
り
、

「
大
力
の
魔
王
も
妨
ぐ
る
あ
た
は
ざ
る

の
真
恋
慕
な
り
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
淫
慾
の
銅
と
妄
想
の
悪
鉛
」
に
比
べ
て
黄
金
の
価
値
を
有
す
る
の
が
真
恋
慕
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
、
金
剛
不
壊
の
真

恋
慕
真
風
流
の
再
生
を
仏
典
注
釈
に
よ

っ
て
体
得
身
-証
し
て
ゆ
く
蕗
伴
の
姿
勢
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
真
恋
首
都
の
思
想

と
れ

ニ
れ

は
、
の
ち
に

「
色
と
空
と
」
〈
大
正
元
年
十

一
月
〉
で

「実
相
と
妄
念
と
与
に
幻
な
り
」
「
仏
是
魔
、
魔
是
仏
、
煩
悩
と
菩
提
と
執
着
と

解
脱
と
、
門
有
り
て
内
外
あ
り
、
堂
あ
り
て
上
下
あ
る
の
み
」
と
述
べ
た
よ
う
な
煩
悩
則
将
提
の
相
即
の
思
想
す
な
わ
ち
色
空

一
如
の
観

と
し
て
表
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
風
流
観
を
骨
格
と
す
る
蕗
伴
の
作
品
は
、
迷
悟

・
仏
魔

・
人
我

・
時
処
を
い
ず
れ
も
仮
幻
の
う
ち
に
み

て
と

っ
た

「空
色
倶
に
空
、
有
無
倶
に
無
」
と
い
う
無
我
の
解
脱
精
神
を
結
実
さ
せ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
露
伴
が

『般
若
心
経
第
二
義
注
』

を
書
い
た
の
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
た
の
か
。

そ
の
最
大
の
理
由
は
、露
伴
が
明
治
二
十
三
年
に

『
風
流
仏
』
に
代
表
さ
れ
る
こ
れ
ま
で
の
風
流
観
の
変
換
を
迫
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
煩
悶
襖
悩
の
精
神
状
況
は
、
同
年
七
月
の
報
知
新
聞
に

「
造
化
と
文
学」

と
題
し
て
掲
載
さ
れ
た
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
の
書
簡
で
露
伴
は
、
空
想
的
態
度
で
造
り
出
し
た
無
茶
な
小
説
は

「魔
作
の
世
界
」
を
真
世
界
で
あ
る
か
の
如
く
あ
ざ
む
い
て

き
た
「
大
無
風
流
」
の
偽
善
で
あ
る
こ
と
に
驚
問
し、

そ
の
深
刻
な
自
省
の
中
か
ら

「
到
底
妄
想
撲
滅
に
あ
ら
ず
ん
ば
無
茶
な
ら
ざ
る
小

説
は
成
ら
ず
大
真
如
界
に
住
せ
ず
ん
ば
好
句
も
好
小
説
も
成
ら
ず
」
と
述
べ
て

「
真
風
流
の
真
小
説
」
を
造
化
し
て
ゆ
く
道
を
再
び
探
求

す
る
覚
悟
を
告
白
し
て
い
る
。



こ
の
露
伴
の
風
流
観
修
正
に
関
す
る
直
接
の
動
機
は
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
実
生
前
上
の
問
題
で
は
恋
愛
の
相
手
で
あ
っ
た
弟
子

の
斉
藤
鐙
(
号
紫
英
)
に
ま
つ
わ
る
恋
の
不
成
立
と
こ
れ
に
伴

っ
て
自
ら
の
心
の
内
部
に
お
こ
っ
た
独
善
や
我
執
を
改
め
て
痛
感
せ
ざ
る

(お
)

を
え
な
か

っ
た
点
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
露
伴
は
、
か
つ

て
『
風
流
仏
』

に
お

い
て
青
春
の
意
気
に
燃
え

「
仮
相
の
花
衣
、

幻
臨
調
空
華

(
ぬ
)

解
脱
し
て
深
入
無
際
成
就

一
切
、
荘
厳
端
麗
あ
り
難
き
実
相
美
妙
の
風
流
仏
」
を
描
き
あ
げ
た
が
、
こ
の
時
期
で
の
心
的
体
験
に
よ
っ
て

八
俗
〉
や
我
執
が
外
な
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
実
は
内
な
る
心
に
う
ご
め
く
「魔
」
で
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
我
執
の
妄
念
を
直
視
し
た
と
き
、
外
的
な
〈
俗
〉
の
我
執
に
対
置
し
て

い
た
聖
な
る
金
剛
不
駿
の
恋
を
と
ら
え
る

の
み
で

は

「真
風
流
」
と
は
い
え
ず

「大
真
如
界
」
に
住
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
切
実
な
動
嬬
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
か
ら
聖
な
る
愛
と
芸
術
と
理
想
の
融
合
し
た
解
脱
即
ち
仏
と
結
び
あ
っ
た
風
流
の
背
後
に
あ
る
内
な
る
妄
念
と
し
て
の

「魔
」
の
折

伏
を
試
み
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

露
伴
は
仏
教
へ
の
造
詣
を
文
学
の
基
盤
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
た
が
、

「
仏
」
す
な
わ
ち
解
脱
に
相
対
す
る
我
執
煩
悩
の

「魔
」
を
折
伏

調
御
す
る
妄
念
の
撲
滅
の
た
め
に
は
よ
り
線
源
的
に

「
大
真
如
界
」
に
住
せ
ん
と
す
る
宗
教
精
神
の
血
肉
化
を
必
要
と
し
た
と
考
え
ら
れ

(
幻
〉

る
。
露
伴
は
、
こ
う
し
た
思
念
に
た
っ
て
色
道
の
極
意
を
描
く

『
風
流
魔
』

(改
題

『艶
魔
伝
ち

を
書
き
、

こ
の
逆
説
的
筆
法
に
よ
っ

て
仏
魔

一
如
の
世
界
と
魔
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
仏
H
真
の
解
脱
を
極
め
る
た
め

に

「大
真
如
界
」
に
住
す
る
道
を
探
求
し
、
や
が

(
凋
)

て

『風
流
悟
』

(
明
治
二
十
四
年
八
月
)
を
書
く
に
至
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
作
品
は
、
魔
を
調
御
し
た
解
脱
の

「情
」
を
風
流
と
連
環
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
真
風
流
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

『風
流
悟
』
は
、
恋
と
我
慾
が
離
れ
ず
に
相
戦
い
悲
泣
し
恨
み
歎
ず
る
恋
の
牢
獄
に
身
を
お
き
つ
つ
も

「
投
慾
の
念
を
ば
幸
に
折
伏
し

た
り
し
故
に
左
る
悪
境
に
入
ら
ざ
り
し
」
自
己
の
姿
を
物
語

っ
た
も
の
で
あ
り
、

「咋
き
か
な
恋
慕
に
沈
み
て
耐
し
て
俗
の
所
謂
恋
の
成

(
肌

〉

七
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就
を
望
む
人
の
心
や
」
と
述
べ
て
世
俗
的
な
恋
を
否
定
し
、
む
し
ろ
世
俗
の
恋
の
不
成
就
を
「
幸
福
」
で
あ
る
と
す
る
恋
愛
観
を
吐
露
し

て
い
る
。
そ
し
て
真
の
恋
慕
の
成
就
と
は
、「
我
が
掠
奪
婚
姻
的
精
神
な
ら
ざ
る
恋
慕
の
念
の
彼
女
に
通
じ
、
即
ち
唯

一
の
恋
慕
の
念
の
彼

女
に
感
得
せ
ら
れ
て
、
而
し
て
彼
女
の
我
に
対
し
て
又
唯
一
の
恋
慕
の
念
の
発
せ
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
悲
泣
し
恨
み
歎
ず
る
我
慾

に
も
と
づ
く
恋
の
牢
獄
の
裏
に
あ
っ
て
世
俗
の
愛
を
否
定
し
て
真
の
恋
愛
に
迫
遁
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

「恋
の
牢
獄
は
即
ち
楽
聞
な
り
」

と
い
う
境
地
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
風
流
観
に
お
け
る
仏
|
魔
l
悟
の
連
環
の
軌
跡
に
ひ
と
つ
の
解
答
を
与
え
た
の
が
、
般
若
の
利
餌
を
用
い
て
煩
悩
と
い
う
魔

を
斬

っ
た
「
釈
迦
の
慈
悲
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

『般
若
心
経
第
二
義
注
』
に
よ
っ
て
確
信
し
た
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
蕗
伴
は
、

「煩
悩
の
悪
魔
と
戦
か

つ
て
は
ま
だ
此
方
の
太
万
先
鈍
く
、
数
々
く
だ
ら
ぬ
悲
し
み
憤
り
に

使
は
れ
、
此
色
身
の
た
め
に
日
々
夜
々
狂
ひ
ま
は
り
居
る
事
、
無
念
骨
髄
に
徹
す
る
次
第
な
り
」
と
記
し
て
お
り
、
こ

の
言
葉
は
他
者

一

般
に
つ
い

て
ふ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
魔
性
と
し
て
の
妄
想
に
覆
わ
れ
た
自
ら
の
色
身
に
対
し
て
表
白
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
露
伴

は
こ
の
自
己
凝
視
か
ら
、
恋
し
い
、
憎
い
、
嬉
し
い
、
悲
し
い
と
煩
悩
し
、
憎
む
と
き
に
は
愛
す
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
片
ょ
っ
た

「意
魔
」

に
使
わ
れ
る
不
円
満
の
境
界
を
離
れ
て

「一

度
正
見
の
限
を
聞
き
て
即
空
と
観
じ
、
片
よ
り
た
る
境
界
に
心
を
置
か
ず
、
円
満
の
地
に
居

て
は
照
々
と
明
ら
か
に
為
す
べ
き
道
為
す
べ
か
ら
ざ
る
道
も
分
り
て
、
然
る
後
猶
恋
を
な
す
と
も
恨
む
と
も
恋
を
捨
つ
る
と
も
、
い
づ
れ

の
道
大
愉
快
の
地
に
居
て
、
下
ら
ぬ
所
行
に
は
及
ば
ざ
る
べ
し
。
凡
人
の
恋
は
恋
に
使
は
れ
、
釈
迦
の
慈
悲
は
慈
悲
を
な
し
玉
ひ
た
る
に

て
、
此
処
大
相
違
あ
り
」
と
す
る

「
円
満
地
」
の
境
界
に
参
入
す
る
心
境
を
あ
か
す
の
で
あ
る
。

こ
の

「意
魔
」
に
使
わ
れ
る
偏
愛
の
念
を
般
若
の
利
剣
に
よ
っ
て
忽
ち
に
斬

っ
て
捨
て
て
円
満
地
の
自
在
の
境
地
に
到
達
す
る
こ
と
な

し
に
は
、

「妄
想
撲
滅
」
に
よ
る
真
風
流
の
成
就
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
認
伴
は
述
べ
る

の
で
あ
る
。

「
釈
迦
と
て
も
生
き
た
る
内
は
愛



憎
直
面怒
の
な
き
雄
一口
な
し
、
唯
般
若
の
利
飢
を
用
ゐ
て
忽
ち
魔
を
斬
り
、
忽
ち
大
光
明
を
放
ち
し

の
み
。
不
愉
快
を
感
ず
る
は
円
満
地
に
住

せ
ざ
る
が
故
な
り
」。

近
代
的
自
我
の
意
識
を
我
執
と
み
て
と
り
、
こ
れ
を

「意
魔
」

と
指
摘
し
た
と
こ
ろ
に
、

す
で
に
露
伴
の
煩
悩
魔

を
否
定
し
て
い
く
姿
勢
が
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
蕗
伴
は

一
歩
進
め
て
、
釈
迦
仏
も
ま
た
内
な
る
愛
憎
喜
怒
を
有
し

「意
魔
」
を
断
ち
き
っ
て
解
脱
し
た
点
を
示
す
こ
と
に
よ
っ

て
魔
性
を
折
伏
し
仏
性
の
光
明
を
輝
か
せ
る
大
真
如
界
即
ち
仏
教
的
悟
達
を
根
底
と
す
る
円
満
地
の
解
脱
世
界
に
参
入
し
、
そ
こ
か
ら
真

風
流
真
恋
慕
を
具
象
す
る
真
小
説
を
う
み
だ
そ
う
と
し
た
、
と
思
わ
れ
る
。

次
の

一
文
は
、
こ
う
し
た
露
伴
の
心
境
を
吐
蕗
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
う
じ
ゃ
う
ぶ
つ

し
じ

ゃ

う

ぶ

つ

〈

ど

ん

汝
は
是
れ
当
成
仏
、
我
は
是
れ
巳
成
仏
と
菩
醸
成
経
に
説
か
れ
た
り
。
露
伴
は
是
当
成
仏
、
程
曇
是
己
成
仏
、
露
伴
は
是
当
成
聖
人
、

さ

を
う
がe
よ
う

て

め

ト
じ
ん
に
A
え

の
う
じ
に
よ

ぜ

ほ
ふ

孔
子
は
是
己
成
聖
人
、
高
伴
は
是
れ
当
成
詩
人
、
沙
翁
踊
悦
は
是
巳
成
詩
人
、
鳴
呼
快
な
る
哉
。
唯
明
人
忍
慧
強
く
能
持
如
是
法
に
し

て
初
め
て
仏
と
も
な
る
べ
く
聖
人
と
も
詩
人
と
も
な
る
べ
し
。
恨
む
ら
く
は
我
が
忍
慧
弱
く
不
持
如
是
法
、
羊
は
是
巳
成
畜
生
、
露
伴

え
ん
く

ま
ん

か

う

ら

は
是
当
成
畜
生
、
炎
口
は
是
己
成
餓
鬼
、
露
伴
は
是
当
成
餓
鬼
な
る
こ
と
を
。
大
丈
夫
満
股
の
血
、
順
流
逆
流
、
半
順
半
逆
流
、
乃
至

(
約
〉

欝
不
流
潰
裂
遊
飛
す
べ
き
と
こ
ろ
は
此
快
恨
二
{
子
打
成

一
丸
裂
に
あ
り
。

こ
の
言
葉
は
、

「錨
護
精
舎
雑
筆
」
と
し
て
明
治
二
十
九
年
十
二
月
発
行
の

『
ひ
げ
男
』
に
収
め
ら
れ
、
の
ち
に

『露
伴
叢
書
』

(明

治
三
十
五
年
六
月
)
に

「
折
=
草
』
と
改
題
し
た
中
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
愉
快
と
不
愉
快
、
不
円
満
と
円
満
の
聞

に
引
き
裂
か
れ
つ
つ
心
意
の
動
絡
に
格
闘
し
た
露
伴
が
、

「
快
恨
二
字
打
成

一
丸
」
の
自
在
の
心
境
に
到
達
し
え
た
と
す
る
確
信
が
表
明

さ
れ
て
い
る
。
「
頼
ま
し
か
ら
ぬ
肉
身
と
は
云
ひ
か
ね
」
泣
い
た
り
怒
っ
た
り
憎
し
み
憤
る

「妄
念
煩
悩
」
の
か
た
ま
り
で
あ
る
凡
夫
の

あ
さ
ま
し
さ
に
感
慨
の
思
い
を
深
め
た
と
き
、
露
伴
は
羊
や
炎
口
餓
鬼
の
ご
と
く
ま
さ
に
畜
生
道
と
餓
鬼
道
に
堕
ち
て
ゆ
く
自
己
を
凝
視

(
山
〉

九



(
加
)

せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
偏
よ
り
た
る
意
魔
に
使
わ
れ
妄
想
煩
悩
に
執
着
す
る
不
円
満
の
姿
で
も
あ

っ
た
。

「
恨
」
の

意
識
は
、

「
不
愉
快
を
感
ず
る
は
円
満
地
に
住
せ
ざ
る
が
故
な
り
」
と
い

っ
た
心
境
と
同
義
で
あ
ろ
う
。
こ
の

「恨
」
の
意
識
は
、
妄
想

煩
悩
に
執
着
す
る
意
魔
を
圧
伏
し
て
ゆ
く
困
難
な
精
神
の
格
闘
に
た
え
忍
び
え
る
仏
の
智
慧
を
充
分
に
持
ち
え
な
い
自
己
の
弱
さ
に
も
と

づ
い
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
不
完
全
不
円
満
の
悪
物
と
し
て
の
妄
想
煩
悩
を
見
つ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「速
か
に
般
若
の
宝
剣
を
揮
っ

て
、

一
度
は
此
肉
団
身
を
粉
微
塵
に
斬

っ
て
捨
て
よ
、
然
る
後
に
は
大
活
眼
も
自
ら
聞
け
」
て
ゆ
く
円
満
の
境
界
に
覚
躍
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
の
で
あ
る
。
強
き
円
満
地
に
住
す
る
仏
の
智
慧
を
体
現
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
忍
慧
弱
き
不
円
満
の
心
を
強
め
、

「恨
」
H
不

愉
快
を

「快
」
H

愉
快
に
転
身
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
「
大
悟
」
の
境
界
に
心
身
を
お
く

「
正
見
の
限
」
で
見
な
お
し
た
と
き
、
釈
尊
は
す
で
に
成
仏
し
た
存
在
、
露
伴
は
ま
さ
に
仏
と

も
な
る
べ
き
も
の
、
孔
子
は
聖
人
、
露
伴
は
ま
さ
に
聖
人
に
な
る
べ
き
も
の
、
シ
エ
ク
ス
ピ
ア

・
ゲ
1
テ
は
詩
人
、
露
伴
は
ま
さ
に
詩
人

と
な
る
べ
き
も
の
と
い
う
快
哉
の
念
が
叫
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
分

一
個
に
抱
か
れ
た
妄
想
煩
悩
の
垢
を
脱
し
、
妄
念
に
よ
る

小
人
の
悲
し
み
を
仏
、
菩
薩
の
金
剛
不
懐
に
し
て
広
大
無
辺
の
慈
悲
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
解
脱
の
境
地
に

た
つ
と
き
、
恨
の
裏
に
快
の
あ
る
こ
と
を
、
ま
た
快
の
裏
に
恨
の
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
の
で
あ
り
、
恋
を
し
た
り
捨
て
よ
う
と
も
色

身
の
ま
ま
に
偏
愛
し
た
り
恨
む
こ
と
も
な
い
自
在
の
円
満
地
に
到
達
で
き
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

四
O 

露
伴
は
、
仏
と
な
り
聖
人

・
詩
人
と
も
な
ら
ん
と
し
て
精
神
を
飛
矧
さ
せ
る
と
同
時
に
、
妄
想
煩
悩
に
執
着
し
そ
れ
と
格
闘
す
る
欝
積

し
た
精
神
が
飛
沫
の
ご
と
く
逆
流
し
あ
っ
て
い
る
自
己
の
内
な
る
心
的
世
界
を
見
つ
め
な
が
ら
、

「快
」
と

「恨
」
の
表
裏
性
と

一
体
性

と
を
と
ら
え
快
恨
の
意
識
を
自
在
に
調
御
す
る
仏
菩
醸

の
忍
慧
を
仰
ぎ
求
め
た
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

露
伴
は
こ
の
よ
う
に
妄
想
煩
悩
の
凝
視
を
通
し
て
円
満
の
境
界
を
採
求
し
、
仏
の
解
脱
世
界
に
参
入
し
包
容
さ
れ
る
こ
と

に
よ

っ
て
妄



想
を
制
御
し
、
し
か
も
快
恨
の
意
識
を
も
包
み
こ
み
な
が
ら
大
悟
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
の
あ
り
ょ
う
を
確
信
し
た
の
で
あ
る
。

仏
教
の
精
神
と
小
説

l
『
毒
朱
唇
』

『
五
重
塔』

に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
、
露
伴
の
文
学
作
品
の
う
ち
小
説
の
世
界
に
お
い
て
仏
教
精
神
は
ど
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で

は
、
露
伴
の
初
期
代
表
作
と
も
い
う
べ
き

『議
朱
唇

』

(
明
治
二
十
三
年

一
月
〉
と

『
五
重
権
』

(明
治
二
十
四
年
十

一
月

1
二
十
五
年

三
月
)
に
結
晶
さ
れ
て
い
る
仏
教
精
神
の
あ
り
ょ
う
を

一
瞥
し
て
み
よ
う
。

『中一母
朱
一
酢
は
、
釈
迦
に
ふ
れ
た
作
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
赤
城
山
中
に
住
む
美
女
が
釈
迦

に
対
す
る
恋
慕
の
念
を
語
る
筋
立
て

に
な
っ
て
お
り
、
深
山
の
静
寂
に
響
く
か
の
ご
と
く
、
山
女
は
釈
迦
が
物
の
表
れ
を
う
た
う
大
歌
人
で
あ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

「我
は
自
然
と
仏

一
代
の
御
所
行
聞
き
お
ぼ
え
て
、
扱
も
世
界
の
大
歌
人
、
天
哨
美
し
い
方
様
、
た
の
も
し
い
男
、
粋
な
お
人
、
実
の

あ
る
お
方
、
今
若
し
ご
ざ
ら
ば
少
し
甘
え
て
も
見
た
く
、
可
愛
が
ら
れ
て
も
見
た
い
殿
御
と
思
い
そ
め
た
が
無
理
で
ご
ざ
ん
す
か
」。

こ
れ
が
、
釈
迦
に
恋
い
焦
が
れ
る
山
女
の

「
心
意
気
」
で
あ
る
。
こ
の
釈
迦
に
対
す
る
見
方
は
、
普
通
観
念
か
ら
立
て

る
仏
の
定
義
を

根
底
的
に
批
判
し
宗
教
家
や
哲
学
者
の
め
く
ら
信
心
へ
ぽ
理
屈
を
否
定
し
た
も
の
で
、

「
仏
法
を
情
解
の
眼
鏡
で
覗
く
」
露
伴
の
仏
教
に

対
す
る
姿
勢
を
投
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

h
た

こ
れ
は
、

「
釈
迦
様
を
理
屈
屋
の
大
将
と
見
な
し
た
る
こ
そ
片
腹
痛
け
れ
」
「
哲
学
家
と
い
ふ
も
の
は
妄
し
の
考
へ
で
は
お
釈
迦
様
と

は
玉
と
金
ほ
ど
の
違
ひ
」
と

い
っ
た
言
葉
に
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
釈
迦
が
悲
し
く
は
か
な
く
情
な
い
と
思
う
心
か
ら
大
千
世
界
を
覗
き

見
て
妄
想
の
大
長
刀
を
ふ
る

っ
た
末
に

一
切
経
と
い
う
長
歌
短
歌
を
説
き
出
し
た
歌
人
だ
か
ら
惚
れ
た
と
い
う
の
も
、
そ
の
冷
い
教
理
で

は
な
く
釈
迦
の
満
身
に
あ
ふ
れ
る

「
大
き
な
愛
情
の
熱
涙
」
に
対
す
る
感
動
を
重
視
し
た
か
ら
で
あ
る
。

四

(
山
〉



(
山
〉

そ
れ
故
即断
伴
は
、
肉
慾
な
ど
の
小
さ
な
愛
を
捨
て
、
し
か

も
野
暮
で
は
な
く
大
き
な
人
情
を
た
た
え
た

「醍
酬
の
味
が
す
る
大
人
情
」

を
歌
い
あ
げ
、「御
愛
憐
の
切
な
る
お
心
」
の
一
念
を
歌
い
く
ら
し
た
の
が
釈
迦
の
深
い
慈
愛
で
あ
る
と
諮
る
。
そ
の
釈
迦
の
慈
愛
こ
そ
、

b
た
し

は

か

「
鷲
の
山
崎
く
、
教
へ
指
さ
す
人
も
な
き
、
天
下
に
妄

一
人
の
果
敢
な
き
恋
」
に
紡
律
し
無
明
煩
悩
に
お
ち
入

っ
た
山
女
合
し
て
傑
然
と

し
て
あ
り
が
た
き
涙
を
お
と
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
は
、
釈
迦
の
愛
憐
の
心
に
ふ
れ
た
山
女
の
片
恋
が
、
大
き
な
愛
に
感
応
し
え
た
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
釈
迦
に
執
着
が
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
、
妄
想
に
よ
る
小
執
着
で
は
な
く
大
業
と
平
和
と
美
徳
を
生
ず
る
貴
い
大
執
着
心

が
あ
っ

た
、
と
い
う
釈
迦
仏
へ

の
見
方
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

(“〉

露
伴
の

『
五
重
犠
』
は
、
大
工
と
し
て
の
生
き
が
い
を
求
め
死
ん
で
も
立
派
に
名
を
残
し
た
い
と
念
願
し
た
の

っ
そ
り
十
兵
衛
が
、
我

慾
を
離
れ
自
己
の
全
生
命
を
か
け
た

「
我
」
を
貫
き
通
し

一
心
の
誠
を
献
げ
て
谷
中
感
応
寺
の
五
重
犠
を
建
立
し
た
物
語
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。

凶

の
っ

そ
り
十
兵
術
は
、
自
己
の
存
在
の
あ
か
し
を
た
て
る
こ
と
に
よ

っ
て
永
遠
不
朽
に
つ
な
が
ろ
う
と
す
る
脱
俗
的
自
我
意
識
を
も
っ

芸
術
へ

の
一
向
専
念
者
で
あ
る
。
『
五
重
塔
』
は
、
そ
の
十
兵
衛
に
仕
事
を
奪
わ
れ
な
が
ら
慾
得
ず
く
で
な
い
職
人
の
本
望
に
苦
悩
し
つ

で、、

つ

「塔
さ
へ
能
く
成
れ
ば
」
と
思
い
か
え
し
て
十
兵
衛
に
塔
を
二
人
で
建
て
よ
う
、
知
慧
思
案
を
貸
そ
う
と
い
う
川
越
の
源
太
の
持
つ
侠

気
と
十
兵
衛
と
の
八
心
の
争
闘
の
物
語
〉
を
納
と
し
て
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
。
や
が
て
、
応
を
つ
く
る
な
ら
独
力
で
と
思
念
す
る

「
の
っ
そ

り
十
兵
衛
が
辛
苦
経
営
む
な
し
か
ら
で
、
感
応
寺
生
雲
塔
い

よ
/
¥
物
の
見
事
に
出
来
上
」
る
の
で
あ
る
。

き
け

し
か
し
、
そ
の
喜
び
も
束
の
間
、
暴
風
雨
が

「
閣
に
撲
ま
る
松
柏
の
梢
に
天
魔
の
号
び
も
の
す
ご
く
」
吹
き
荒
れ
る
。
こ
の
暴
風
雨
は

浮
世
の
栄
華
に
誇
る

「
愚
物
」

「
偽
物
」
の
眠
り
を
乱
し
、
こ
ざ
か
し
い
自
負
心

・
名
誉
心
と
い

っ
た
天
を
軽
ん
ず
る
人
間
の
我
執
と
お



ご
り
を
打
砕
く
飛
天
夜
叉
王
の
意
志
か
ら
発
せ
ら
れ
た
怒
号
で
あ
る
。
夜
叉
と
は
、
空
を
飛
行
す
る
鬼
神
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

夜
叉
は
、
仏
教
を
信
ず
る
者
を
慾
乱
す
る
悪
鬼
で
あ
る
が
、
仏
に
帰
依
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
仏
の
説
法
の
座
に
列
な
り
仏
教
を
守
護
す

え

る
神
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
法
華
経
の
序
品
に
は
、

「
会
の
中
の
比
丘

・
比
丘
尼

・
優
婆
塞

・
優
婆
夷
と
天

・
竜

・
夜
叉

・
乾
閥
婆

・
阿
惰
離

・
迦
桜
羅

・
緊
那
羅

・
摩
峨
羅
迦
と
の
人
、
非
人
と
及
び
諸
の
小
王

・
転
輸
聖
王
と
の
、
こ
の
諸
の
大
衆
は
未
曾
有

な
る

こ
と
を
得
て
、
歓
喜
し
合
掌
し
て

一
心
に
仏
を
観
た
て
ま
つ
る
」
と
示
さ
れ
て

い
る
。
夜
叉
も
ま
た
天
の
世
界
に
住
む
大
衆
の
ひ
と

り
と
し
て
、
仏
の
会
座
に
参
列
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
鬼
子
母
神

・
十
羅
利
女
な
ど
の
神
は
い
ず
れ
も
「
法
華
経
を
持
す
る
者
を
悩

乱
す
る
者
あ
ら
ば
直
ち
に
其
頭
を
七
ツ
に
引
裂
き
捨
て
ん
と
普

へ
る
」
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
守
護
神
は
、
仏
教
の
行
者
を
護

り
助

け
、
そ
の
信
念
を
試
み
、
迫
害
者
を
罰
す
る
働
き
を
有
し
て
い
る
。

『
五
重
塔
』
に
お
い
て
飛
天
夜
叉
王
が
、

「
人
の
心
の
平
和
を
奪
へ
平
和
を
奪
へ

、
浮
世
の
栄
撃
を
誇
れ
る
奴
等
の
胞
を
破
れ
や
幽
り

を
撹
せ
や
、
愚
物
の
胸
に
血
の
鴻
打
た
せ
よ
、
偽
物
の
函
の
紅
き
色
奪
れ
」
と
い
う
怒
号
も
ま
た
、
仏
教
に
背
く
人
間
の
無
智

・
卑
劣
や

我
慾
を
治
罰
し
、
あ
わ
せ
て
仏
教
の
象
徴
と
な
る
五
重
塔
の
建
立
に
対
す
る
試
練
を
与
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
暴
風
雨
が
偽
善
と

私
慾
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
家
々
を
倒
綾
さ
せ
た

の
に
、
遂
に
五
重
壊
が
倒
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
我
執
に
よ
っ

て
で
は
な
く
八

一

心
の
誠
〉
に
も
と
、
つ
い
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
八

一
心
の
誠
〉
が
十
兵
衛
の
抱
く
小
我
に
安
住
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
飛
一大
夜

χ
に
よ

っ
て
信
念
の
強
弱
を
試
め
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
か

っ
た。

四
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こ
の
試
練
を
通
り
ぬ
け
た
と
き
に
、
夜
叉
を
は
じ
め
と
す
る
仏
神
に
誕
念
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
五
重
絡
は
不
朽
の
命
を
も
っ
て
天
に

向

っ
て
そ
び
え
立
つ
の
で
あ
る
。



(
肌
)

あ
の

十
兵
衛
が
、
小
我
に
よ
る
夢
想
の
空
し
さ
を
痛
感
し
、

「
彼
塔
倒
れ
た
ら
生
き
て
は
居
ぬ
覚
悟
」
を
抱
い
た
心
が
天
に
感
応
し
た
の
で

あ
れ

じ

っ

こ

わ

あ
る
。
「
風
雨
を
腕
ん
で
彼
程
の
大
撲
の
中
に
泰
然
と
構
へ
て
居
た
と
い
ふ
が
、
其

一
念
で
も
破
撲
る
ま
い
」。

し
か
も
、

こ
の
十
兵
衛

に
お
け
る
生
命
を
献
げ
た

一
心
の
誠
が
、
露
伴
の
分
身
で
あ
る
朗
円
上
人
の
有
限
の
生
命
を
無
限
の
生
命
へ
と
導
い
て
ゆ
く
教
示
に
よ

っ

て
初
め
て
実
現
さ
れ
る
点
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

ほ
の
ほ

済
度
の
法
音
を
響
か
せ
る
朗
円
上
人
は
、

「
壊
空
の
理
を
体
し
て
意
欲
の
火
炎
を
胸
に
揚
げ
ら
L

る
こ
と
も
な
く
、
浬
繋
の
真
に
会
し

t

ろ

て
執
着
の
彩
色
に
心
を
染
ま
さ
る
」
解
脱
の
世
界
に
住
む
老
和
尚
で
あ
る
。

朗
円
上
人
は
、十
兵
衛
と
源
太
に
向

っ
て
、
長
者
が
争
う
兄
弟
に
蓮
華
の
形
を
し
た
石
と
金
色
の
光
を
放
つ
砂
を
与
え

「
兄
弟
と
も
ん
¥

，
.e
っ
こ

歓
喜
び
楽
し
み
、
互
に
得
た
る
幸
福
を
互
に
深
く
讃
歎
し
」
あ
う
よ
う
に
さ
せ
た
後
、
懐
中
よ
り

「真
実
の
壁
の
蓮
華
を
取
り
出
し
」
て

兄
に
与
え
、
弟
に
は
「真
実
の
砂
金
」
を
袖
よ
り
出
し
て
与
え
た
と
い
う
仏
説
を
語

っ
て
聞
か
せ
て
響
曲
叩
方
便
の
中
に
あ
る
真
実
を
さ
し
示

し
て
い
る
。

四
回

こ
の
方
便
よ
り
真
実
の
道
を
さ
し
示
し
た
上
人
の
さ
と
し
に
よ
っ

て
、
十
兵
衛
は
苦
悩
し
つ
つ

一
心
の
誠
に
つ
き
進
ん
で
ゆ
く
の
で
あ

あ
ら
ま
し

一企

た

危

た

だ
た
だ
の
み

ほ

る
。
「
一

心
の
誠
を
委
ね
生
命
を
懸
け
て
、
慾
も
大
概
は
忘
れ
卑
劣
き
念
も
起
さ
ず
、
唯
只
撃
を
も

っ
て
は
能
く
穿
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、

か
ん
な
鈎
を
持

つ
て
は
好
く
削
ら
ん
こ
と
を
思
ふ
心
の
尊
さ
」
は
、
こ
の
上
人
に
よ
る
真
実
の
教
説
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
上
人
は
、
こ
の

「
心
の
尊
さ
」
を
認
め
つ
つ
も
十
兵
衛
の

一
心
の
誠
が
自
分

一
個
の
小
我
に
止
ま
る
こ
と
を
見
ぬ
き
我
執
の
徹

底
的
な
純
化
の
彼
方
に
あ
る
捨
身
に
よ
っ
て
不
朽
の
五
重
犠
が
完
成
す
る
道
を
さ
し
示
し
て
や
ま
な
い
。

十
兵
衛
が
暴
風
雨
の
試
練
を
経
た
中
で

ご

度
は
ど
う
せ
捨
る
身
の
捨
処
よ
し
捨
時
よ
し
、
仏
寺
を
汚
す
恐
れ
あ
れ
ど
我
が
建
て
し
も

てっぺ'へ

の
壊
れ
し
な
ら
ば
其
場
を

一
歩
立
去
り
得
ベ
き
や
、
諸
仏
菩
薩
も
御
許
し
あ
れ
、
生
霊
塔
の
頂
上
よ
り
直
ち
に
飛
ん
で
身
を
捨
て
む
」
と



の
覚
悟
を
抱
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
十
兵
衛
の
有
限
の
命
は
無
限
の
命
と
感
応
し
、
生
雲
犠
は
不
朽
の

「宝
堵
」
に
な
る
の
で
あ
る
。

え
み

「
江
都
の
住
人
十
兵
衛
之
を
造
り
、
川
越
源
太
之
を
成
す
。
年
月
日
と
ぞ
筆
太
に
記
し
了
ら
れ
、
満
面
に
笑
を
湛
へ
て
振
り
顧
り
玉
へ

お

an

み

と

こ

し

な

み

ひ

え

ん

ば
、
両
人
と
も
に
言
葉
な
く
た

いふ
平
伏
し
て
拝
謝
け
る
が
、
そ
れ
よ
り
宝
権
長
へ
に
天
に
鍛
え
て
、
西
よ
り
踏
れ
ば
飛
櫓
或
時
素
月
を
吐

ニ
う
ら
ん

は
危
し

き
、
東
よ
り
望
め
ば
勾
欄
タ
に
紅
白
を
芥
ん
で
、
百
有
余
年
の
今
に
至
る
ま
で
、
郊
に
活
き
て
遣
れ
る
」
|
そ
れ
は
、
十
兵
衛
の
誠
と
源

太
の
侠
気
を

包
容
し
た
中
で
実
現
す
る
永
遠
不
朽
の
無
我
の
世
界
を
意
味
し
、

捨
身
即
解
脱
を
身
証
し
た
こ
と
に
よ

っ
て

「
宝
塔
」
が

建
立
し
え
た
こ
と
を
も
の
語
っ
て

い
る
。

五
重
答
は
、
救
い
よ
う
も
な
く
陪
く
屈
折
し
た
校
折
感
を
真
に
救
済
す
る
露
伴
の
祈
念
を
示
し
て

い
る
。
同
時
に
こ
の
宝
格
は
、
試
練

を
与
え
た
飛
天
夜
叉
王
に
も
謹
念
さ
れ
天
に
そ
び
え
る
真
実
の

一
念
の
誠
に
結
実
さ
れ
た
精
神
の
高
み
を
象
徴
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
宝
塔
と
そ
の
建
立
へ
の
魂
の
足
跡
こ
そ
、
仏
教
精
神
を
表
象
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
作
品
は
、
宝
塔
を
建
て
る

も
の
と
し
て
の
露
伴
に
お
け
る
精
神
の
核
心
が
、
仏
教
精
神
の
身
証
に
あ

っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

註

(

l

)

「鍋
牛
庵
聯
話
」

(『箆
伴
全
集
』
第
三
十

一
巻

・
一一
一一一
七
頁
)。
以
下

『露
伴
全
集
』
は
『
全
集
』

と
す
る
。

(
2
)

『連
環
記
』

(『全
集
』
第
六
巻

・
五

O
一
頁
〉

(3
)

『
全
集
』
別
巻
上

・
四
四
二
|
閉
頁

(
4
)

同
右

・
四
四
二
頁
。

(5
)

同
右
・
四
四
三
頁
。

(6
)

「道
教
に
就
い
て
」

(『全
集
』
第
十
八
巻

・
二
六
三
頁
)

四
五

(
削
)



(
7
)

「仙
普
参
同
契
」
(
『
全
集
』
第
十
八
巻

・
四
八
九

・
凶
九

一
頁
)
。

(8
)

同
右

・
四
九

一
頁
。

(9
)

「
道
教
思
想
」
(
『
全
集
』
第
十
六
巻

・
一
三
二
頁
)
0

(叩
)
同
右

・
三
一
三
頁
。

(U
)

同
右

・
一三一一
一頁。

(ロ
)

「
造
化
と
文
学
」

(
『
全
集
』
第
三
十
九
巻

・
書
簡

一
七
頁
)。

(日
)
拙
稿
「
止
平
田
露
伴
の
文
学
と
法
華
経
お
よ
び
日
蓮
聖
人
観
」

(『
日
蓮
教
団
の
諸
問
題
』
所
収

・
九
コ
二
|
九
五
八
頁
)

(
は
)
『
全
集
』
第
十
五
巻

・
三
二
三
六
頁
。

(
日
)
塩
谷
賛
著
『
幸
田
露
伴
』
(
中
公
文
庫
)
上

・
一
七
四
|
一
七
五
頁
。

(日
)
『
全
集
』
第
十
一
巻

・
四
七

l
一
一
一
頁
。

(
げ
)

『
全
集
』
第
十
巻

・
二
九

O

二
九
七
頁
。

(凶
)

『
全
集
』
第
六
巻

・
二
三

l
二
六
頁
。

(ω
)
同
右

・
四
七
|
五

O
頁。

(初
)

『
全
集
』

第
十
九
巻

・
一
O
五

|
二

九
頁
。

(幻
)

『
全
集
』
別
巻
上

・
一
一
一
一
一
|
一
二
七
頁
。

(幻
)

『
全
集
』
第
十
五
巻

・
五
一
一
一
一
|
五
一

八
頁
。

(お
)

『
全
集
』
第
二
十
四
巻

・
一
四
二
|
一
七
九
頁
。

(
M
)

『
全
集
』
第
十
八
巻

・
『
圏
外
の
歌
』
二
三
二
頁
。

(お
)

『
全
集
』
別
巻
上

・
六
二
六
|
六
二
八
頁
。

(お
)
『
全
集
』
第
三
十

一
巻

・
二
二
頁
。
『
折
旨
草
』
所
収
「
病
中
讃
書
」

(幻
)

『
全
集
』
第
四
十
巻

・
三
一
一
良
。

「幽
玄
洞
雑
筆
」
所
収
。

〈
お
)
同
右

・
二
人
、
三
O
頁

(却
)

『
全
集
』
第
十
四
巻

・
三
頁
。

「
突
貫
紀
行
」
。

四
六

(
的
)



(ω
)
垣

谷

賛

前
掲
書
上

・
一
一一一一一頁。

(
お
)
『
全
集
』
第
四
十
巻

・
七
九

l
一
O
三
頁。

(
M
M
)

塩
谷
賛
前
掲
書
上

・
四
一
頁
。
ま
た
、
同
書
一
二
五
頁
に
は
「
般
若
心
経
第
二
義
注
」
が
昭
和
二
十
二
年
に
「
文
学
」
十
月
号
「
露
伴
追
悼
号
」

に
発
表
さ
れ
た
時
、

長
与
善
郎
が
「
霞
伴
文
学
の
基
調
と
行
き
方
と
を
最
初
か
ら
表
明
し
た
文
学
」
と
評
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

(お
)

『
全
集
』
第
三
十
二
巻

・
三
O
六
l
三
O
七
頁
。

(加
)

『
全
集
』
第
三
十
九
巻
・

書
簡

一
七
頁
。

(お
)
竹
感
竹
雄
「
露
伴
に
お
け
る
魔
の
表
現
」

(『
国
文
学
』

三
月
号

・
六
九
頁
)

(お
)

『
全
集
』
第
一
巻

・
二
五
l
七
八
頁
。

(幻
)

『
全
集
』
第
五
巻

・
四
四
七
|
四
七
三
頁
。

(お
)

『
全
集
』
第
十
巻

・
一一一一

|
四
七
頁
。

(お
)

『
全
集
』
第
三
十
一
巻

・
一
四
頁
。

(
紛
)
『
全
集
』
第
一
巻

・
一一

九

|
一
三
四
頁
。

(
必
)
『
全
集
』
第
五
巻

・
一
八
五

l
二
七
二
頁
。

(必
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
英
修
著
『
日
蓮
宗
の
守
護
神
』

(必
)
水
谷
昭
夫
「
五
重
塔
」
(
『
国
文
学
』
一
一
一
月
号

・
一
凶
七
頁
。

(昭
和
三
十
三
年

・
平
楽
寺
書
庖
刊
)
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

四
七

〈

∞

m〉



キ

リ

シ

タ
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キ
リ

シ
タ
ン

の
神

話

〈
天
地
始
之
事
〉
は、

長
崎
県
西
彼
杵
郡
と
五
島
列
島
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
よ

っ
て
継
承
さ
れ
、
彼
等
の
信
仰
と
日
常
生
活
党
体
系

化
さ
せ
た
神
話
で
あ
る
。
隠
れ
キ
リ
シ

タ
ン
は
、
教
会
日
宣
教
師
達
と
切
離
さ
れ
た
た
め
に
、
ご
く
僅
か
の
材
料
だ
け
で
、
彼
等
自
身
の

拠

っ
て
立
つ
基
盤
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
神
話
の
中
に
は
、
彼
等
の
主
要
な
祭
儀
と
そ
れ
に
と
も
な

う
オ
ラ
シ

ョ

(
祈
祷
文
)
が
随
処
に
配
置
さ
れ
、
そ
の
成
立
が
説
明
さ
れ
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
仏
教
的
知
識
や
キ
リ

ス
ト

教
的
知
識
、
俗
信
と
い

っ
た
あ
ら
ゆ
る
信
仰
的
要
素
、
そ
し
て
ま
た
、
伝
説
や
民
認
な
ど
の
伝
承
が
重
要
な
構
成
部
分
と
な

っ
て
い
る
。

神
話
的
思
考
を
一
種
の
知
的
な
器
用
仕
事
(
プ
リ
コ
ラ
ー
ジ

ュ
〉
で
あ
る
と
い
う
、
レ
ヴ
ィ
H

ス
ト

ロ
ー
ス
の
指
摘
は
、
未
聞
社
会
の

一
見
稚
拙
な
神
話
や
、
断
片
的
な
伝
説
さ
え
も
、
重
要
な
科
学
的
研
究
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
人
々
に
再
認
識
さ
せ
、
理
解
さ
せ
る
も
の

(
凶
〉



(
附
〉

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
レ
ヴ
ィ

H
ス
ト
ロ
ー
ス
は
、

「神
話
的
思
考
の
本
性
は
、
雑
多
な
要
素
か
ら
な
り
、
か
っ
た
く
さ
ん
あ
る
と
は
い

っ
て
も
や
は
り
限
度
の
あ
る
材
料
を
用
い
て
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
も
言

っ
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン

に
と
っ
て
、
種

々
雑
多
な
材
料
で
創
り
あ
げ
た
〈
天
地
始
之
事
〉
こ
そ
、
江
戸
幕
府
支
配
下
の
過
酷
な
部
圧
の
も
と
で
な
さ
れ
た
知
的
営
為
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
雑
多
な
要
素
こ
そ
が
、
彼
等
の
体
系
化
し
、

位
置
づ
け
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
か

っ
た
、
日
常
性
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
。
神
話
は
雑
多
な
日
常
的
部
分
を
体
系
化
し
、

意
義
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
全

存
在
を
説
明
す
る
た
め
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

知
的
な
営
み
を
開
始
し
た
幼
児
の
よ
う
に
、
人
は
常
に
何
故
か
と
い
う
問
を
提
出
す
る
。
解
答
は
必
ず
し
も
与
え
ら
れ
な
い
。
し
か

し
、
こ

の
間
に
応
ず
る
努
力
は
な
さ
れ
て
き
た
。
断
片
的
な
祭
儀
生
活
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
達
に
と

っ
て
、
繰
り
返

し、

こ
の
「
何
故
か
」
と
い
う
問
が
迫

っ
て
来
た
と
言
え
よ
う
。

八
天
地
始
之
事
〉
は
、
彼
等
が
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
を
、
秘
密
穫
に
守
ら

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
意
味
、
何
故
、
周
囲
の
仏
教
徒
と
異
な
る
祭
儀
を
執
行
し
、
異
な
る
経
文
を
呪
す
る
の

か
と
い
う
疑
問
に
応
え
る
た

め
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

禁
制
下
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
に
と

っ
て
、
脱
実
が
ど
れ
程
過
酷
で
あ
っ
た
か
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
信
仰
を
明
ら
か
に
す

れ
ば
、
確
実
な
死
を
意
味
し
た
。
信
仰
を
秘
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
、
教
会
側
か
ら
は
罪
と
さ
れ
、
死
後
の
救
済
か
ら
の
拒
絶
を

意
味
し
た。

八
後
世
の
た
す
か
り

V
、
八
ア
ニ
マ
(
霊
魂
)
の
た
す
か
り
〉
を
知
ら
さ
れ
た
人
々
に
と
っ
て
、
信
仰
を
否
認
し
て
神
H
教

会
に
拒
ま
れ
る
こ
と
は
、
生
き
る
こ
と
の
円
的
を
失
な
う
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
教
会
と
そ
の
荷
な
い
手
と
し
て

の
宣
教
師
達
か
ら
切
離
さ
れ
た
人
々
は
、
信
仰
の
表
明
を
棄
て
去
り
、
表
面
上
は
仏
教
徒
と
し
て
の
生
活
を
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

踏
絵
を
す
ま
せ
て
、
自
己
の
信
仰
を
否
定
し
た
者
に
と
っ
て
は
、
後
悔
の
中
で
、

コ
ン
チ
リ
サ
ン
(
完
全
な
る
痛
悔
〉
の
祈
り
を
献
げ
た



と
し
て
も
、
神
に
叛
い
た
痛
み
は
消
え
さ
る
こ
と
も
な
く
、
ア
ニ
マ

の
た
す
か
り
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
へ
の
怖
れ
も
楠
し
て
い
っ
た
と
考

え
ざ
る
を
得
な
い。

際
史
的
存
在

(現
実
と
対
応
し
た
〉
と
し
て
の
キ
リ
シ

タ
ン
は
、
鎖
国
以
後
は
、

表
面
的
に
は
神
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ

れ
だ
け
に
、
内
的
に
は
自
己
の
信
仰
の
正
統
性
を
主
張
し
て
諮
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
も
、
彼
等
の
生
活
が
苦
悩
と
後
悔
に
満
ち
た

も
の
で
あ
る
の
か
を
説
明
す
る
神
話
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
楽
園
追
放
と
後
悔
の
生
活
と
い

っ
た
主
題
が
ど

の
よ
う
に
キ

リ
シ
タ
ン
に
受
け
と
め
ら
れ
た

の
か
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
中

で、

天
狗

(
悪
魔
)
の
概
念
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
に
果
た
し
た
八
天
地
始
之
事
〉
の
役
割
を
見
て
み
た

い
。

E 

下
界
に
後
悔
の
生
活
を
送
る
も
の
と
中
天
の
天
狗

(

2

)

(

3
)
 

キ
リ
シ
タ
ン

に
と
っ
て
は
、
こ
の
世
界
は
、
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

パ
ラ
イ
ソ
〈
天
〉
と
中
天
と
下
界

(
地
上
の
世
界
〉
で
あ
る
。
下
界
に
あ
っ

て
人
々
は
、
罪
に
苦
し
む
存
在
で
あ
り
、
パ
ラ
イ
ソ
に
生
ま
れ
代
わ
る
た
め
の
後
悔
の
生
活
を

送
る
も
の
で
あ

っ
た。

〈
脅
く
わ
い

ヱ
ワ
の
子
ど
も
は
、
こ
れ
よ
り
し
た
の
下
界
に
す
み
、
畜
生
を
食
し
、
月
星
を
拝
み
、
後
悔
し
て
、
ま
い
る
ベ
し
。
一
度
は
天
の
道

を
し
ら
す
べ
し
。
(
後
略
)

(
叫
)



(

凶

〉

下
界
、
つ
ま
り
地
上
の
世
界
は
、
ア
ダ
ン
(
ア
ダ
ム
)
と
ヱ

ワ
が
マ
サ
ン
の
木
の
実
(
り
ん
ご
、
知
恵
の
木
の
実
〉
を
食
べ
た
結
果
と

し
て
、
そ
の
子
ど
も
達
が
与
え
ら
れ
た
場
な
の
で
あ
っ
た
。
デ
ウ
ス
(
天
帝
〉
の
命
に
そ
む
い
た
た
め

に
、
救
済
を
得
ら
れ
ず
、
救
済
を

得
る
た
め
の
方
法
も
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
に
生
き
る
場
で
あ
っ
た
。
畜
生
を
食
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
肉
食
を
す
る
こ
と
は
、
近
世
の
庶
民

に
と
っ
て
は
積
れ
た
行
為
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
神
な
ら
ぬ
月
や
星
を
拝
す
る
こ
と
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
は
罪
に
あ
た
る

行
為
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
救
済
を
拒
ま
れ
た
地
上
で
の
生
活
が
ま
ず
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
世
界
に
最
初
に
出
現
し
た
人
聞
は
、
ア
グ
ン
(
ア
ダ
ム
〉
で
あ
っ
た
。

四

そ
も
そ
も
、

デ
ウ
ス
と
敬
ま
い
奉
る
は
、
天
地
の
御
主
、
人
間
万
物
の
御
親
に
て
、
ま
し
ま
す
也
。
弐
百
相
の
御
位
、
四
十
弐
相
の

御
装
い
、
も
と
御
一
体
の
御
光
を
、
分
け
さ
せ
た
も
ふ
所
、
す
な
わ
ち
日
天
也
。

デ
ウ
ス
(
神
)
は
天
地
の
主
で
あ
り
、
人
聞
を
は
じ
め
全
て

の
親
で
あ
勺

て、

二
百
相
の
位
と
四
十
二
相
の
姿
を
し
て
い
て
、
自
ら
の

光
を
分
け
ら
れ
た
の
が
太
陽
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
仏
教
的
な
用
語
を
使
用
し
な
が
ら
も
、
絶
対
者
と
し
て
の
神
が
描
き
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
デ
ウ
ス
は
地
獄
か
ら
天
国
に
至
る
十
二
天
を
創
造
す
る
。

そ
れ
よ
り
十
二
天
を
つ
く
ら
せ
た
も
ふ
。
其
名
ベ
ン
ボ
ウ
此
所
地
獄
也
、
マ
ン
ボ
ウ
・
オ
リ
ベ
テ
ン

・
シ
ダ
イ

・
ゴ
ダ
イ

・
パ
ッ
パ

・
オ
ロ

ハ
・
コ
ン
ス
タ
ン
チ
・
ホ
ラ
・

コ
ロ
テ
ル

・
十
ま
ん
の
パ
ラ
イ
ソ
此
所
則
ご
く
ら
く
世
界
也
。



難
解
な
仏
教
用
語
を
さ
え
、
日
常
使
川
す
る
語
と
し
て
消
化
し
て
き
た
中
世
日
本
人
に
と

っ
て

は
、
こ
れ
ら
の
複
雑
な
語
を
と
り
こ
む

こ
と
は
、
さ
し
て
闘
鰍
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
ベ
ン
ポ
ウ
(
地
獄
〉
と
パ
ラ
イ
ソ
(
ご
く
ら
く
世
界
〉
だ
け
が
本
来

の
キ

リ
シ
タ
ン
の
用
語
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
出
典
も
意
味
も
明
ら
か

に
で
き
な
い
が
、
キ
リ
シ
タ

ン
用
語
と
仏
教
的
な
十
二
天
と
い
う

(5
〉

概
念
が
混
然
と
な
っ
て
、

一
つ
の
宇
宙
が
示
さ
れ
て

い
る
。
さ
し
あ
た

っ
て
、
こ
の
文
脈
の
中
で
は
、
パ
ラ
イ
ソ
と
コ
ロ
テ
ル
と
ベ
ン
ポ

ウ
だ
け
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
日
月
ほ
し
を
御
つ
く
り
、
数
万
の
ア
ン
ジ
ョ
思
召
す
ま
ま
に
、
め
し
ょ
せ
た
も
ふ
也
。

(
6
)

ヂ

ウ

ス

七
人
の
ア
ン
ジ
ョ
が
し
ら
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
、
百
相
の
位
、
二
十
弐
相
の
形
。
又
天
帝
万
物
を
御
つ
く
り
、

土
・
水

・
火

・
風

・
題

・
油
、

(
7〉

御
自
身
の
御
骨
肉
を
御
入
、

シ
ク
ダ

・
テ
ル
シ
ャ

・
ク
ワ
ル
タ

・
キ
ン
タ

・
セ
ス
タ

・
サ
パ
夕
、
都
合

一
七
日
め
に
連
続
し
て
、
こ
れ

則
人
間
の
五
体
也
。
天
帝
よ
リ
四
ふ
ん
の
息
を
御
入
あ
り
て
、
ド
メ
イ
ゴ
ス
の
ア
ダ
ン
と
名
づ
け
、
三
十
三
の
相
也
。
よ

っ
て
ま
わ
り

(
マ
マ
)

の
七
日
め
は
大

一
の
祝
日
也
。

ア
ン
ジ
ヨ
(
天
使
〉
は
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
す
で

に
存
在
す
る
も
の
の
よ
う
ピ
文
脈
の
中
で

は
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
る
。
神
に
叛
く
の
も
、
こ
の
ア
ン
ジ

ョ
が
し
ら
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
最
初
の
人
間
で
あ
る

ア
ダ
ン

の
創
造
が
な
さ
れ
る
。
旧
約
聖
書
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
天
地
創
造
が
七
日
間
を
要
し
た
の
で
あ
る
が
、
天
地
始
之
事
で
は
人
聞
を

創
造
す
る

の
に
、
七
日
間
を
費
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
ド
メ

イ
ゴ
ス
つ
ま
り
日
眼
目
が
重
要
な
祝
日
と
さ
れ
、
ド
メ
イ
ゴ
ス

の
ア
ダ
ン
と
冠
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

五

(
川
〉



〈
問
)

又
女

一
人
御
っ
く
り
、
ド
メ
イ
ゴ
ス

の
ヱ
ワ
と
名
づ
け
、
夫
婦
と
な
し
、

コ
ロ
テ
ル
と
い
う
界
を
得
て
、
チ
コ

ロ
ウ

・
タ
ン
ホ
ウ
と

て
男
子
女
子
弐
人
出
生
し
、
そ
れ
よ
り
ヱ
ワ
・
ア
ダ
ン
、
デ
ウ
ス
を
礼
拝
い
た
さ
ん
た
め
、
日
々
パ
ラ
イ
ソ
に
お
も
む
き
け
る
。

ア
グ
ン
と
エ
ワ
〈
イ
プ
)
は
楽
園
追
放
以
前
に
男
子
と
女
子
を
得
て
い
る
。
子
を
生
む
こ
と
は
、
罪
の
結
果
で
は
な
く
、
人
間
創
造
に

伴
う
必
然
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
コ
ロ
テ

ル
に
お
か
れ
た
ア
ダ
ン
と
エ
ワ
は
神
の
世
界
、
パ
ラ
イ
ソ
に
毎
日
お
も
む
く
。

神
と

の
つ
な
が
り
は
親
密
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
悶
む
の
が

ア
ン
ジ
ョ
が
し
ら
ジ
ュ
ス
へ

ル
で
あ
る
。

デ
ウ
ス
御
留
守
聞
を
み
す
ま
し
、
数
万
の
ア
ン
ジ
ョ
を
た
ば
か
り
て
い
わ
く
、

「
此
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
天
帝
も
同
然
也
。
よ
っ
て
、
い
ら

い
わ
れ
を
拝
み
め
さ
れ
」
と
い
ふ
。
こ
れ
を
き
L

て
ア
ン
ジ

ョ
が
た
あ
ら
/¥
礼
拝
い
た
す
な
り
。

か
か
る
所
に
エ
ワ

・
ア
ダ
ン
「
デ
ウ
ス
様
は
お
わ
し
た
ま
わ
ず
や
」
い
ふ
け
れ
ば
、
ジ
ュ
ス
ヘ

ル
き
与
も
あ
ゑ
ず
、

「御
主
は
御
天

也
。
我
デ
ウ
ス
同
然
た
る
が
ゆ
へ
に
、
数
万
の
ア
ン
シ

ョ
も
、
わ
れ
を
尊
敬
あ
る
。
よ
り
て
ヱ
ワ

・
ア
ダ
ン
も
此
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
を
お
が

み
め
さ
れ
」
と

い
ふ
。

ヱ
ワ

・
ア
ダ
ン
き
L

て
、

「
わ
れ
わ
れ
は
デ
ウ
ス
様
を
拝
む
べ
し
」
と
た
が

い
に
論
も
や
ま
ざ
る
所
に
、
デ
ウ
ス
只
今
下
天
也
と
、

御
幸
有
ば
、
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
を
拝
み
の

こ
り
し
、
ア
ン
ジ

ョ
が
た
、

ヱ
ワ
も
ア
グ
ン
も
は

っ
と
計
に
手
を
合
せ
て
ぞ
ふ
し
お
が
み
、
則
其

ニ
と
わ

時
あ
や
ま
り
の
理
り
、
後
悔
コ
ン
チ
リ
サ
ン
也
。

か
く
て
デ
ウ
ス
の
た
ま
う
は
、

「
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
は
拝
む
と
も
、

マ
サ
ン

の
木
の
実
、
か
な
ら
ず
く
う
事
な
か
れ
。
さ
て
、

ヱ
ワ

・
ア



(8
〉

ダ
ン
、
子
ど
も
を
つ
れ
て
き
た
り
な
ば
、
よ
く
名
を
さ
つ
け
得
さ
せ
ん
」
と
な

。

h
ソ

け
も
ふ
か
き
御
こ
と
ば
に
、
み
な

一
向
に
か
へ
り
け

「
ジ
ュ
ス
ヘ

ル
は
拝
む
と
も
」、

表
面
上
仏
教
寺
院
の
他
家
と
し
て
生
き
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
に
と

っ
て
は
、

仏
像
の
前

に
関
づ
く
こ
と
は
、

ジ
ュ
ス
ヘ
ル
の
誘
感
に
屈
服
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
屈
辱
的
な
仏
教
へ
の
表
耐
的
入
信
と
そ
の
痛
恨
の
思
い
が
、
そ

し
て
そ
れ
を
許
容
す
る
神
へ
の
願
い
こ
そ
が
こ
こ
に
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
教
会
か
ら
切
離
さ
れ
、
山
県
圧
の
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
た

キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
、
表
面
上
仏
教
徒
と
し
て
生
き
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
る
寛
容
の
神
へ
の

希
求
の
強
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
現
実
と
の
妥
協
を
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
も
、
最
後
の
守

る
べ
き
部
分
は
残
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
マ
サ
ン
の
木
の
実
の
禁
忌
こ
そ
、
神
と

の
つ
な
が
り
を
認
め
る
唯

一
の
象
徴
な
の
で
あ
る
。

し
か
し、

そ
の
神
へ

の
希
望
で
あ
る
禁
忌
を
破
ら
せ
る
べ
く
、
ア
ン
ジ
ョ
が
し
ら
ジ
ュ
ス
ヘ

ル
は
、

マ
サ
ン

の
木
の
突
を
ヱ
ワ
と
ア
グ
ン

に
勧
め
る。

又
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
、

「
わ
れ
デ
ウ
ス
の
使
い
也
。
其
方
子
ど
も
、
よ
く
名
を
さ
づ
け
得
さ
す
べ
し
と
の
御
上
意
は
や
/

¥
子
ど
も
を
つ

か
わ
し
申
せ
」
と
い

ふ
け
れ
ば
、

エ
ワ
き
い
て
、
兵
と
お
も
い
、

「
こ
れ
は
遠
方
御
苫
労
様
也
。
又
其
元
の
御
服
用
せ
ら
る

与
は
、

何

た
み
'
由

れ

は

っ

と

し
な
な
る
や
」
と

尋

ば
、
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
、
「
こ
れ
は
マ
サ
ン

の
木
の
実
」

と
い
ふ
。
ヱ
ワ
き
い

て
を
ど
ろ
き
、
「
そ
れ
は
法
度
の
物
な

る
と、

き
与
た
る
が
、
た
べ
て
も
よ
ろ
し
く
候
や
」
と
い
ふ
0

・
(
中
略
)
:
・

「此
マ
サ
ン

の
木
の
実
は
、
デ
ウ
ス
や
此
ジ
ュ
ス
ヘ

ル
が
も
の
な
り
。

こ
れ
を
た
ベ
候
得
ば
、
み
な
デ
ウ
ス
同
然
の
位
に
な
る
が
ゆ
へ
に
、
法
度
也
」
と
い
ふ。

(
中
略
〉

ニE

ワ

七

(m) 



八

(
印
)

よ
ろ
こ
び
、
お
し
い
た
X
き
て
ぞ
、
し
ょ
じ
に
け
り
。

ま
た
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
、

「
こ
れ
は
ア
ダ
ン
ゑ
く
わ
す
ベ
し
。
子
ど
も
い
そ
ぎ
つ
れ
ま
い
る
ベ
し
」
と
、
帰
る
体
に
て
ジ
ュ
ス
ヘ

ル
は
、

小
か
げ
に
か
く
れ
、
う
か
ど
い
る
。

か
く
て
ア
ダ
ン
は
た
ち
か
へ
れ
ば
、
ヱ

ワ
右
の
し
だ
い
を
も
の
が
た
り
、
の
こ
し
お
き
た
る
マ

サ
ン

の
木
の
実
手
に
わ
た
せ
ば
、
う

た
が
い
な
が
ら
、
ア
ダ
ン
手
に
と
り
、
こ
れ
を
た
ベ
る
。

か
か
る
所
に
、
ふ
し
ぎ
や
デ
ウ
ス
は
い
づ
く
と
も
な
く
御
幸
に
て
、

「
い
か

に
ア
ダ
ン
、
そ
れ
は
悪
の
実
な
る
に
」

と
仰
有
。
ア
グ

ン
は
っ
と
仰
天
し
て
、
は
き
い
だ
さ
ん
と
す
れ
ど
も
、
の
ど
に
か
L

り
、
そ
の
か
い
な
く
、
あ
ら
か
な
し
ゃ
、
ヱ
ワ
も
ア
ダ
ン

も
、
た

(9
)
 

ち
ま
ち
に
天
の
蜘
黙
を
う
し
な
い、

其
ざ
ま
す
ぐ
に
ひ
き
か
わ
り
、
其
時
サ
ル
ベ

l

ヒ
シ
ナ
の
オ
ラ
ッ
シ
ョ
を
つ
と
め
、
天
に
さ
け
び

(ω) 

地
に
ふ
し
て、

血
の
な
み
だ
を
な
が
し
、
千
悔
す
れ
ど
も
其
か
い
な
く
、
科
の
オ
ラ
ッ
シ
ョ

の
始
り
此
時
也
。

こ
う
し
て
、
神
と
人
間
の
断
絶
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
キ
リ
シ

タ
ン

に
と

っ
て
、
下
界
つ
ま
り
地
上
の
世
界
は
、
神
と

の
交
渉

が
断
た
れ
た
場
、
神
に
よ
る
新
し
い
救
済
の
約
束
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
後
悔
の
生
活
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
試
煉
の
場
で
あ
っ
た
。
楽

園
追
放
の
物
語
は
比
較
的
忠
実
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
過
酷
な
歴
史
的
現
実
の
中
で
、
よ
り
生
き
生
き
と
し
た
形
で
伝

え
ら
れ
、
ま
る
で
琵
琶
の
調
べ
で
語
ら
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
程
、
緊
張
し
た
韻
律
を
伴

っ
て
い
る
。
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
達
は
、
こ
の
物
語

の
中
に
、
此
界
に
生
き
る
こ
と
の
由
来
を
語
り
継
ぎ
、
彼
等
自
身
の
存
在
意
義
、
苦
難
の
信
仰
生
活
の
因
果
を
求
め
て
き
た
と
考
え
ら
れ

よ
う
。



ジ
ュ
ス
ヘ
ル
の
誘
惑
の
手
に
と
ら
え
ら
れ
た
、
ア
ダ
ン
と
ヱ
ワ
は
、
天
の
快
楽
を
失
な
い
、
神
と
の
結
び
つ
き
を
も
断
た

れ

て

し

ま

(
U
)
 

ぅ
。
天
に
さ
け
び
、
地
に
ふ
し
て
、
血
の
涙
を
流
し
て
後
悔
し
て
も
既
に
遅
か
っ
た
。
悲
痛
な
祈
り
の
結
果
、
四
百
余
年
の
後
悔
を
す
れ

ば
と
の
条
件
で
、
ア
ダ
ン
は
パ
ラ
イ
ソ
の
人
数
と
な
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
の
誘
い
に
よ
っ
て
、

マ
サ
ン
の
木

の
実
を
食
べ
、
さ
ら
に
は
ア
ダ
ン
に
そ
れ
を
勧
め
た
、

エ
ワ
に
は
何
ら
の
政
い
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
エ
ワ
は
「
中
天
の
犬

と

な

れ

と
、
蹴
さ
げ
ら
れ
、
行
衛
も
し
れ
ず
な
り
に
け
る
」
と
却
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
も
エ
ワ
と
同
様
の
運
命
を
た
ど
る
。

〈ロ
)

以
前
に
か
く
れ
い
た
る
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
は
鼻
な
が
く
、

口
ひ
ろ
く
、
手
足
は
鱗

・
角
を
ふ
り
た
て
、
す
さ
ま
じ
く
有
様
に
て
、
天
帝
の

(
マ
マ
)

御
前
に
か
し
こ
ま
り
、

「
わ
が
悪
心
ゆ
へ
に
此
ざ
ま
に
相
成
、
行
先
と
て
も
お
そ
ろ
し
く
、
何
と
ぞ
パ
ラ
イ
ソ
の
快
楽
を
う
け
さ
せ
た

ま
へ
」
と
ね
が

い
け
る
。
天
帝
仰
せ
け
る
は
、

「
悪
性
な
る
汝
、
天
に
わ
、
か
つ
て
か
な
わ
ぬ
、
下
界
は
、

エ
ワ
の
子
ど
も
後
悔
ゆ
け

ば
、
こ
れ
又
か
な
わ
ぬ
。
よ

っ
て
、
震
の
神
と
な
れ
」
と
十
相
の
位
を
ゑ
、
中
天
を
ぞ
ゆ
る
さ
れ
け
る
。

さ
て
、
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
拝
み
し
ア
ン
ジ
ョ
方
、
か
な
し
い
か
な
や
、
み
な
こ
と
ん
¥、く
天
狗
と
な
り
、
中
天
に
ぞ
下
り
け
り
。

神
に
叛
き
、
ヱ
ワ
と
ア
タ
ン
に
禁
忌
を
侵
犯
さ
せ
た
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
は
、
龍
の
姿
を
思
わ
せ
る
醜
悪
な
有
様
に
変
じ
た
。
鼻
な
が
く
、

口

い
か
づ
ち

ひ
ろ
く
、
手
足
に
鱗
が
生
じ
、
角
が
生
え
た
。
こ
の
恐
し
い
姿
の
ジ
ュ
ス
へ
ル
は
、

雷

の

神
と
な
り
、
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
に
加
担
し
た
ア
ン

ジ
ョ
違
は
天
狗
と
な
る
。
天
狗
達
は
、
天
に
も
下
界
に
も
「
仇
も
の
」
と
な
っ
た
マ
サ
ン
の
木
の
実
を
与
え
ら
れ
て
、
中
天
を
支
配
す
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
天
と
下
界
と

の
間
に
あ

っ
て
、
人
間
の
〈
後
悔
〉
の
生
活
を
お
び
や
か
す
の
が
天
狗
な
の
で
あ
る。

九

(
問
)



(
印
〉

そ
れ
よ
り
、
悪
心
欲
心

の
、
位
の
中
と
な
り
、
う
ん
よ
く
、
食
欲
、
我
慾
と

い
ふ
も
の
三
人
生
じ
て
、

善
人
の
食
物
を
、
お
の
れ
が

ほ
し
い
ま
与
に
ぬ
す
み
取
、

か
る
が
ゆ
ゑ
に
、

デ
ウ
ス
こ
れ
を
に
く
ま
せ
た
も
ふ

に
付
、

三
悪
人
ゼ
体
に
、

と
ぢ
利
三
め
ん
に
角
は

(日
)
ゑ
、
そ
の
さ
ま
す
さ
ま
じ
く
、
回
畠
に
み
の
り
た
る
も
の
、
己
が
自
憶
に
盗
取
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
天
帝
あ
ま
下
ら
せ
た
ま
い
て
、
あ

(M
)
 

ま
へ
し
ゃ
ぐ
ま
と
な
れ
と
海
の
底
え
、
け
こ
ま
せ
た
も
ふ。

此
三
人
の
悪
党
も
、
皆
こ
れ
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
の
業
也
。 。

ジ
ュ
ス
ヘ
ル
の
支
配
は
中
天
か
ら
下
界
へ
も
広
が
り
、
砕一山
に
下
界
の
人
間
が
お
び
や
か
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
人
間
自
身
の
中
か
ら
も

悪
心
欲
心
が
生
じ
て
き
た
の

で
あ

っ
た
。
天
へ
の
道
は
遠
く
へ
と
追
い
や
ら
れ
、
終
末
の
時
に
も
、
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
や
天
狗
の
カ
が
及
ぶ

こ

と
を
キ
リ
シ
タ
ン
達
は
否
定
し
て
は
い
な
い
。

一一一
|
ミ
ギ
リ
(
聖
ミ
カ

エ
ル
)
は
、

天
秤
の
御
役
を
か
ふ
む
り
、
ジ
ュ
リ
シ
ヤ

レ
ン
堂
に
て
、
科
の
次
第
を
御
た
X
し
あ
り
て
、

善

人
は
パ
ラ
イ
ソ
~ヘ
通
し
、
悪
人
は
イ
ン
ヘ
ル
ノ

に
溶
し
又
科
の
次
第
/

¥
に
て
恥
づ
か
し
く
、
科
を
い
ま
し
め
た
も
ふ
事
也
。
た
と
ゑ

善
あ
る
も
の
と
い

ふ
と
も
、
天
狗
こ
れ
を
と
ら
ん
と
す
る
。
三

ミ
ギ

リ
こ
れ
を
く
れ
じ
と
、

ば
ん
の
し
う
剣
を
も

っ
て
、
天
狗
を
さ

く
る
。

サ
ン
ミ
ギ
リ
(
聖
ミ
カ
エ
ル
)
と
天
狗
と

の
斗
争
が
、
死
後
の
世
界
で
も
繰
り
広
げ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
ま
た
、
世
界
の
滅

却
〈
終
末
)
の
と
き
に
お

い
で
さ
え
、
「
天
狗
き
た
り
て
、
マ
サ

ン
木
の
実
を
さ
ま
ん
¥
に
変
じ
さ
せ
、
こ
れ
を
く
わ
せ
、
わ
か
手
に

つ

け
ん
と
巧
む
。
こ
れ
を
食
し
た
る
人
は
天
狗
の
手
し
た
と
な
り
て
、
み
な
、
イ
ヌ
ヘ
リ
ノ

に
落
る
と
い
ふ
」
の

で
あ
る
。



こ
れ
ら
の
天
狗
達
の
支
配
す
る
中
天
と
は
、
如
何
な
る
世
界
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
大
正

一
五
年
に
、
松
尾
久
市
に
よ

っ
て
筆
録
せ

(日
)

ら
れ
た
も
の
に
よ
れ
ば
、
次
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。

天
帝
仰
け
る
は
、
悪
性
な
る
な
ん
ぢ
は
、
天
に
置
け
ば
数
万
の
ア
ン
ジ
ョ
に
、
じ
ゃ
ま
を
す
る
。
地
に
置
け
ば
、
チ
ョ

ロ
タ

ン
ボ
ウ

(
二
人
の
予
を
さ
す
|
筆
者
〉
に
、
あ
た
を
す
る
に
よ
り
て
、
イ

ヌ
ヘ
ル
ノ
に
や
る
答
な
れ
ど
、
百
そ
う
の
位
を
九
十
そ
う
引
い
て
十

そ
う
に
な
す
に
依
り
、
雷
の
神
と
な
り
て
地
よ
り
八
丁
中
の
村
雲
に
佐
家
を
致
せ
、
け
ず
め
を
食
へ
と
お
く
つ

の
し
り
で
、
け
さ
げ
ら

れ
、
行
衛
も
知
れ
ず
な
り
に
け
る
。
さ
て
、

シ
ュ
ス
ヘ
ル
拝
み
の
ア
ン
シ
ョ
も
共
に
天
狗
と
な
り
、
大
天
狗
中
天
狗
小
天
狗
、
四
万
八

天
狗
と
な
り
天
ば
い
な
づ
ま
わ
た
々
く
ま
古
な
り
こ
う
っ
き
し
て
、
地
よ
り
八
[
中
の
村
雲
に
移
る
事
で
あ
り
ま
す
。

下
界
と
天
を
隔
て
る
存
夜
と
し
て
の
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
は
、
地
よ
り
八
丁
の
虚
空
に
と
ど
ま
り
、
雷
の
神
と
し
て
、
大
天
狗
中
天
狗
小
天
狗

を
従
え
て
、
人
々
の
前
に
姿
を
現
わ
す
も
の
と
な
っ
た
。
天
狗
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
と

っ
て
は
、
人
間
に
災
厄
を
も
た
ら
す
悪
な
る
神
で

も
あ
っ
た
。
キ
リ
ス

ト
教
的
な
絶
対
者
と
し
て

の
神
の
前
の
悪
魔
で
は
な
い
。
怖
る
べ
き
マ
サ
ン

の
木
の
実
を
も
ち
、
人
々
に
災
厄
の
種

を
ま
く
、
神
と
人
と
の
間
を
遮
る
悪
神

・
福
の
神
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

][ 

キ
リ
シ
タ
ン
の
布
教
と
天
狗
伝
承

キ
リ
ン
タ
ン
用
語
と
し
て

の
天
狗
は
、
二
種
類
の
文
脈
の
中
か
ら
と
ら
え
ね
ば
な
る
ま

い
。
す
な
わ
ち
、

一
方
で
は
キ
リ
シ

タ
ン

の
宣

(
削
〉



(
印
)

教
師
達
が
デ
ウ
ス
に
敵
対
す
る
悪
魔
を
翻
訳
し
よ
う
と
し
た
〈
天
狗
〉
が
あ
り
、
ま
た

一
方
で
は
、
日
本
人
の
民
間
信
仰
の
中
で
形
成
さ

れ
、
宣
教
師
連
の
八
天
狗
〉
概
念
を
受
け
と
め
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
、
前
者
の
問
題
か
ら
見
て
み
よ
う
。
キ
リ

シ
タ

ン
文
化
の
異
質
性
は
、
そ
の
用
語
の
使
用
法
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
論
ぜ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
宣
教
師
連
は
仏
教
用
語

を
使
則
し
た
こ
と
で
、
種
々
の
誤
解
を
招
い
た
こ
と
か
ら
、
キ
リ
シ

タ
ン
独
自
の
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
デ
ウ
ス
等
の
ラ
テ
ン

語
や
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
は

こ
れ
ら
の
外
来
語
を
ま
じ
え
た
混
成
語
を
共
用
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
で

は
、
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
師
が
悪
魔
を
天
狗
と
訳
し
た
と
こ
ろ
の
理
由
は
何
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

(
M
W
〉

ル
イ
ス

・
フ
ロ
イ
ス
は
『
日
欧
文
化
比
較
』
の
中
で
、
僧
侶
の
活
動
に
言
及
し
て
い
る
。
日
本
の
僧
侶
達
は
「
悪
魔
を
尊
敬
し
、
崇
拝

し
、
悪
魔
の
た
め
に
寺
院
を
建
て
、
多
く
の
供
物
を
捧
げ
る
。
」
と
述
べ

、

ま
た
、

キ
リ
ス
ト
教
の
聖
像
は
美
し
く
、
敬
度
の
念
を
誘
う

が
、
日
本
の
寺
院
に
柁
ら
れ
る
も
の
は
「
火
中
に
焼
か
れ
る
悪
魔
の
形
状
を
し
て
い

て
、
醜
悪
で
恐
怖
の
念
を
起
こ
さ
せ
る
」
と
も
述
べ

て
い
る
。
こ
れ
は
火
炎
の
光
背
を
有
す
る
明
王
像
の
こ
と
を
き
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、

「妖
術
者
は
わ
れ
わ
れ
の
間
で

は
、
罰
せ
ら
れ
、
制
裁
を
受
け
る
。
一

向
宗
の
坊
主
と
山
伏
と
は
自
分
た
ち
が
妖
術
者
で
あ
る
た
め

に
、
そ
れ
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
」

と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
仏
教
僧
侶
が
八
悪
魔
〉
に
仕
え
、
そ
の
力
を
も

っ
て
妖
術
を
行
な
っ
た
と
い
う
批

難
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
師
に
と

っ
て
は
、
唯
一
絶
対
の
神
以
外
の
存
在
を
崇
拝
し
、
礼
拝
す
る
こ
と
は
、
悪
魔

に
仕
え
る
こ
と
で
あ
り
、
悪
魔
の
手
先
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
恐
し
い
形
相
の
明
王
や
天
部
の
神
像
に
祈
念

し
、
そ
の
力
に
頼
る
こ
と
な
ど
は
、
妖
術
師
の
所
行
と
し
て
し
か
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
。
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
の

時
代
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
異
端
審
問
制
度
が

「
魔
女
狩
り
」
の
狂
気
へ
と
転
換
し
て
い

っ
た
頃
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま

い
。
悪
魔
に
仕
え
る
者
を
批
難
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
換
言
す
れ
ば
民
間
信
仰
や
民
衆
の
宗
教
的
活
動
を
否
定
す
る
こ
と
で
、

宗
教
的
組



織
の
体
系
化
を
求
め
て
い
た
時
代
の
布
教
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
当
面
す
る
日
本
で
の
布
教
で
は
、
仏
教
僧
侶
の
活
動
こ
そ
、
悪
魔
に
仕
え
る
妖
術
と
判
断
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う

(
同
日

)

い
っ
た
妖
術
の
中
で
も
、

八
天
法
〉
つ
ま
り
天
狗
の
法
を
駆
使
す
る
山
伏
は
、
最
も
悪
魔
的
な
も
の
と
し
て
見
え
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
悪
魔
を
表
現
す
る
の
に
は
、
八
天
狗
〉
の
語
が
適
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
等
宣
教
師
や
初
期
の
信
徒
達
の
共
通
の
理
解
と
な
っ

("〉

た
と
言
え
よ
う
。
目
指
附辞
書
の
中
で
も
、
天
狗
の
用
語
例
は
、
比
較
的
豊
か
で
あ
る
。
天
狗
が
荒
る
る

2
2口問ロ唱
曲『C
円

Z
)

・
天
狗
の
崇

り

3
3
四ロ
E
g
g
-)
・
天
狗
が
人
に
想
く

3
2
官
官
。

g
ロ
-
5
2
E)
・
天
狗
が
人
に
と
り
湿
く
(討
関口問白

EHDa
g
-
2
2
Z)
・
天
狗
を
責

め
出
だ
す

(司
自
問
C
O
M内
冊
目

巾

E
S
Z)
と
い
っ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
神

・
仏

・
天
狗
と
い
っ
た
崇
拝
対
象
の
中
で
、
人
間
に
禍
を
な
し
、

あ
る
い
は
筈
を
加
え
る
存
夜
と
し
て
、
天
狗
を
悪
魔
の
訳
語
と
し
て
選
び
出
し
た
の
で
あ

っ
た
。
天
狗
を
悪
魔
に
あ
て
は
め
る
こ
と
は
、

当
時
の
民
衆
の
聞
に
、
絶
大
な
影
響
力
を
誇
っ
て

い
た
、
核
教
系
の
宗
派
や
寺
院
、
さ
ら
に
は
山
伏
な
ど
の
修
行
者
を
論
難
し
、
ま
た

一

方
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
絶
対
神
の
信
仰
を
惹
起
す
る
も
の
と
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
こ

の
よ
う
な
翻
訳
に
は
、
幾
多
の
曲
折
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
版
の
キ
リ
シ
タ
ン
要
理

(
却
)

『
ど
ち
り
い
な

・
き
り
し
た
ん
』
(
一
五
九

一
年
版
国
字
本
)
で
は
、
天
魔

・
天
狗

・
狗
賓
と
い
っ
た
語
が
混
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

第
二
章
き
り
し
た
ん
の
し
る
し
と
な
る
貴
き
く
る
す
の
事
で
は
、
天
魔
と
天
狗
と
が
使
わ
れ
、
第
六
章
け
れ
ど
、
な
ら
び
に
ひ
い
で
す
の

あ
る
ち
い
ど
の
事
で
は
、
次
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
。

五
に
は
、

天
狗
は
善
恕
の
知
恵
の
木
の
突
を
も
て
、

状
等
が
先
机
を
た
ば
か
り
す
ま
し
、
又一

人
の
科
を
以
て
一

切
人
聞
を
我
が
進

退
に
な
し
た
る
ご
と
く
、

今
御

一
人
引
制
利
の
木
に
掛
り
玉
ふ
を
も
て
天
魔
は
利
を
失
い、

其
上
又
叫
引
制
川
削
川
引
叶
叫
T
T
う
ま
な
|

(
印
〉



(
肌
)

ぐ

ひ

ん

t
A

つ
ら
を
御
身
に
ま
と
ひ
玉
ふ
を
以
て
、

一
切
衆
生
を
彼
狗
兄
の
手
よ
り
む
ば
ひ
と
り
給
ひ
、
向
尚
解
脱
の
身
と
な
し
給
わ
ん

為
に

は
、
御
身
か
く
な
り
玉
ふ
事
も

っ
と
も
相
応
の
道
也
。

四

使
徒
信
経
と
信
仰
箇
条
に
つ
い
て
の
章
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
キ
リ

ス
ト
に
よ
る
救
済
に

つ
い

て
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。

つ

ま

り
、
ル
シ
フ
ェ
ル
が
人
組
ア
ダ
ム
と
エ

パ
を
誘
惑
し
た
こ
と
で
、
全
て
の
人
聞
が
天
狗
に
自
由
に
支
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
と
同

様
に
、
キ
リ
ス
ト
が
十
字
架
に
か
け
ら
れ
た
こ
と
で
天
魔
の
力
を
削
ぎ
、
人
間
と
し
て
キ
リ
ス
ト
が
現
わ
れ
た
た
め
に
、
全
て
の
人
聞
に

救
済
が
も
た
ら
さ
れ
た
(
拘
兄
か
ら
奪
い
返
し
た
〉
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
文
章
の
中
で
、
天
狗

・
天
魔

・
狗
兄
が
混
用
さ
れ

て
い
る
。

(
幻
)

ハ
ピ
ア
ン

の
『
妙
貞
問
答
』
に

は
、
楽
園
追
放
を
も
た
ら
し
た
誘
惑
者
を
天
魔
と
呼
び
、
神
に
叛
い

た
天
使
達
を
天
狗
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、

町
山

d
fし
4

川↑
J
斗
川
ペ
ト
云
恋
人
後
世
-
一
引
十
μ
を
受
ベ
キ
所
ハ

、
此
地
大
ノ
真
中

-一
有
引
ニ
テ
待
。

(
中
略
)

彼

安
如
卜
中
セ

シ
天
人

eう
す

1
11
1
1
1
1
1
11

ヲ
:
:
:
ハ
中
略
)
飛
行
白
夜
、

融
苅
相
川
一
胞
内
ノ
徳
を
先
キ
ト
シ
テ
、
:
:
;
(
小
略
〉
・
・
:
即

忠

御
罰
ヲ
与
へ
玉
イ
テ
、
ル
シ
ヘ
ル
ヲ
初
メ

、

(n〉

ク
ミ
セ
シ
究
如
を
ば
悉
ク
天
上
ヨ
リ
追
下
シ
玉
イ
、
比
地
中
ニ
獄
所
ヲ
定
メ
サ
セ
ラ

レ
、

〈
中
略
)
・
:
天
狗
ト
ハ
申
也

ハ
ビ
ア
ン

の
理
解
で
は
、
ル
シ
フ
ェ
ル
を
天
魔
と
し
、
そ
れ
に
従
っ
た
堕
天
使
途
を
天
狗
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
キ
リ

シ

タ
ン
信
徒
の
間
で
は
、

ハ
ビ
ア
ン
程
の
語
学
に
長
じ
た
者
も
少
な
く
は
な
か

っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
魔

・
天
狗

・
狗
賓



と
い
っ
た
用
語
も
相
当
に
浸
透
し
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
い
潜
伏
期
間
の
後
に
記
録
さ
れ
た
、
八
天
地
始
之
事
〉

の
文
中
に
は
、
天
狗
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
、

キ
リ
シ
タ
ン
の
布
教
者
側
の
論
理
を
離
れ
て
、

民
間
信
仰
の
側
か
ら
、

つ
ま

り
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
的
基
盤
か
ら
、
天
狗
と

い
う
用
語
の
も
つ
意
義
を
と
ら
え
直
し
て
み
よ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
雷
の
神

と
な
っ
て
中
天
を
支
配
す
る
醜
悪
な
神
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
神
話
的
世
界
の
中
で
果
た
し
て
い
る
役
割
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
は
、
ア
ン
ジ
ョ
が
し
ら
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
が
、
神
に
許
し
を
求
め
る
場
聞
の
こ

っ
け
い
さ
も
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

(
幻
)
カ

〈

M
)

天
狗
に
つ
い
て
の
説
話
は
少
な
く
な
い
。

『
今
昔
物
語
集
』
の
木
朝
仏
法
部
巻
二
十
の
第
一
話
か
ら
第
十
二
話
ま
で
は
、
天
狗
も
し
く

は
天
狗
と
思
わ
れ
る
も
の
を
主
題
と
し
て
い
る
説
話
で
あ
る
。
こ
の

一
連
の
説
話
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
天
狗
が
仏
法
修
行
者
に
よ
っ

て
、
そ
の
験
力
の
弱
さ
を
知
ら
さ
れ
る
と
い
う
筋
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一一「震
旦
天
狗
智
羅
永
寿
渡
ニ
此
朝
一
語
」
で
は
、
震
旦

の
天
狗
が
仏
僧
に
悪
戯
し
よ
う
と
す
る
が
散
々
な
目
に
介
わ
さ
れ
、
け
が
を
す
る
と

い
う
話
で
あ
る
。
輿
に
乗
っ
て
い
る
僧
が
火
炎
の
如

く
見
え
た
り
、
僧
に
駆
使
さ
れ
る
童
子
が
天
狗
に
は
恐
し
く
見
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
四
「
祭
ニ
天
狗
一
僧
参
ニ
内
裏
一
現
被
ν
追
一語
」
で

は
、
物
の
気
に
悩
む
天
皇
を
治
し
た
修
行
僧
は
、
実
は
天
狗
を
駆
使
す
る
僧
で
、
高
僧
等
の
加
持
に
よ
っ
て
、
こ

の
真
相
が
暴
露
さ
れ

る
。
こ
う
い
っ
た
説
話
の
中
で
は
、
仏
教
修
行
者
と
天
狗
の
外
法
邪
術
者
と
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
仏
教
の
側
に

た
っ
て
、
今
昔
物
語
は
編
纂
さ
れ
て

い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
邪
術
と
し
て
の
天
狗
の
外
法
は
卑
下
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か

し、

第
十
二

「
伊
吹
山
三
修
禅
師
得
ニ
天
狗
迎
一語
」
で
は
、念
仏
し
か
唱
え
な
い
僧
侶
が
、
壮
厳
な
迎
え
を
受
け
て
浄
土
へ
往
生
し
た
か
の

如
く
見
え
た
が
、
数
日
後
天
狗
に
よ
っ
て
木
の
上
に
縛
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
智
恵
の
無
い
仏
僧
は

天
狗
の
謀
り
ご
と
に
か
か
る
と
言
っ

て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
仏
法
と
外
道
の
論
理
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
。

一
五

(
川
)



一
六

(

問
〉

今
昔
物
語
に
登
場
す
る
天
狗
は
、
や
は
り
虚
空
を
飛
行
す
る
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
第
十
一

「龍
王
為
ニ
天
狗
一被
ν
補
語
」
で
は
、
天
狗

〈
を
と
ぴ

が
龍
王
や
僧
侶
を
空
中
か
ら
捕
ら
え
る
も
の
と
し
て
い

る
。
後
に
、
龍
王
が
こ
の
天
狗
を
蹴
殺
す
と
、
翼
の
折
れ
た
尿
鴻
の
姿
に
な
っ
た

と
い
う
。
ま
た
、
第
一一
一
「
天
狗
現
ν
仏
坐
ニ
木
末
一
語
」
で
は
、
実
の
な
ら
な
い
柿
の
木
に
仏
が
現
わ
れ
、
微
妙
な
光
を
放
ち
、
花
を
降
ら
せ

今
日、

b

，、

た
が
、
仏
法
に
智
り
深
い
者
の
力
で
見
破
ら
れ
、
尿
璃
の
姿
と
な
っ
て
地
上
に
落
ち
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
天
狗
は
姿
を
変
じ
、

飛
行

し、

人
々
を
欺
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
天
狗
の
外
法
は
、
幻
影
で
あ
っ
た
。

こ
の
幻
影
に
欺
か
れ
る
の
は
、
仏
法
修
行
の
不
足
を
示
す
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

平
安
末
期
以
降
、

天
狗
は
は
る
か
に
畏
怖
す
べ

き
も
の
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
和
歌
森
太
郎
氏
は

『修
験
道
史
研
究
』

の
中
で
、
天
狗
地
狗
が
世
の
中
を
不
可
測
の
方
向
へ
転
変
さ
せ
人
々
を
混
迷
に
陥
れ
る
原
因
と
見
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
平
安
末
か
ら

鎌
倉
時
代
で
あ
る
と
述
べ
、
貴
族
社
会
が
下
層
社
会
と
の
隔
た
り
を
増
し
、
現
実
の
変
化
を
王
法
即
仏
法
の
論
理
で
割
り
き
れ
な
く
な
っ

た
と
こ
ろ
に
由
来
す
る
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
九
条
兼
実
は
、

『
玉
菜
』
治
承
四
年
三
月
十
七
日
の
条
で
、
三
井
寺
圏
域
寺
の
衆

徒
ら
に
よ
っ
て
法
皇
一
・
上
皇
が
つ
れ
去
ら
れ
た
こ
と
を
此
「
事
偏
天
狗
之
所
為
也
仏
法
王
法
滅
尽
了
」
(
こ
れ
は
偏
え
に
天
狗
の
仕
業

で
、
仏
法
も
王
法
も
滅
ん
で
し
ま

っ
た
の
だ
)
と
な
げ
い
て
い
る
。
天
狗
は
、
こ
こ
で
は
幻
影
で
な
く
、
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま

っ

た
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
、
八
天
狗
の
現
実
化
〉
は
、
説
話
類
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

ハ
幻
)

『神
道
集
』
巻
第
十
ノ
五
十
「
諏
訪
縁
起
事
」
は
、
甲
賀
三
郎
諌
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
甲
賀
三
郎
が
地
下
の
世
界
を

遍
降
す
る
原
因
と
な

っ
た
の
が
、
妻
春
日
姫
の
失
院
で
あ
り
、
こ
れ
は
三
郎
に
は
「
此
偏
此
山
天
狗
共
仕
態
」
で
あ
る
と
見
え
た
。
後
日

諌
で

は
、
伊
吹
山
の
難
杖
一房と

い
う
天
狗
の
仕
業
で
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
を
さ
ら
い
つ
れ
去
る
、
怖
る
べ
き
存
在
と
し
て

描
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



(nv 

あ
る
い
は

『
太
平
記
』
巻
第
五
の

「相
模
入
道
問
楽
を
も
て
あ
そ
ぶ
弁
び
に
闘
犬
の
事
」
で
は
、
や
は
り
天
狗
の
た
め
に
ひ
き
お
こ
さ

れ
た
も
の
と
し
て
、
入
道
の
狂
気
が
怖
か
れ
る
。
相
模
入
道
が
酔

っ
て
舞
を
舞
っ
て

い
る
と
、
そ
こ
に
田
楽
法
師
十
余
人
が
現
わ
れ
た
。

と
ぴ

ば

け

れ

の

楽
し
そ
う
に
聞
え
た
の
で
、
あ
る
行
女
が
の
ぞ
き
見
る
と
、

「務
勾
テ
鴻
ノ
如
ク
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
具
類
異
形
ノ
蝿
者
共
が
姿
ヲ
人
ニ
変

ジ
タ

ル
ニ
テ
ゾ
有
ケ
ル
」
と
い
う
有
機
で
、
あ
わ
て
て
城
の
入
道
に
知
ら
せ
る
と
、
天
狗
が
踏
荒
し
た
ら
し
く
、
汚
れ
た
m
U
の
上
に
は
鳥

や
獣
の
足
跡
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
世
の
乱
れ
を
も
示
し
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
天
狗
の
所
行
は
、
ま
た
こ
れ
を
駆
使
す

る
山
伏
修
験
者
達
の
勢
力
の
変
化
を
も
意
味
し
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
仏
教
修
行
に
対
立
す
る
存
在
と
し
て
の
天
狗
は
、
次
第
に
仏
教

に
接
近
し
た
も
の
と
も
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
源
平
成
哀
記
』
巻
八
に
は
、
騎
慢
無
道
の
仏
徒
が
天
狗
に
な
る
と
の
考
え
が
見
ら
れ
る
。

「
死
す
れ
ば
必
ず
天
庇
と
申
鬼
に
成
候
也
。
廿山形
一肌
は
天
狗
、
身
は
人
に
左
布
の
羽
生
た
り
、
前
後
百
歳
の
事
を
語
て
通
力
あ
り
、
虚

ハ
m
U〉

空
を
飛
事
如
隼
仏
法
者
な
る
が
放
に
地
獄
に
は
不
ν
堕
、
無
道
心
な
る
が
放
に
往
生
も
せ
ず
」

と
述
べ
て

い
る
。
羽
が
生
え
て
鹿
空
を
隼
の
織
に
飛
び
、
地
獄
に
堕
ち
な
い
が
往
生
も
し
な
い
仏
徒
で
あ
る
と
い
う
。
『
沙
石
集
』
巻
第

内
初
)

七
の

二
十
「
天
狗
ノ
人
ニ
其
言
教
タ
ル
事
」
で
は
、
五
言
師
が
天
狗
の
作
む
と
い
う
常
に
泊
り
、
夜
中
そ
こ
に
出
現
し
た

「
内
ク
キ
ヨ
ゲ

一一
太
リ
タ
ル
法
師
」
か
ら
、
印
の
結
び
方
を
教
え
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
五
突
の
智
恵
が
な
く
て
、
執
心
偏
執

・
我
相
惰
慢

・
有
相

ノ
行
徳
(
虚
妄
の
修
行
に
よ
る
徳
〉
あ
る
者
が
天
狗
道
に
入
る
。
ま
た
、
普
天
狗
と
悪
天
狗
と
あ
り
、
善
行
を
妨
げ
る
の
が
悪
天
狗
、
悪

天
狗
か
ら
仏
法
修
行
者
を
守
る
の
が
普
天
狗
で
あ
る
と
付
け
加
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
仏
法
を
守
護
す
る
護
法
で
あ
る
か
の
如
く
、

転
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
近
世
に
手
れ
ば
、
天
狗
の
畏
怖
す
べ
き
能
力
も
薄
れ
て
行
く
。

〈

引

〉

『熊
野
の
御
本
地
の
さ
う
し
』
に
は
、
天
地
始
之
本
の
天
狗
述
に
隣
似
す
る
存
釈
が
怖
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
天
竺
の
摩
詞
陀
国

の
善
財
王
に
は
千
人
の
后
が
あ

っ
た
が
、

人
の
王
子
も
い
な
か
っ
た
。
后
の
一
人
五
衰
殿
が
観
脅
像
に
祈
念
し
て
、
王
の
来
訪
を
受
け

七

(
問
)



(
町
〉

て
、
子
ど
も
を
み
ご
も
っ
た
。
他
の
后
達
は
五
衰
殿
を
陥
れ
て
、

王
に
殺
さ
せ
る
。
死
の
直
前
、
生
ま
れ
た
男
子
は
虎

・
狼

に

養

育

さ

れ
、
高
僧
の
手
で
父
王
の
下
に
も
ど
さ
れ
た
。
事
実
を
知
っ
た
王
は
全
て
を
捨
て
て
、
天
竺
を
去
り
、
王
子

・
高
僧
と
共
に
熊
野
に
落
ち

着
い
て
、
熊
野
権
現
と
し
て
叩
ら
れ
た
。
こ
の
説
話
中
、
次
の
部
分
が
あ
る
。

八

さ
で
あ
と
に
お
は
し
ま
す
九
百
九
十
九
人
の
后
は
な
る
か
み
と
な
ら
せ
給
ふ
。

一二
月
よ
り
七
月
十
五
日
ま
で
は
赤
虫
と
な
り
て
権
現

へ
参
れ
ど
も
寄
せ
さ
せ
給
は
ず
。

こ
の
物
語
は
、
熊
野
権
現
の
御
本
地
な
り
、

一
度
読
み
参
ら
せ
候
へ
ば
一
度
参
り
た
る
う
ち
な
り
。
こ
の
本
地
を
用
い
参
ら
せ
ざ
る

〈
竹
川
〉

物
は
現
世
に
て
は
天
狗
の
法
を
受
け
、
後
生
に
て
は
悪
道
に
お
ち
無
聞
の
底
に
沈
む
べ
し

つ
ま
り
人
の
幸
福
を
ね
た
ん
で
殺
害
さ
せ
た
后
達
は
、
な
る
か
み
〈
雷
神
〉
と
な
り
、
こ
の
木
地
の
物
語
を
聞
か
な
い
者
は
天
狗
の
法

を
受
け
、
往
生
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
天
狗
の
法
を
受
け
る
と
は
災
厄
を
も
た
ら
す
者
に
支
配
さ
れ
る
と
で
も
理
解
で
き
る
で
あ

(
ね
)

ろ
う
。
『
神
道
集
』
で
は
、
こ

の
部
分
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
近
世
の
御
伽
草
子
の
作
製
過
程
で
と
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中

世
末
期
の
民
間
信
仰
の
世
界
で
は
、
天
狗
と
雷
の
聞
に
密
接
な
関
連
が
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
間
に
災
厄
を
も
た
ら
す
存

在
と
な
っ

て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

山
伏
に
よ

っ
て
、
あ
る
い
は
街
教
修
行
者
に
よ
っ
て
喧
伝
さ
れ
た
天
狗
の
姿
は
、
民
間
に
穐
々
の
伝
承
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
述

の
天
狗
説
話
の
中
に
は
、
民
間
信
仰
の
反
映
も
当
然
表
現
さ
れ
て
い
よ
う
。
そ
の
意
味
で
際
史
的
に
堆
積
さ
れ
て
き
た
も
の
と
し
て
の
天

(
日
品
)

狗
の
伝
承
を
見
て
み
よ
う
。
文
献
資
料
の
中
で
は
、
当
然
の

こ
と
で
あ
る
が
故
に
、
行
聞
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
て
は
い
る
が
、
山
中



の
怪
異
と
し
て
の
天
狗
が
民
間
信
仰
の
中
で
は
大
き
な
意
味
を
持

っ
て

い
た
。
天
狗
松
な
ど
の
名
称
や
天
狗
の
宿
り
木
な
ど
、
伐
採
を
忌

む
樹
木
が
あ
る
。
形
が
変

っ
て
い
た
り
、
他
を
圧
す
る
大
木
で
、
伐
る
と
繰
り
が
あ
る
な
ど
と
J
わ
れ
る
。
天
狗
は
近
寄
り
難
い
神
的
存

在
な
の
で
あ
る
。
天
狗
に
さ
ら
わ
れ
た
僧
侶
の
説
話
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
天
狗
隠
し
の
伝
承
で
あ
る
。

一子
ど
も
の
姿
が
見
え
な
く
な

っ
た
と
思
っ
た
ら
、
山
中
で
歩
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
付
か
り
、
し
ば
ら
く
正
気
を
失
な
っ
て
い
た
な
ど
の
話
は
、
か
つ
て
は
ど
こ
で
も

聞
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
天
狗
礁
な
ど
と
い
っ
て
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
訂
が
飛
ん
で
く
る
こ
と
が
あ

っ
て
、
人
を
傷
つ
け
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
恐
れ
ら
れ
た
場
所
が
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
天
狗
倒
し
な
ど
と
称
し
て
、
大
木
を
伐
採
し
、
倒
れ
る
音
が
聞
え
る
の
に
、
翌

朝
行

っ
て
見
れ
ば
、
倒
れ
た
木
な
ど
見
当
た
ら
な
い
と
い

っ
た
話
が
あ
る
。
ま
た
、
天
狗
笑
い
と
呼
ば
れ
る
、
人
気
の
無
い
場
所
か
ら
聞

え
る
大
笑
い
と
か
、
小
屋
が
掃
さ
ぶ
ら
れ
る
よ
う
に
感
じ
る
天
狗
ゆ
す
り
な
ど
の
ほ
川
見
が
山
中
で
は
よ
く
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

山
間

や
山
麓
の
村
里
で
は
、
山
中
の
怪
や
異
人
を
天
狗
と
称
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

当
然
、
天
狗
は
畏
怖
す
べ

き
対
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
怒
戯
に
合
う
と
、
人
々
は
二
、
三
日
仕
事
を
休
ん
だ
り
、
小
屋
の

向
き
を
変
え
た
り
、
餅
を
供
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
天
狗
の
機
嫌
を
と
る
。
芦
わ
ば
、
天
狗
に
よ
っ
て
も
う
け
ら
れ
た
禁
思
を
侵
犯
し
な

い
よ
う
に
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
常
通
で
は
考
え
ら
れ
な
い
状
況
を
天
狗
の
仕
業
と
も
考
え
て
い
た
。
天
狗
の
踊
り
場
と
か
、
天
狗
の
相
撲
場
と
い
っ
た
場
所
で

あ
る
。
超
人
的
な
カ
が
働
い
た
も
の
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
狗
の
所
行
は
怖
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
怒
り
を
買
わ
ね
ば
、
さ

し
て
問
題
に
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

(
お
)

昔
話
に
語
ら
れ
る
天
狗
は
、
人
に
だ
ま
さ
れ
る
間
抜
け
な
存
花
で
あ
る
。
隠
れ
蓑
や
鼻
の
高
く
な
る
扇
を
奪
わ
れ
る
天
狗
は
、
笑
話
の

中
に
登
場
す
る
重
要
な
役
柄
で
あ
る
。
畏
怖
さ
れ
、
近
づ
き
難
い
神
格

・
精
霊
か
ら
は
転
務
し
て
し
ま
っ
て

い
て
、
妖
怪
と
し
て
の
権
威

(
附

〉

ブL



二
O

さ
え
も
見
ら
れ
な
い
。
民
間
伝
承
や
説
話
中
の
天
狗
の
観
念
は
、
両
義
性
を
も

っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
飛
行
自
在
で
、
姿
を
変
え
て
出
現

し
、
怪
異
を
働
き
、
災
厄
を
も
た
ら
す
。
し
か
し

一
方
で
は
、
そ
の
醜
悪
な
姿
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
失
敗
を
繰
り
返
し
、
欺
か
れ
な
が
ら

も
、
人
々
の
聞
に
出
現
す
る
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
l
的
な
存
在
で
も
あ
っ
た
。

(
問
〉

W 

天

狗
伝
承

と
キ
リ

シ
タ
シ
信
仰

キ
リ
シ
タ
ン
の
天
狗
観
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
展
開
し
た
天
狗
の
意
識
に
も
と
e

つ
い
て
成
立
し
た
、

宗
教
的
修
行
の
妨
げ
を
な

す
存
在
と
し
て
の
そ
れ
で
あ

っ
た
。

す
な
わ
ち
、
中
天
に
あ

っ
て
自
由
に
虚
空
を
支
配
し
、
天
帝
(
デ
ウ
ス
〉
と
下
界
の
人
聞
を
隔
て
る

も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
雷
の
神
と
し
て
、
自
然
を
統
御
し
、

マ
サ
ン
の
木
の
実
を
駆
使
し
て
天
へ
の
道
を
と
ざ
そ
う
と
す
る
怖
る
べ
き

存
在
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
「
熊
野
の
御
本
地
の
さ
う
し
」
の
中
の
悪
逆
な
振
舞
を
し
た
后
達
の
如
く
、
後
生
に
至
っ

て
も
人
々
に
災
厄
を

も
た
ら
す
〈
な
る
か
み
〉
と
な
っ
て
い
っ
た
姿
と
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
行
聞
に
は
、
悪
の
根
源
と

し
て
の
性
格
と
同
時
に
、
ト

リ
ッ
ク
ス
タ
l
的
な
聞
の
抜
け
た
こ
っ
け
い
さ
を
も
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
神
に
よ
っ
て
、
中
天
に
蹴
落

さ
れ
な
が
ら
も
、
雷
の
神
と
な
っ
て
生
き
続
け
る
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
や
人
々
に
災
厄
を
も
た
ら
す
べ
く
暗
躍
す
る
天
狗
達
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
達

の
意
識
の
中
で
は
、
憎
悪
の
対
象
で
は
あ
る
が
、
ま
た
一
方
で
は
憎
み
き
れ
な
い
も
の
さ
え
感
じ
さ
せ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
罪
を
犯
し

た
ヱ
ワ
の
子
孫
で
あ
り
、後
悔
の
生
活
を
送
る
こ
と
で
天
の
道
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
妨
げ
よ
う
と
す
る
八
天
狗
〉
も
ま
た
、八
天

地
始
之
事
〉
と
い
う
神
話
の
中
で
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。
八
天
狗
〉
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
生
き
る
意
義
を
明
ら
か
に

し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
神
話
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
人
の
多
神
教
的
な
民
間
信
仰
の



基
盤
を
考
慮
し
な
い
ま
ま
、
八
天
狗
〉
と
い
う
両
義
的
な
概
念
を
、
悪
魔
に
あ
て
は
め
た
こ
と

に
よ

っ
て
、
川
約
聖
書
と
は
異
質
な
雰
囲

気
を
た
だ
よ
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
は
宣
教
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
神
話
を
、
忠
実
に
伝
え
な
が
ら
も
、
民
間

(
お〉

信
仰
的
要
素
を
什
加
し
つ
つ
、

キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て

の
八
神
話
〉
を
再
構
成
し
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。

註

ω
レ
ヴ
ィ

H
ス
ト
ロ
ー
ス

「
神
話
の
構
造
」

(同
『
構
造
入
額
学
』
み
す
ず

S
岡山
、

一
九
七
二
年
)

ω
キ
リ
シ
タ
ン
用
語
は
ラ
テ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
諮
等
の
原
認
が
直
後
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
単
語
は
、
転
批
し
つ
つ
も
キ
リ

シ
タ
ン
良
民
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
。

ω
本
文
中
で
後
述
す
る
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
独
特
の
用
語
で
、
キ
リ
ス
ト
教
木
来
の
概
念
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ω
「
天
地
始
之
事
」
は
原
則
と
し
て
、

国
北
耕
也
校
註

(『キ
リ
シ
タ
ン
H
出掛
耶
占
』
山
石
波
H
A
応
、

一
九
七

O
年

三
八
一
ペ
ー
ジ
J
凹

O
九
ベ

l

ジ
)
に
よ
っ
た
。
回
北
に
よ
れ
ば
、
文
政
年
閣
の
筆
録
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
国
北
『
昭
和
時
代
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
』
(
日
本
学
術
振
興
会
、

一
九
五
四
年
)
を
参
照
し
た
。
ま
た
片
阿
弥
古
口校
註
(
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
十
八
巻

三
一
書
房

一
九
七

二
年
)
も
対
照
し
た
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
キ
リ
シ
タ

ン
州
諸
は
片
仮
名
占
き
と
し
た
。
原
版
で
は
平
仮
名

(傍
線
)
で
あ
っ
た
が
、
民
俗
語
殺

同
様
に
扱
っ
た
。

同

コ

ロ
テ
ル
は
原
語
不
明
、
パ
ラ
イ
ソ

l
テ
レ
ア
ル

(地
上
の
楽
園
)
の
街
、
化
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
神
が
下
天
し
た

と
い
う
後
述
の
部
分
も
明
ら
か
に
な
る
。

制
ア
ン
ジ
ョ
は
天
使
、
ジ
ュ
ス
ヘ
ル
は
ル
シ
フ
ェ
ル

(rMarc

川

シ

ク

ダ
:
:
:
サ
パ
タ

(
月
:
:・
土
)
ド
メ
イ
ゴ

ス
は
ド
ミ
ン
ゴ

(日
眼
目
)、

キ
リ
シ
タ
ン
の
洗
礼
名
に
は
、

こ
の
名
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
日
曜

日
に
生
ま
れ
た
者
の
名
で
あ
る

(女
は
ド
メ

イ
ガ

ス
と
な
る
)。

附
印
北
に
よ
れ
ば
、
洗
礼
を
綬
け
る
意
。
幼
児
洗
礼
が
原
則
で
あ
っ
て
、
七
円
目
の
ナ
ツ
ケ
の
祝
い
と
も
習
合
し
て
い
る
。

ω
サ
ル
ベ

1
レ
ジ
ナ
で
始
ま
る
祈
結
『X
、
こ
の
よ
う
な
由
米
の
説
明
が
随
処
に
あ
る
。

〈
叫
〉



(
凶
)

同
オ
ラ
ッ
シ
ョ

(。
E
C
D
)

ラ
テ
ン
語
か
ら
、
科
の
オ
ラ
ッ
シ

ョ
は
潜
伏
中
、
正
月
に
踏
絵
を
し
た
あ
と
も
唱
え
た
と
さ
れ
る
。

側
聞
北
に
よ
れ
ば
、
黒
船
の
来
航
と
禁
令
の
解
除
が
予
言
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
四
百
余
年
は
、
徳
川
幕
府
の
支
配
期
間
に
相
当

す

る
。
そ
れ

が
、
救
済
の
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
首都
末
か
ら
明
治
初
期
の

一
連
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
発
覚
と
も
重
要
な
関
連
が
あ
る
と
言
え
る
。

回
角
は
天
狗
に
は
普
通
見
ら
れ
な
い
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
場
合
、
洗
礼
を
角
欠
ぎ
と
呼
び
、
子
が
生
ま
れ
て
く
る
と
角
を
と
っ
て
や
り
、
パ
ラ
イ
ソ

に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

日

こ

の

三
悪
人
に
も
角
が
あ
る
。
阿
修
羅
の
像
を
思
わ
せ
る
姿
で
あ
る
。

凶

あ

ま

へ

し

ゃ
ぐ
ま
は
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク

(天
邪
鬼
〉
で
あ
る
。

同
凹
北
『
昭
和
時
代
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
』
一

0
0ペ
ー
ジ
。

側
ル
イ
ス
リ
フ
ロ
イ
ス
『
日
欧
文
化
比
較
』

(岩
波

S
応

大

航

海

時
代
殺
占
双

一
九
六
江
均
)

間
森
島
恒
雄
『
魔
女
狩
り
』

(岩
波
書
広

一
九
七

O
年
)、
ミ
シ
ュ
レ
『
魔
女
』

(篠
悶
浩

一
郎
訳
岩
波
書
庖

畑
山
間
老
訳
有
道
「
耶
蘇
会
土
と
修
験
道
と
の
交
渉
」

(『
増
訂
切
支
丹
出
入
の
研
究
』
新
人
物
往
来
比

一
九
七

一
年
)

間

土
井
他
編
訳
『
邦
訳
目
指
削
辞
書
』

(岩
波
書
庖

一
九
八

O
年
)

四
前
掲
『
キ
リ
シ
タ
ン
H
H
排
耶
占
』
所
収
二

て
へ
l
ジ
、
凶
三
ペ

ー
ジ

則
前
掲
『
キ
リ
シ
タ
ン
省
排
耶
畠
』
所
収

二
ハ
八
ペ

ー
ジ

ω
同
右

一
六
七
ペ
ー
ジ

間
本
文
中
前
掲
「
わ
が
悪
心
ゆ
へ
に
:::」

刷
新
訂
椴
補
国
史
大
系
第
十
七
巻
吉
川
弘

文

館

五

=一

O
l
五
五
三
ペ

ー
ジ

附
和
歌
森
太
郎
『
修
験
道
史
研
究
』
(
平
凡
社

東

洋

文

庫

一

九
七
二
年
)
一

五
七
ペ

ー
ジ

凶

和

歌

森
『
修
験
道
史
研
究
』
所
引

一
五
八
ペ

ー
ジ

間
近
藤
喜
博
編
『
神
道
集
東
洋
文
庫
本
』

(角
川
占

庖

一

九
七
八
年
)

側

『

太

平

記

一
』
(岩
波
畠
庖
日
本
古
典
文
学
大
系
白

一
九
六
九
年
)

凶
和
歌
森
『
修
験
道
史
研
究
』
所
引

二
ハ
一
ペ

ー
ジ

側

『
沙
石
集
』

(岩
波
書
広

一
九
六
九
年
)
三
一

七
!
九
ペ
ー
ジ

二
九
五

|
一二三
五
ペ

ー
ジ

)
六
二
ペ
ー
ジ

一
九
八
三
年
)
等
参
照



凶

『
御
伽
草
子
』
(
岩
波
書
広

間

同

右
凶
三
三
ペ

ー
ジ

側
近
藤
編
前
剣
書
「
熊
野
権
現
事
」
凶
五
|
五
七
ペ

ー
ジ

側
柳
田
国
男

『
山
の
人
生
』

(定
本
柳
回
国
男
集
第
凶
巻
所
収
筑
摩
書
房

崎
美
術
社

一
九
六
人
年
所
収
)
等
参
照

側
関
敬
五
ロ編
『
日
本
昔
話
大
成
九
』

(角
川
書

侶

一

九
七
九
年
)
五
五
|
七
凶
・へ

l
ジ
等
参
照

側
本
論
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
本
学
の
諸
先
生
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
方
々
の
御
教
示
が
あ
っ
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

ま
た
、
天
地
始

之
事
に
つ
い
て
は
、
谷
川
健

一
『
わ
た
し
の

「天
地
始
之
事
」』

(筑
摩
訟
房

一
九
八

二
年
〉

よ
り
啓
発
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
だ
、
論
ず

べ
き
多
く
の
問
題
を
残
し
て
い
る
資
料
で
あ
り
、
今
後
と
も
と
り
組
ん
で
い
き
た
い。

一
九
七
二
年
)

-
九
六
八
年
)
、
新
科
一
郎
「
天
狗
ノ
l
ト
」
(
同
『
山
の
民
俗
』
岩

(
凹
)



岡一
[出竺

V

「
紀
要
」
第
十
二
号
を
お
手
も
と
に
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
は、

英
米
語

・
歴
史

・
民
俗

・
体
育
学

・
仏
教

・

文
学
の
各
分
野
に
関
連
す
る
論
考
を
所
収
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
英
米
語
学
を
中
核
と
し
つ
つ
多
面
的
で
幅
広
い

視
野
に
た
っ
て
色
・

8
5
ι
の
研
究
教
育
を
進
め
る
本
学
の
特
色
を
象
徴
的
に
表
わ
し
た
も
の
と
も
い
え
ま
す
。

V
最
近
、
六
十
七
年
度
を
ピ
ー
ク
と
す
る
十
八
歳
人
口
の
急
鳩
急
減
に
対
応
す
る
た
め
、
私
大

・
学
科
の
新
増
設

と
定
員
増
に
関
す
る

「新
高
等
教
育
七
カ
年
計
画
中
間
報
告
案
」
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
短
大
の
国
際
化

・
開

放
化
・
個
性
化
と
い
う
三
本
柱
を
充
実
さ
せ
る
上
で
、
今
号
に
所
収
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
国
際
的
で
個
性
的
な
研
究

内
容
が
何
ほ
ど
か
の
容
与
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
う
し
た
研
究
成
果
の
積
み
重
ね
は、

学
科

の
新
増
設
と
定
員
楢
唱
に
対
応
し
え
る
展
望
を
き
り
聞
く
土
台
と
な
る
も
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
ま
す
。

V
「
紀
要
」
は
、
論
文

・
エ
ッ
セ
イ

・
書
評
と
図
書
紹
介
を
中
心
に
編
集
し
て
い
く
方
針
で
す
。
今
号
に
は
研
究

・
調
査

・
翻
訳
に
つ
い
て
の
論
文
と
エ
ッ
セ
イ
を
掲
載
し
ま
し
た
。

エ
ッ
セ
イ
は
約
一
年
間
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
お
い

て
自
費
留
学
生
活
を
お
く
り
、
そ
の
聞
に
ソ
速
の
英
語
教
育
の
現
状
を
見
聞
し
た
内
容
を
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。
前
号
で
も
、
O
A
と
英
語
教
育
お
よ
び
女
子
英
語
教
育
の
歴
史
に
関
す
る
論
考
を
収
め
ま
し
た
が
、
こ
の

エ
ッ
セ
イ
も
そ
れ
ら
と
連
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
英
米
語
の
研
究
教
育
の
推
進
に
と
っ
て
今
何
を
な
す
べ
き
か
を
考

え
る
た
め
の
課
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
恩
わ
れ
ま
す
。
英
米
語

・
英
文
学
研
究
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
牲
と
開
放

性
を
そ
な
え
た
個
性
的
な
論
文

・
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
て
い
く
場
と
し
て
、
こ
の

「
紀
要
」

を
大
い
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
切
望
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

「
紀
要
」
編
集
委
員
会
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